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編
集
H
働
地
織
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
づ
く
り
編
集

ハナトピア岩沼

uつ
う
ま

一
竹
駒
神
社
の
「
初
午
大
祭
」

と

日
本
三
大
稲
荷
の
一
つ
で
あ
る
岩
沼
市
の
竹
駒

皇

神
社
で
二
月
下
旬
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
初
午

呈

大
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
奈
良
時
代
か
ら
続
く
祭
り
の

呈

ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
行
列
は
、
藩
政
時
代
の
大
名

ゃ
っ
こ

行
列
の
先
触
れ
に
由
来
す
る

「竹
駒
奴
」
を
先
頭

み

こ

に
、
華
や
か
に
着
飾
っ
た
稚
児
や
神
子
な
ど
七
百

人
か
参
加
、
古
式
ゆ
か
し
く
市
内
を
練
り
歩
い
た
。

竹
駒
神
社
の
門
前
町
、
江
戸
時
代
は
奥
州
街
道

と
陸
前
街
道
が
分
岐
す
る
宿
場
町
だ
っ
た
岩
沼
市

に
は
、「
奥
の
細
道
」
紀
行
で
訪
れ
た
松
尾
芭
蕉
か

名
句
を
残
し
た
「
二
木
の
松

(武
隈
の
松
ご

な
ど

の
名
所
旧
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
、

仙
台
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ま
た
仙
台
国

際
空
港
の
あ
る
東
北
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
街

が
変
ぼ
う
。
仙
台
平
野
の
南
部
に
位
置
し
、
海
、

山
、
川
の
恵
ま
れ
た
自
然
に
固
ま
れ
た
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
今
後
の
発
展
.か
期
待
さ

れ
て
い
る
。

-
文H
沢

-
力
メ
ラ
リ
小
形
又
男

竹駒神社を出る竹駒奴
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• 北海道北オホーツクの大自然で学15，会/北海道浜頓別町 ・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p6)
15隼

撮っくり総務大E表彰 新見ほのぼの住宅研究会/岡山県新見市

・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p9)

特定非営利活動法人沖縄O.C.E.A.N/沖縄県恩納村
・人と自然にやさしいまちっくり部門 、pつ

特定非営利活動法人秋桜舎・コスモスの家/神奈川県川崎市
・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p8)

特定非営利活動法人 NPO緑の会/茨峨県取手市
・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p7)



.. 
鹿児島県川辺町 ・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p12)

東京都日野市・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p11)

鹿児島県上屋久町 ・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p13)

.. 
鹿児島県川辺町 ・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p12)

東京都日野市・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p11)

鹿児島県上屋久町 ・人と自然にやさしいまちづくり部門 (p13)
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|埼玉県知事

上田清司

ットに学ぶ先人のスピリ

「
正
義
と
政
策
で
埼
玉
か
ら
日
本
を
変
え
る
」

ー
ー
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
私
は
昨
年
九
月
知
事
に
就
任
し
た
。

埼
玉
県
は
、
誇
る
べ
き
歴
史
や
文
化
、
雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
し

か
も
県
土
に
占
め
る
利
用
可
能
な
土
地
の
割
合
や
交
通
の
利
便
性
が
大

変
高
い
県
で
あ
る
。
ま
た
、
首
都
に
近
接
し
、
大
消
費
地
の
中
に
多
様

な
産
業
が
息
づ
い
て
い
る
全
国
で
も
際
立
っ
た
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
平
均
年
齢
が
全
国
で
二
番
目
に
若
い
七
百
万
人
を
超
え

る
県
民
を
擁
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
無
限
の
可
能
性
に
満
ち
た
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
が
、
埼
玉
だ
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
埼
玉
に
加
え
、
埼

玉
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
閉
塞
状
況
に
あ
る
日
本
を
大

き
く
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
埼
玉
は
そ
の
役
割
を
十
分
に
担
え
る
と

思
っ
て
い
る
。

今
、
現
代
日
本
が
抱
え
る
大
き
な
テ

l
マ
を
解
く
た
め
の
重
要
な
三

つ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
、
郷
土
が
誇
る
三
人
の
先
人
が
埼
玉
か
ら
発
信
し

て
い
る
。

テ
ー
マ
の

一
つ
目
が
「
経
済
再
生
」
で
あ
る
。
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
経
済
発
展
を
遂
げ
、
世
界
中
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
日
本
が
、

今
日
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
な
い
。
今
ま
さ
に
経

済
再
生
が
必
要
な
時
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
こ
そ
、
日
本
経
済
の
生
み

の
親
、
埼
玉
県
深
谷
市
出
身
の
渋
沢
栄

一
の
持
つ
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

近
代
日
本
の
金
融
業
は
、
渋
沢
栄

一
が
最
初
に
つ
く
っ
た
。
ま
た
、
主

な
基
幹
産
業
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
渋
沢
栄

一
の
力
に
よ
っ
て
始
ま
っ

た
。
つ
ま
り
、
近
代
日
本
の
資
本
主
義
経
済
は
、
渋
沢
栄

一
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
歴
史
は
繰
り
返
す
の
だ
か
ら
、
渋

沢
栄

一
の
よ
う
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
っ
た

人
々
が
い
れ
ば
、
日
本
経
済
は
必
ず
再
生
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

二
つ
目
の
テ
l
マ
は
、
「
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
」
で
あ
る
。
私
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
社
会
全
体
の
力

で
で
き
る
限
り
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
福
祉
実
践
の
元
祖
と
も
い
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は

な

わ

ほ

き

い

ち

え
る
の
が
、
児
玉
郡
児
玉
町
出
身
の
塙
保
己

一
で
あ
る
。

四
十
年
に
わ
た
っ
て
、
い
わ
ば
日
本
の
古
代
か
ら
の
文
献
を
全
部
編

ぐ
ん
し
よ
る
い
じ
ゅ
う

集
し
、
「
群
書
類
従
」
と
い
う
形
で
出
版
し
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
全
盲

の
学
者
な
の
で
ど
の
よ
う
に
編
集
し
た
の
か
。
い
ろ
い
ろ
な
社
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
不
可
能
だ
っ
た
と
思
う
。
ま
さ
に
多

さ
ん

く
の
人
々
の
連
帯
の
中
で
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
塙
保
己

一
と
彼
を
取
り
巻
く
、
い
わ
ば
福
祉
の
原
点
と
も
言
う
べ
き
助
け
合
い
の

精
神
を
改
め
て
見
詰
め
直
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

三
つ
目
の
テ

I
マ
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」
で
あ
る
。
あ

ら
ゆ
る
社
会
参
加
の
道
は
男
女
と
も
平
等
に
聞
か
れ
て
い
る
べ
き
で
あ

お

ぎ

の

ぎ

ん

こ

る
。
大
里
郡
妻
沼
町
出
身
の
荻
野
吟
子
こ
そ
、
日
本
で
最
初
の
男
女
共

同
参
画
社
会
の
扉
を
聞
い
た
人
だ
と
思
っ
て
い
る
。
自
ら
の
闘
病
体
験

か
ら
、
な
ぜ
女
性
医
師
が
い
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
素
朴
な
疑
念
を
持

ち
、
自
ら
女
医
を
目
指
し
た
。

そ
し
て
、
十
五
年
に
及
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
の
か
い
あ
っ
て
、
日
本

初
の
女
性
医
師
に
な
っ
た
。
真
に
豊
か
で
安
心
で
き
る
社
会
を
築
く
た

め
に
は
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
対
等
に
参
画
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
荻
野
吟
子
の
持
つ
ス
ピ

リ
ッ
ト
が
今
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
代
日
本
が
必
要
と
し
て
い
る
、
「
経
済
再
生
」
、
「
福
祉

社
会
」
、
「男
女
共
同
参
画
社
会
」
、
こ
の
三
つ
の
課
題
を
解
く
カ
ギ
が
実

は
埼
玉
に
あ
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
誇
り
に
思
い
、
こ
の
埼
玉
に

無
限
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

そ
し
て
今
年
は
、
第
五
十
九
回
国
民
体
育
大
会
「
彩
の
固
ま
ご
こ
ろ

国
体
」
と
第
四
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
埼
玉
県
で
三
十
七

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
通
じ
て
、
参
加
さ

れ
た
人
々
と
大
き
な
夢
や
感
動
を
共
有
し
、
新
し
い
埼
玉
の
若
さ
・
力

強
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
う
。
前
回
大
会
の
二
倍
以
上
の

人
口
と
な
っ
た
七
百
万
県
民
総
ぐ
る
み
で
、
選
手
や
全
国
の
皆
様
を
温

か
く
お
迎
え
し
た
い
。

是
非
、
埼
玉
県
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
大
き
な
夢
と
感
動
を

一
緒
に

味
わ
い
ま
し
ょ
う
。
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|埼玉県知事

上田清司

ットに学ぶ先人のスピリ

「
正
義
と
政
策
で
埼
玉
か
ら
日
本
を
変
え
る
」

ー
ー
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
私
は
昨
年
九
月
知
事
に
就
任
し
た
。

埼
玉
県
は
、
誇
る
べ
き
歴
史
や
文
化
、
雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
し

か
も
県
土
に
占
め
る
利
用
可
能
な
土
地
の
割
合
や
交
通
の
利
便
性
が
大

変
高
い
県
で
あ
る
。
ま
た
、
首
都
に
近
接
し
、
大
消
費
地
の
中
に
多
様

な
産
業
が
息
づ
い
て
い
る
全
国
で
も
際
立
っ
た
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
平
均
年
齢
が
全
国
で
二
番
目
に
若
い
七
百
万
人
を
超
え

る
県
民
を
擁
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
無
限
の
可
能
性
に
満
ち
た
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
が
、
埼
玉
だ
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
埼
玉
に
加
え
、
埼

玉
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
閉
塞
状
況
に
あ
る
日
本
を
大

き
く
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
埼
玉
は
そ
の
役
割
を
十
分
に
担
え
る
と

思
っ
て
い
る
。

今
、
現
代
日
本
が
抱
え
る
大
き
な
テ

l
マ
を
解
く
た
め
の
重
要
な
三

つ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
、
郷
土
が
誇
る
三
人
の
先
人
が
埼
玉
か
ら
発
信
し

て
い
る
。

テ
ー
マ
の

一
つ
目
が
「
経
済
再
生
」
で
あ
る
。
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
経
済
発
展
を
遂
げ
、
世
界
中
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
日
本
が
、

今
日
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
な
い
。
今
ま
さ
に
経

済
再
生
が
必
要
な
時
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
こ
そ
、
日
本
経
済
の
生
み

の
親
、
埼
玉
県
深
谷
市
出
身
の
渋
沢
栄

一
の
持
つ
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

近
代
日
本
の
金
融
業
は
、
渋
沢
栄

一
が
最
初
に
つ
く
っ
た
。
ま
た
、
主

な
基
幹
産
業
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
渋
沢
栄

一
の
力
に
よ
っ
て
始
ま
っ

た
。
つ
ま
り
、
近
代
日
本
の
資
本
主
義
経
済
は
、
渋
沢
栄

一
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
歴
史
は
繰
り
返
す
の
だ
か
ら
、
渋

沢
栄

一
の
よ
う
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
っ
た

人
々
が
い
れ
ば
、
日
本
経
済
は
必
ず
再
生
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

二
つ
目
の
テ
l
マ
は
、
「
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
」
で
あ
る
。
私
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
社
会
全
体
の
力

で
で
き
る
限
り
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
福
祉
実
践
の
元
祖
と
も
い
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ほ

き

い

ち

え
る
の
が
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児
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町
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塙
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。

四
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日
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文
献
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全
部
編

ぐ
ん
し
よ
る
い
じ
ゅ
う
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し
、
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の
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。
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ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
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ら
な
け
れ
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不
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う
。
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多
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の
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。
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取
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あ
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。
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、
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に
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、
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の
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を
感
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。

そ
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て
今
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は
、
第
五
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大
会
「
彩
の
固
ま
ご
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ろ

国
体
」
と
第
四
回
全
国
障
害
者
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ツ
大
会
が
、
埼
玉
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で
三
十
七

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
通
じ
て
、
参
加
さ

れ
た
人
々
と
大
き
な
夢
や
感
動
を
共
有
し
、
新
し
い
埼
玉
の
若
さ
・
力

強
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
う
。
前
回
大
会
の
二
倍
以
上
の

人
口
と
な
っ
た
七
百
万
県
民
総
ぐ
る
み
で
、
選
手
や
全
国
の
皆
様
を
温
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く
お
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え
し
た
い
。

是
非
、
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に
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越
し
く
だ
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い
。
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な
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4 2004・4月号

範
と
な
る
よ
う
な
先
進
性
や
ユ
ニ
ー
ク
さ
、
活
動

の
継
続
性
と
実
績
の
定
着
、
規
模
の
拡
大
や
内
容

多
様
化
な
ど
の
発
展
性
、
取
り
組
み
の
自
主
・
主

体
性
、
住
民
と
行
政
の
協
働
性
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
住
民
の
満
足
度
(
効
果
)
な
ど
の
而
か
ら

審
査
し
、
決
定
し
た
。

ji甑滅。

ー-
一
十
九
団
体
の
活
動
と
功
績
を
た
た
え
る

地
域
の
個
性
豊
か
な
発
想
を
活
か
し
、
住
民
を

は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
取
り
組
む
魅

力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
市
区
町
村
お
よ
び
地
域
づ

く
り
団
体
を
た
た
え
る
、
平
成
十
五
年
度
総
務
大

臣
表
彰
が
決
ま
り
、

一
月
二
十
三
日
に
東
京
・
平

河
町
の
都
道
府
県
会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

麻
生
総
務
大
臣
の
式
辞
の
後
、
表
彰
を
受
け
た
の

は
「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
部
門
」
が

入
団
体
、
「
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
部
門
」
が
十
二

団
体
、
「
世
界
に
聞
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
部
門
」
が
六

団
体
、
「
情
報
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
部
門
」
が
三
団

体
の
計
四
部
門
二
十
九
団
体
。
表
彰
し
て
功
績
を
た

た
え
、
広
く
全
国
に
周
知
す
る
こ
と
で
、
地
域
づ
く

り
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る
。

表
彰
団
体
は
前
回
(
昨
年
は
六
部
門
計
三
十
団

体
)
よ
り

一
団
体
少
な
か
っ
た
が
、
今
回
も
都
道

府
県
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
、
総
務
省
が
他
の
模

人と自然にやさしいまちづくり部門 d 団体〉

・北海道北オホーツクの大自然で学ぶ会(北海道浜頓別町)

・特定非営利活動法人NPO緑の会(茨城県取手市)

・特定非営利活動法人秋桜舎・コスモスの家(神奈川県川崎市)

・新見ほのぼの住宅研究会(岡山県新見市)

・特定非営利活動法人沖縄O.C.E.A.N(沖縄県恩納村)
.東京都日野市 .鹿児島県川辺町 ・鹿児島県上屋久町

活力のあるまちづくり部門

.東和銀座商庖街振興組合(東京都足立区)

.日野市学校給食地元野菜等連絡会(東京都日野市)

.村上町屋商人会(新潟県村上市)

.金沢大野くらくらアートプロジェクト実行委員会(石川県金沢市)

・劇団 箸消興行(兵庫県加美町)

・中国山地やまなみ大学本部(広島市ほか33市町村)

・黒川温泉観光旅館協同組合(熊本県南小国町)

.みゃんじよチクリン村(鹿児島県宮之城町)

.茨城県真壁町・石川県金沢市 .愛知県豊根村

.和歌山県海南市

世界に閥均通れたまちづくり部門 <6団体〉

.さがみはら国際交流ラウンジ(神奈川県相模原市)

.特定非営利活動法人バリアフリーシステム推進協会(福井市)

.阪神地域多言語生活情報作成委員会(兵庫県尼崎市・西宮

市・芦屋市・伊丹市・宝塚市・川西市・三田市・猪名川町)

.特定非営利活動法人鳴門「第九jを歌う会(徳島県鳴門市)

・佐賀県唐津市・長崎県厳原町

情報化によるまちづくり部門 <3団体〉

.岩手県水沢市 .京都府精華町 ・兵庫県洲本市

.は、地域づくり団体等、.は地方公共団体

<12団体〉

• 

4 2004・4月号

範
と
な
る
よ
う
な
先
進
性
や
ユ
ニ
ー
ク
さ
、
活
動

の
継
続
性
と
実
績
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取
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昨
年
は
六
部
門
計
三
十
団

体
)
よ
り

一
団
体
少
な
か
っ
た
が
、
今
回
も
都
道

府
県
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
、
総
務
省
が
他
の
模

人と自然にやさしいまちづくり部門 d 団体〉

・北海道北オホーツクの大自然で学ぶ会(北海道浜頓別町)

・特定非営利活動法人NPO緑の会(茨城県取手市)

・特定非営利活動法人秋桜舎・コスモスの家(神奈川県川崎市)

・新見ほのぼの住宅研究会(岡山県新見市)

・特定非営利活動法人沖縄O.C.E.A.N(沖縄県恩納村)
.東京都日野市 .鹿児島県川辺町 ・鹿児島県上屋久町

活力のあるまちづくり部門

.東和銀座商庖街振興組合(東京都足立区)

.日野市学校給食地元野菜等連絡会(東京都日野市)

.村上町屋商人会(新潟県村上市)

.金沢大野くらくらアートプロジェクト実行委員会(石川県金沢市)

・劇団 箸消興行(兵庫県加美町)

・中国山地やまなみ大学本部(広島市ほか33市町村)

・黒川温泉観光旅館協同組合(熊本県南小国町)

.みゃんじよチクリン村(鹿児島県宮之城町)

.茨城県真壁町・石川県金沢市 .愛知県豊根村

.和歌山県海南市

世界に閥均通れたまちづくり部門 <6団体〉

.さがみはら国際交流ラウンジ(神奈川県相模原市)

.特定非営利活動法人バリアフリーシステム推進協会(福井市)

.阪神地域多言語生活情報作成委員会(兵庫県尼崎市・西宮

市・芦屋市・伊丹市・宝塚市・川西市・三田市・猪名川町)

.特定非営利活動法人鳴門「第九jを歌う会(徳島県鳴門市)

・佐賀県唐津市・長崎県厳原町

情報化によるまちづくり部門 <3団体〉

.岩手県水沢市 .京都府精華町 ・兵庫県洲本市

.は、地域づくり団体等、.は地方公共団体

<12団体〉
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人
と
自
然
に
や
さ
し
い

ま
ち
。つ
く
り
部
門

地
域
に
残
さ
れ
た
自
然
を
保
全
・
活
用
し
た
都

市
と
農
村
の
交
流
、

景
観
の
整
備
や
清
流
の
復
元

な
ど
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
循
環
型
社
会
の
形
成
、
公
共
施
設
の

一
体
的

整
備
や
民
間
建
築
物
の
指
針
設
定
な
ど
を
通
じ
て

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
、

一
人
暮
ら

平成15年度

地域づくり総務大臣表彰式

し
の
高
齢
者
へ
の
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
福

祉
の
充
実
な
ど
の
面
で
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

市
区
町
村
お
よ
び
地
域
づ
く
り
団
体
が
選
ば
れ
た
。

活
力
の
あ
る

ま
ち
ゃつ
く
り
部
門

個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
行
政
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
自

身
も
多
様
な
発
想
を
持
ち
寄
っ
て
取
り
組
ん
で
い

活力のあるまちづく り部門、情報化によるまちづく り部門

平成15年度

地域づくり総務大臣表彰式

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
住
民
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
が
、
地
域
の
自
立
を
目
指
し
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
、
産
業
の
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
を
支

え
る
人
づ
く
り
、
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
、
歴
史
資
源
の
活
用
な
ど
の
面
で
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
を
行

い
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
た
市
区
町
村
お
よ
び
地

域
づ
く
り
団
体
が
選
ば
れ
た
。

世
界
に
聞
か
れ
た

ま
ち
ゃつ
く
り
部
門

人と自然にやさしいまちづく り部門、世界に開かれたまちづくり部門

住
民
が
参
加
し
た
外
国
の
地
方
公
共
団
体
や
民

間
団
体
と
の
交
流
活
動
の
推
進
、
技
術
協
力
や
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
よ
る
国
際
協
力
の
推

進
、
外
国
語
に
よ
る
情
報
提
供
や
相
談
な
ど
外
国

人
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
向
け
た
外
国
企
業
や
外
国
人
観
光
客
の

誘
致
な
ど
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
が
選
ば

れ
た
。

情
報
化
に
よ
る

ま
ち
。つ
く
り
部
門

行
政
手
続
き
の
電
子
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
地
域
内
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
な
ど
を
利
用
し

た
地
域
情
報
化
の
推
進
、

I
T
の
活
用
に
よ
る
地
域

文
化
・
観
光
の
振
興
、
人
材
育
成
、
行
政
と
住
民
と

の
協
働
・
連
携
な
ど
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
顕
著
な
実
績
の
あ
っ

た
団
体
が
選
ば
れ
た
。

話低減@2004・4月号5 
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、
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団
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や
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間
団
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と
の
交
流
活
動
の
推
進
、
技
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や
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同
プ
ロ
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ェ
ク
ト
な
ど
に
よ
る
国
際
協
力
の
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、
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に
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る
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供
や
相
談
な
ど
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が
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光
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に
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の
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た
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が
選
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。
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に
よ
る
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。つ
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門

行
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手
続
き
の
電
子
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に
よ
る
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民
サ
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の
向
上
、
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内
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
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を
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た
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山
村
留
学
制
度
で
都
市
と
の

交
流
の
輪
広
げ
る

緑
の
広
大
な
大
地
の
中
を
走
る
広
々
と

し
た
道
路
。
普
段
な
ら
歩
く
人
な
ど
見
る

こ
と
が
な
い
こ
の
道
に
、
下
校
の
ベ
ル
が

鳴
る
と
同
時
に
、
に
ぎ
や
か
な
子
供
た
ち

の
元
気
な
戸
が
響
き
わ
た
る
。
豊
寒
別
地

区
の
集
落
が
繁
華
街
に
変
わ
る
一
瞬
だ
。

全
校
児
童
十
六
人
の
元
気
な
声
が
こ
だ

ま
す
る
光
景
に
、
道
端
で
酪
農
経
営
を
営

む
T
さ
ん
は
「
瞬
間
で
は
あ
る
が
、
こ
の

時
、
集
落
は
生
き
て
い
る
と
感
じ
る
」
と

目
を
細
め
る
。

集
落
の
人
々
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て

き
た
十
四
人
の
山
村
留
学
生
を
、
生
ま
れ

た
時
か
ら
接
し
て
き
た
か
の
よ
う
に
晃
詰

め
、
子
供
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
百
人
を
超
え
る
児
童
が
在

籍
し
て
い
た
小
学
校
が
、
離
農
な
ど
に
よ

っ
て
急
速
に
過
疎
化
が
進
み
、
小
学
校
の

会
長

小
川
文
夫

• 

村存
留続
学が
制危き
度慎ぐ
のさ
取れ
りた
組時
みに
だ始
つめ
たた
。の

が
山

、

一
家
で
移
住
に
は
宅
地
ノ

r
二
百
坪
を
無
償
提
供

、

集
落
の
人
々
は
、
開
拓
以
来
学
校
が
住

民
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
し

て
き
た
こ
と
は
皆
知

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

「
学
校
を
維
持
発
展

さ
せ
る
た
め
に
子
供

を
集
め
る
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
「
地
域

活
性
化
の
た
め
に
学

校
が
必
要
な
ん
だ
」

と
い
う
発
想
で
意
志

を
統

一。

集
落
の
中

に
た
く
さ
ん
住
ん
で

も
ら
う
方
策
と
し

て、

一
家
で
移
住
し

とすを 下の住宅う学交学 か上こた
なる保移し中宅地ちで流さこらげと人
っこ陣住てにをの四はをせれ九たでに
てとすにいガ建無世 J深、ま年。四は
いはる当るッ設償帯」め全で目留十宅
る重仕た 。チし提が 2て国延で学世地
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定住留学者の住宅建設地

活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の

一
つ
に
、
子

牛
の
無
償
進
呈
が
あ
る
。

一
世
帯
に

一
頭
の
子
午

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
酪

6 

農
家
で
飼
養
管
理
し
て
も
ら
い
な
が
ら
成

長
過
程
を
観
察
し
、
や
さ
し
さ
や
命
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

、

集
落
人
口
の
お
%
J

rを
留
学
者
占
め
る

、

留
学
生
募
集
活
動
で
東
京
や
大
阪
を
訪

れ
た
時
に
は
、
酪
農
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
小
学
校
を
訪
問
し
「
酪
農
の

出
前
授
業
」
を
行
う

先
生
役
を
務
め
た

り
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル

2004・4月号i誕誕測量b

を
使
っ
て
簡
単
に
作

れ
る
バ
タ

l
の
講
習

会
を
聞
く
な
ど
、
交

流
も
深
め
て
い
る
。

山
村
留
学
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
集

落
人
口
の
三
五
%
を

留
学
者
が
占
め
、
会
話
の
中
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
方
言
が
飛
び
出
る
。
全
国
の
人
と
の

新
し
い
出
会
い
は
、
集
落
の
生
活
に
変
化

を
も
た
ら
し
、
た
く
さ
ん
の
元
気
と
価
値

観
を
も
ら
い
な
が
ら
、
都
市
と
農
村
の
小

さ
な
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
さ
し
く
、
学
校
の
灯
は
と
も
り
続
け

地
域
は
息
づ
い
て
い
る
。
堂
々
と
し
た
構

え
で
立
つ
学
校
は
、
子
供
た
ち
の
学
び
舎

だ
け
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ま
ら
ず
、
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た
ち
の
人
づ
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献
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。
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集
落
の
人
々
は
、
開
拓
以
来
学
校
が
住

民
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
し

て
き
た
こ
と
は
皆
知

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

「
学
校
を
維
持
発
展

さ
せ
る
た
め
に
子
供

を
集
め
る
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
「
地
域

活
性
化
の
た
め
に
学

校
が
必
要
な
ん
だ
」

と
い
う
発
想
で
意
志

を
統

一。

集
落
の
中

に
た
く
さ
ん
住
ん
で

も
ら
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方
策
と
し

て、
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で
移
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定住留学者の住宅建設地

活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の

一
つ
に
、
子

牛
の
無
償
進
呈
が
あ
る
。

一
世
帯
に

一
頭
の
子
午

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
酪

6 

農
家
で
飼
養
管
理
し
て
も
ら
い
な
が
ら
成

長
過
程
を
観
察
し
、
や
さ
し
さ
や
命
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

、

集
落
人
口
の
お
%
J

rを
留
学
者
占
め
る

、

留
学
生
募
集
活
動
で
東
京
や
大
阪
を
訪

れ
た
時
に
は
、
酪
農
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
小
学
校
を
訪
問
し
「
酪
農
の

出
前
授
業
」
を
行
う

先
生
役
を
務
め
た

り
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル

2004・4月号i誕誕測量b

を
使
っ
て
簡
単
に
作

れ
る
バ
タ

l
の
講
習

会
を
聞
く
な
ど
、
交

流
も
深
め
て
い
る
。

山
村
留
学
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
集

落
人
口
の
三
五
%
を

留
学
者
が
占
め
、
会
話
の
中
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
方
言
が
飛
び
出
る
。
全
国
の
人
と
の

新
し
い
出
会
い
は
、
集
落
の
生
活
に
変
化

を
も
た
ら
し
、
た
く
さ
ん
の
元
気
と
価
値

観
を
も
ら
い
な
が
ら
、
都
市
と
農
村
の
小

さ
な
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
さ
し
く
、
学
校
の
灯
は
と
も
り
続
け

地
域
は
息
づ
い
て
い
る
。
堂
々
と
し
た
構

え
で
立
つ
学
校
は
、
子
供
た
ち
の
学
び
舎

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
人
た
ち
の
人
づ

く
り
や
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て

大阪市で行った酪農の出前侵業

い
る
。



環
境
保
全
に
向
け
市
民
が

自
発
的
に
生
ご
み
を
資
源
化

画面画面画面留置量置

• 恒
川
敏
江

理
事
長

活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

「
千
年
後
も
二
千
年
後
も
緑
豊
か
な
美

し
い
地
球
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」

|

|
こ
れ

が
「
N
P
O緑
の
会
」
の
合
言
葉
で
あ
る
。

平
成
六
年
、
今
の
ま
ま
の
生
活
で
地
球

は
本
当
に
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
?
環

境
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ
て

い
た
時
、

E
M
(有
用
微
生
物
群
)
を
利

用
し
た
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
合
っ

た
。
焼
却
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
有
害
物
の
減
量

に
加
え
、
土
も
水
も
空
気
も
良
く
な
る
こ

と
を
知
り
、
友
人
数
人
と
始
め
た
。
同
時

に
、
家
庭
で
生
ご
み
処
理
が

で
き
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま

い
の
人
の
た
め
に
、
生
ご
み

の
回
収
が
必
要
な
こ
と
が
分

か
り
、
造
園
業
を
営
む
主
人

の
協
力
も
得
て
、
回
収
・
堆

肥
化
に
取
り
組
み
、
「

E
M

緑
の
会
」
を
設
立
、
徐
々
に

、

市
の
循
環
型
社
会
構

ノ

r築
の
モ
デ
ル
事
業
に

、

環
境
事
業
団
、
ガ
ン
バ
レ

N
P
O
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
、

回
収
の
協
力
世
帯
を
拡
大
し
、
平
成
十
二

年
に
は
二
百
四
十
世
帯
に
な
っ
た
。
そ
の

こ
ろ
、
市
の
指
導
を
得
て
N
P
O法
人
の

認
証
を
受
け
、
翌
十
三
年
、
市
の
循
環
型

社
会
構
築
へ
の
施
策
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
同
十
四
年

一
月
か
ら

実
際
に
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

取
手
市
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業
の

概
要
は
、
事
業
主
体
は
取
手
市
、
事
業
規

模
は
目
標
が

一
千
世
帯
(
実
施
八
百
三
十

世
帯
、

二
月
現
在
)
、
期
間
は
五
年
間

(
平
成
十
三
1
十
七
年
度
)
。
運
営
は

N
P

O
緑
の
会
。
モ
ニ
タ
ー
へ
の
無
償
配
布
は

台
所
密
閉
容
器
、

E
M
ボ
カ
シ
、
排
出
用

生
分
解
袋
。
事
業
に
必
要
な
主
な
設
備
・

車
両
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
、
生
ご
み
粉
砕
機
、
か

く
は
ん
機
、
堆
肥
振
る
い

機、

一
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
、

ホ
ー
ク
リ
フ
ト
、
メ
ッ
シ

ュ
パ
レ
ッ
ト
な
ど
。

方
法
と
し
て
は
、
台
所

で
密
閉
容
器
に
生
ご
み
を

入
れ
、

E
M
ボ
カ
シ
処
理

を
し
た
も
の
を
週

一
回、

生
分
解
の
袋
に
入
れ
回
収

用
ベ

l
ル
に
排
出
。
そ
れ
を
回
収
・
運
搬

し
て
堆
肥
場
で
粉
砕
、
副
資
材
を
加
え
水

分
調
整
し
て
か
く
は
ん
、

メ
ッ
シ
ュ
パ
レ
ッ
ト
に

詰
め
て
積
み
上
げ
、
約
三

カ
月
間
、
静
置
発
酵
す

る
。
で
き
た
堆
肥
は
、
試

験
農
園
(
栽
培
試
験
)
用
、

そ
の
他
モ
ニ
タ
ー
な
ど

に
配
布
し
て
い
る
。

(上より)回収容器、積み上げ発酵、
出来上がり縫肥

、

経
済
的
な
推
肥
化
シ

J

r
ス
テ
ム
を
確
立

、

事
業
は
、
市
立
知
的
障
害
者
施
設
「
つ

つ
じ
園
」

(
E
M
ボ
カ
シ
の
製
造
)
と
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
(
回
収
、
堆
肥
化

の
人
力
担
当
)
、
さ
ら
に

N
P
O
緑
の
会

(
指
導
、
ま
と
め
)
の
三
者
が
協
働
し
な

が
ら
、
運
営
し
て
い
る
。

堆
肥
と
舌
ヲ
ん
ば
、
発
酵
さ
せ
る
た
め
に

‘
 
.. 司A
J

か
き
混
ぜ
る
「
切
り
返

圃
・
胃

!
?
一

し
」
が
付
き
物
だ
が
、

-
咽

v

・一
自
然
と
E
M
の
力
を
利

二
副
圃
圃
h
・
a-m一
用
し
、
使
用
エ
ネ
ル
ギ

ナμ
峰

議

一

l
と
人
力
を
最
小
限
に

判

並

.

醇

一
抑
え
る
な
ど
、
経
済
的

削
凡

抗

日

一
な
堆
肥
化
シ
ス
テ
ム
と

明
司
司
刈
V
一
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴

E
m酔
臥
B
勝

一
だ
。
ど
ん
な
場
所
に
も

臨

晶

一

-
一
応
用
可
能
な
、
既
製
品

ta明
曲
・
圃
じ

機
器
を
組
み
合
わ
せ
た

小
規
模
堆
肥
プ
ラ
ン
ト
を
開
発
し
、
に
お

い
と
ハ
エ
の
問
題
を
解
決
、
良
質
な
堆
肥

を
作
っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
モ
デ
ル
事
業

後
、
い
か
に
生
ご
み
資
源
化
を
全
市
に
進

展
さ
せ
て
い
け
る
か
で
あ
る
。
市
民
の
理

解
を
得
る
た
め
の
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
会
員
や
市
の
担
当
者
と
い
ろ
い
ろ
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
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地
域
と
結
び
支
え
合
う

福
祉
活
動
の
担
い
手

十
数
年
前
、
主
婦
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
コ
ス
モ
ス

の
家
」
は
、

一
九
九
九
年
に
介
護
保
険
施

行
を
受
け
て
「
N
P
O法
人
秋
桜
舎
」
と

な
っ
た
。
現
在
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
、
訪
問
介

護
、
通
所
介
護
、
夕
食
宅
配
、
宮
前
コ
ス

モ
ス
の
家
へ
の
ミ
ニ
デ
l
サ
ー
ビ
ス
、
有

馬
コ
ス
モ
ス
の
家
へ
の
デ
l
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
が
、
設
立
当
時
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
貫
き
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
地
域
活
動
を
続

け
て
い
る
。

、

高
齢
者
な
ど
が
憩
う

J

f
「
コ
ス
モ
ス
の
家
」

、

「
コ
ス
モ
ス
の
家
」
は
、

川
崎
市
多
摩

区
三
田
町
、
人
口
約

一
万
弱
の
閑
静
な
住

宅
地
の
中
に
あ
る
。
コ
ス
モ
ス
の
家
が
で

き
た
き
っ
か
け
は
、
団
地
に
住
む

一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
「
一
番
怖
い
の
は
孤
独

• 渡
辺
ひ
ろ
み

理
事
長

で
す
。
気
軽
に
話
が
で
き
る
所
が
あ
っ
た

ら
」
と
い
う
切
実
な
願
い
に
触
れ
た
こ
と

か
ら
で
あ
る
。
団
地
の
集
会
所
の
和
室
か

ら
始
ま
り
、
現
在
の
事
業
所
ま
で
、
五
回

の
転
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

今
、
全
国
で
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
作

ろ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る

が
、
介
護
保
険
制
度
に
と
ら
わ
れ
な
い

「
コ
ス
モ
ス
の
家
」
は
、
人
口

一
万
弱
の

小
学
校
区
を
エ
リ
ア
に
、
高
齢
者
の
自
主

性

を

尊

重

し

た

「
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
」
「
介

護
の
社
会
化
」
を

目
指
し
て
い
る
。

二
O

O
二
年
か

ら
多
摩
区
で
も
地

域
福
祉
計
画
づ
く

り
が
ス
タ
ー
ト
し
、

コ
ス
モ
ス
の
家
で

は
こ
れ
に
先
駆
け

て
独
自
の
調
査
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
坂
が
多
く
、
車
い

す
も
使
え
な
い
場
所
だ
が
「
そ
れ
で
も
住

み
続
け
た
い
」
と
い
う
回
答
が
九
四
%
と

い
う
高
い
数
字
と
な
っ
た
。
ま
た
、
「
近
所

付
き
合
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」
「
定
年
退

職
し
て
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
が
、
場
が

な
い
」
と
い
う
意
見
が
三

O
%
も
あ
っ
た
。

、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

J

r地
燭
づ
く
り
が
目
標
、

調
査
の
結
果
、
介
護
保
険
の
枠
を
超
え

て
元
気
な
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
生
き
が

い
が
持
て
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
、
「
三
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
。
こ
こ
は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、

誰
で
も
利
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
も
活
用
で
き
る
場
と
な
っ
て
い

る
。
「
三
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

朗
読
の
会
や
ミ
ニ
喫
茶
宿
、
昼
食
会
、
ヶ

空き底舗を活用した三田ふれあいセンター

8 

ー
キ
を
焼
く
会
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
地
域
活

動
に
参
加
し
た
い
と
い

う
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
リ

ア
を
持
つ
定
年
退
職
者

や
地
域
の
主
婦
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
ま
た
、
区

役
所
や
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
在
宅
支
援
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
、
「
め
だ

か
の
地
域
大
学
」
を
開
校
。
生
涯
学
習
や

社
会
教
育
活
動
、
健
康
づ
く
り
な
ど
、
身

近
な
テ
l
マ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
福
祉
の
文
化
・
土
壌
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
地
域
の
中
に

結
び
付
き
、
支
え
合
い
が
育
ち
、
地
域
社

会
の
暮
ら
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出

し
て
い
く
。
「
コ
ス
モ
ス
の
家
」
は
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
担
い
手
と
し
て
今
後
も

地
域
の
福
祉
活
動
を
続
け
て
い
く
。

「
コ
ス
モ
ス
の
家
」
は
行
政
に
対
し
て

も

『
や
っ
て
く
れ
な
い
』
で
は
な
く
、

『し
っ
か
り
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」

と
要
望
し
続
け
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
町
に
住
む
地
域
住
民
が
主
役

で
あ
り
、
制
度
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
縛
ら
れ

な
い
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
た
い
。
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若い人も参加のケーキを焼く会
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若い人も参加のケーキを焼く会



新

見

ほ

の

ぼ

の

住

宅

研

究

会

一

岡

山

県

新

見

市

地
域
が
支
え
合
う
"
ほ
の
ぼ
の
“

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

園置匡霊- 圏 置置&蓋置

「
老
後
の
生
活
の
場
を
現
在
の
住
宅
と

し
た
い
」
が
七
七
・

一
%
|
|新
見
ほ
の

ぼ
の
住
宅
研
究
会
が
地
域
住
民
を
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
あ
る
。

研
究
会
設
立
の
き
っ
か
け
は
、
「
人
に

や
さ
し
い
住
宅
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
終
了
後
の
座
談
会
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
縁
の
な
か
っ
た
建
築
部
門
の
団
体

と
保
健
・
福
祉
部
門
の
団
体
が
、
住
宅
改

善
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
と
多

く
の
発
見
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

「
手
す
り
を
付
け
た
い
が
、
こ
の
壁
に

取
り
付
け
ら
れ
る
の
か
」
「
技
術
は
あ
る

が
、
利
用
し
や
す
い
改
修
と
は
ど
ん
な
も

の
な
の
か
」

|
|お
互
い
が
情
報
交
換
を

重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
平
成
人
年
七
月
に

自
然
発
生
的
に
「
新
見
ほ
の
ぼ
の
住
宅
研

究
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

I
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

• 安
達
悦
久

事
務
局
長

ー
、
理
学
療
法
士
、
医
師
、
建
築
士
、
公

務
員
な
ど
幅
広
い
職
業
で
仲
間
同
士
の
輪

を
広
げ
て
い
き
、
職
域
あ
る
い
は
職
能
に

と
ら
わ
れ
ず
、
住
宅
改
善
と
い
う

一
つ
の

目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
研

究
会
は
、
息
の
長
い
活
動
と
な
る
よ
う
、

設
立
当
初
か
ら
研
究
会
に
会
長
職
を
置
い

て
い
な
い
の
が
特
徴
だ
が
、
会
則
に
よ
っ

て
年
輩
者
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
い
る
。

ト----"'-'

J 
住宅改善の一例。勝手口の段差解消のため、階
段手すりを取り付ける

、
独
自
の
「
カ
ル
テ
」
を

J

r作
成
し
会
員
が
検
証

、

研
究
会
の
活
動
は
、
ヘ
ル
パ

l
・
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が
訪
問
し
た
際
に
、

自
宅
で
生
活
す
る
上
で
困
っ
て
い
る
人
か

ら
の
相
談
を
受
け
る
。
そ
の
際
、
研
究
会

独
自
の
「
カ
ル
テ
」
を
作
成
す
る
。
家
族

構
成
、
障
害
の
あ
る
部
位
、
普
段
の
生
活

パ
タ
ー
ン
、
住
宅
改
善
に
必
要
な
費
用
や

経
済
状
況
な
ど
を
記
入
す
る
。
そ
の
「
カ

ル
テ
」
を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
月
例

会
で
報
告
し
、
会
員
で
検
証
を
行
う
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
改
善
に
決
ま
っ
た
答
え
は
な
く
、

相
談
者
の
事
情
に
よ
っ
て
対
応
も
変
わ

る
。
工
務
屈
を
紹
介
し
大
規
模
な
改
修
を

行
っ
た
例
も
あ
れ
ば
、
材
料
費
だ
け
で
施

工
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
応
し
た
例
も
あ 牽いす乗車体験セミナー。ほかに補装具による シニア体験

を実施

る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を

一
つ
置

く
こ
と
に
よ
り
改
善
さ
れ
た
事
例
も
あ

っ
た
。

、

「
あ
り
が
と
う
」
の

J

r
一
一
一
置
が
原
動
力
に

、

活
動
範
囲
の
新
見
市
お
よ
び
阿
哲
郡
四

町
(
大
佐
、
神
郷
、
哲
多
、
哲
西
)
は
、

高
齢
化
の
進
む
中
山
間
部
の
狭
い
ま
ち
で

あ
る
が
、
た
い
て
い
の
場
合
、
相
談
者
と

会
員
が
何
ら
か
の
形
で
お
互
い
知
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
訪
問
し
た

際
に
は
、
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
。
そ
し

て
、
「
住
み
や
す
さ
」
と
同
時
に
「
安
心
」

を
置
い
て
帰
る
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
の

一
言
が
、
研

究
会
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

き
た
ん

二
十
代
1
六
十
代
の
会
員
が
忌
聞
の
な

い
議
論
を
し
、
相
談
者
に
合
っ
た
住
宅
改

善
の

「組
み
合
わ
せ
」
を
採
り
、
住
み
や

す
さ
の
「
答
え
」
を
見
つ
け
る
。
た
ま
に

は
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
の
議
論
と
な

る
こ
と
も
あ
る
。

住
宅
改
善
へ
の
相
談
・
助
言
は
、
地
域

と
付
き
合
っ
て
い
く
「
切
り
口
」
に
す
ぎ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
み
ん
な
の
技
術
や

知
識
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
が

顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
話
し
合
い
、
支
え
合

っ
て
暮
ら
し
て
い
く
「
ほ
の
ぼ
の
」
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も

多
く
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ij地誕浪。2004・4月号9 

新

見

ほ

の

ぼ

の

住

宅

研

究

会

一

岡

山

県

新

見

市

地
域
が
支
え
合
う
"
ほ
の
ぼ
の
“

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

園置匡霊- 圏 置置&蓋置

「
老
後
の
生
活
の
場
を
現
在
の
住
宅
と

し
た
い
」
が
七
七
・

一
%
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の
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住
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ア
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。
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、
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ウ
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た
。
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築
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保
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体
が
、
住
宅
改
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に
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い
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多
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の
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浮
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。
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付
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付
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|
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。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

I
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

• 安
達
悦
久

事
務
局
長

ー
、
理
学
療
法
士
、
医
師
、
建
築
士
、
公

務
員
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ど
幅
広
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職
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仲
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同
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、
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住
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善
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か
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取
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が
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則
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よ
っ
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輩
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リ
ー
ダ
ー
と
し
て
い
る
。
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J 
住宅改善の一例。勝手口の段差解消のため、階
段手すりを取り付ける

、
独
自
の
「
カ
ル
テ
」
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J

r作
成
し
会
員
が
検
証

、

研
究
会
の
活
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は
、
ヘ
ル
パ

l
・
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
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な
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が
訪
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し
た
際
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。
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独
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。
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検
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。
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介
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ボ
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た
。
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J

r
一
一
一
置
が
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範
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西
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狭
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。
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迎
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。
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。
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が
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と
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を
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て
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し
合
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、
支
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合
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暮
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献
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ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
で
地
域
愛
着

を
深
め
交
流
を
推
進

N
P
O
法
人
沖
縄
O
・C
・E
-
A
・N
・の

正
式
名
称
は
「
O
同
盟
一
一
〉
詞
〉
。
2
同ロ

(
U
E
z
z
h
F
開
ロ
ヱ
円
。
ロ
B
O
E
KF
2
Eロ

Z
2
4司
。
昇
」
と
言
っ
て
、
沖
縄
の
海
を
基

本
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
、
海
を
テ

l
マ
に

海
外
交
流
・
地
域
間
交
流
を
通
し
た
文

化
・
環
境
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
未

来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
地
球
的
な
視
野

で
物
事
を
考
え
る
力
、
具
体
的
に
行
動
す

る
力
、
自
分
を
律
す
る
力
を
育
み
、
地
域

や
地
元
の
海
へ
の
愛
着
を
深
め
、
大
事
に

し
て
い
く
気
持
ち
を
持
ち
、
行
動
に
移
し

て
い
く
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

、

海
岸
の
ご
み
拾
い
が

J

r活
動
の
原
点

、

こ
の
活
動
は
十
二
年
前
、
沖
縄
県
恩
納

村
で
現
沖
縄

O
・C
・E
-
A
・N
・
理
事
長
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ク
・
サ
ン
チ
エ

• 平
井
和
也

事
務
局
長

ス
と
副
理
事
長
ケ
ネ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・

イ
l
マ
ン
の
出
会
い
に
始
ま
る
。
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
場
所
と
も
な
っ
た
美
し
い
沖
縄

の
海
が
、
現
実
は
ご
み
に
埋
も
れ
た
惨
た

ん
た
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
憂
い
、
そ
れ

ぞ
れ
が
恩
納
村
の
海
岸
で

一
人
ご
み
拾
い

を
し
て
い
た
。
こ
の
出
会
い
に
多
和
田
栄

作
が
加
わ
り
、
沖
縄
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ク
リ
ー
ン
ピ

l
チ
ク
ラ
ブ

(
O
I
C
B

C
)
と
い
う
活
動
グ
ル
ー
プ
が
動
き
だ
し

た
。
以
来
、
毎
年
三
月
か
ら
十

一
月
の
九

カ
月
の
毎
月

一
日
(
現
在
は
第
三
日
曜

日
)
、
沖
縄
の
ど
こ
か
の
海
岸
で
ク
リ
ー

ン
ピ

l
チ
を
続
け
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
海
岸
の
ご
み
は
減
る
ど
こ
ろ

か
ど
ん
ど
ん
増
え
、
悲
し
く
空
し
く
な
る

ば
か
り
だ
。
対
症
療
法
的
清
掃
で
は
こ
の

問
題
は
解
決
さ
れ
ず
、
お
そ
ら
く
社
会
そ

の
も
の
の
何
か
を
変
え
る
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
始
め
た
。
教
育
と

つ
な
が
り
を
持
ち
、
子
供
た
ち
も
含
め
て

い
ろ
い
ろ
な
人
に
意
識
を
し
て
も
ら
う
活

動
と
し
な
け
れ
ば
と
の
思
い
に
立
ち
、
ク

リ
ー
ン
ピ

l
チ
の
活
動
が
環
境
教
育
に
つ

な
が
る
企
画
、
ま
た
地
元
の
海
の
状
況
を

客
観
的
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
力
を
付
け

る
企
画
を
実
践
す
る
た
め
の
活
動
体
と
し

て、

N
P
O
法
人
沖
縄
O
・C
・E
-
A
・N
・

に
展
開
・
発
展
し
て
い
っ
た
の
だ
。

活
動
を
し
て
い
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
海
が
好
き
で
、
美
し
い
ま
ま
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
結
果
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
す

な
わ
ち
思
い
と
行
動
が

一
致
し
て
い
な
い

10 

の
だ
ろ
う
。
行
動
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

ま
ず
は
海
岸
清
掃
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

そ
こ
か
ら
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
歩
目
や
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

そ
の
も
の
を
見
直
す
三
歩
目
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
し
て
ご
み

が
増
え
続
け
る
社
会
の
何
か
が
変
わ
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。

、

海
を
テ
l
マ
に
し
た

ノ

r子
供
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
環
境

に
対
し
て
よ
り
強
い
意
識
を
持
ち
、
保
全

す
る
行
動
力
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
考
え
か
ら
進
め
た
の
が
、
海
を
テ

l
マ

と
し
た
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

自
分
の
住
む
場
所
の
海
と
ほ
か
の
海
と
の

違
い
を
知
り
、
視
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

白
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
認
識

し
て
、
行
動
す
る
力
に
つ
な
げ
る
。
そ
ん

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
積
み
重
ね
が
、
ご

み
が
な
く
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信
じ

て
、
今
後
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
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熟
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薄
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目
や
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

そ
の
も
の
を
見
直
す
三
歩
目
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
し
て
ご
み

が
増
え
続
け
る
社
会
の
何
か
が
変
わ
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。

、

海
を
テ
l
マ
に
し
た

ノ

r子
供
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
環
境

に
対
し
て
よ
り
強
い
意
識
を
持
ち
、
保
全

す
る
行
動
力
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
考
え
か
ら
進
め
た
の
が
、
海
を
テ

l
マ

と
し
た
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

自
分
の
住
む
場
所
の
海
と
ほ
か
の
海
と
の

違
い
を
知
り
、
視
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

白
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
認
識

し
て
、
行
動
す
る
力
に
つ
な
げ
る
。
そ
ん

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
積
み
重
ね
が
、
ご

み
が
な
く
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信
じ

て
、
今
後
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
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子供たちがウミガメの産卵を学ぶ

ま
だ
ま
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
未
熟
で
あ

り
、
学
校
現
場
と
の
関
係
も
薄
く
、
参
加

す
る
子
供
た
ち
も
限
ら
れ
る
こ
と
に
課
題

を
残
し
て
い
る
。
地
域
活
動
と
し
て
の
推

進
力
不
足
も
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
強
い
意
志
を
持
っ
て

進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。



市
民
が
主
役
の
人
と
自
然
が

共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

園理冨冨冨霊園置置ZE塁翠

東
京
都
心
か
ら
甲
州
街
道
を
西
に
向
か

い
、
多
摩
川
を
渡
っ
て
日
野
市
に
入
る
と
、

富
士
山
や
丹
沢
の
山
々
が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。
市
内
に
は
多
摩
丘
陵
、
日
野
台

地
、
沖
積
低
地
が
あ
る
な
ど
、
変
化
に
富

ん
だ
地
形
・
地
質
を
有
し
、
身
近
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
日
野
市
は
も
と

も
と
市
民
活
動
が
盛
ん
で
、
環
境
関
連
で

は
、
昭
和
四
十
年
代
に
市
民
団
体
と
行
政

と
の
緩
や
か
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
始

ま
っ
て
お
り
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
が
進
ん
で
い
る
。

、

有
権
者
の
直
接
請
求
で

J

r環
境
基
本
条
例
を
制
定

、

平
成
七
年
、
有
権
者

一
万
六
千
筆
を
超

え
る
直
接
請
求
に
よ
り
、
日
野
市
環
境
基

本
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
身
近
な
環

境
を
守
ろ
う
と
の
熱
い
思
い
の
込
め
ら
れ

た
条
例
に
基
づ
い
た
環
境
基
本
計
画
の
策

• 馬
場
弘
融

市
長

定
に
お
い
て
は
、
「
市
民
と
つ
く
っ
た
条

例
に
基
づ
く
計
画
だ
か
ら
、
市
民
が
主
役

で
計
画
を
つ
く
る
の
は
当
然
。
生
半
可
な

市
民
参
加
で
は
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
緊

張
感
が
市
民
、
職
員
の
双
方
に
あ
っ
た
。4 

日野いいプラン2010ワーキングチ ム発足。200人を超える市民
参画のため公園での青空会議となった

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
募
市
民
百
九

人
と
公
募
職
員
十
六
人
か
ら
な
る
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
l
ム
が
中
心
と
な
っ
て
、
「
大
気
」

「
水
」
「
緑
」
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
「
く
ら
し
」

の
五
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
主

運
営
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
白
紙
の
段
階
か

ら
の
市
民
参
画
は
、
誰
も
が
初
め
て
の
体

験
で
あ
り
、
手
探
り
で
作
業
を
進
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
当
時
の
状

況
で
あ
る
。

自
分
た
ち
の
力
で
つ
く
り
上
げ
た
い
と

い
う
市
民
の
強
い
思
い
は
、
行
政
で
考
え

て
い
た
成
果
を
は
る
か
に
超
え
る
計
画
を

つ
く
り
上
げ
た
。
平
成
十
六
年
は
策
定
五

年
目
の
中
間
見
直
し
に
当
た
り
、
計
画
策

定
に
携
わ
っ
た
市
民
と
共
に
初
心
に
戻
っ

て
、
方
向
性
や
方
法
な
ど
の
検
討
を
続
け

て
い
る
。

こ
の
環
境
基
本
計
画
策
定
を
契
機
に
、

日
野
市
で
は
「
市
民
が
参
画
し
な
い
行
政

計
画
は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
考
え
が
定

着
し
た
。

環
境
基
本
計
画
策
定
以
前
に
も
、
市
民

の
描
い
た

一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
の
提
案
が
、

大
勢
の
人
に
支
え
ら
れ
て
実
現
し
た
事
例

も
あ
る
。
市
内
を
流
れ
る

一
級
河
川
、
浅

川
と
程
久
保
川
合
流
点
の
護
岸
を
壊
し
て

水
を
引
き
込
み
、
ワ
ン
ド
(
多
様
な
生
き

す

物
が
棲
み
や
す
い
環
境
)
が
つ
く
ら
れ
た
。

一
級
河
川
を
曲
げ
て
の
整
備
を
行
っ
た
の

は
囲
内
で
初
の
試
み
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
野
市
の
環
境
は
、
身
近

な
自
然
環
境
を
守
る
市
民
の
日
々
の
活
動

に
支
え
ら
れ
て
、
進
ん
で
き
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

、

市
独
自
の
ま
ち
。つ
く
り

J

r条
例
を
策
定
へ

、

市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
日
野
い
い
プ
ラ
ン

2
0
1
0
(
日

野
市
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
)
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
描
か
れ
た
日
野

市
の
将
来
都
市
像
の
実
現
化
に
向
け
、
身

近
な
自
然
環
境
の
保
全
を
中
心
に
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
。
全
国
で
初
め
て
農
業
を
市

の
基
幹
産
業
と
位
置
付
け
た
の
を
踏
ま
え

た
緑
や
農
地
の
保
全
、
景
観
の
保
全
や
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
土
地
利
用
、

市
民
参
画
の
手
続
き
な
ど
を
総
合
的
に
包

含
し
た
、
市
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

策
定
作
業
に
現
在
、
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

「
市
民
参
画
」
「
環
境
に
や
さ
し
い
」

「
経
営
感
覚
」
と
い
う
三
つ
の
基
本
、
な

ら
び
に
「
次
の
世
代
に
美
し
い
ふ
る
さ
と

を
渡
そ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

引
き
続
き
市
民
、
市
民
団
体
、
事
業
者
、

市
が

一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
活
気
や
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
い
き
い
き
の

ま
ち
」
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
。
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住
民
の
信
頼
踏
ま
-
え

ご
み
ゼ
口
の
循
環
社
会
目
指
す

川
辺
町
は
、
人
口
約

一
万
五
千
五
百
人
、

世
帯
数
約
六
千
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。

町
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
清
掃
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
、
翌
四
十
九
年
度
か
ら

一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
開
始
し
た
。
そ
の

後
、
廃
棄
物
が
年
々
増
え
続
け
て
き
た
た

め
、
焼
却
施
設
だ
け
で
処
理
で
き
な
く
な

り
、
最
終
処
分
場
で
頻
繁
に
野
焼
き
を
行

っ
て
き
た
。
一

方
で
は
国
の
指
導
に
よ
る

管
理
型
最
終
処
分
場
の
整
備
を
見
送
り
、

近
く
の
谷
間
を
利
用
し
た
安
定
型
最
終
処

分
場
に
焼
却
灰
な
ど
を
埋
め
立
て
て
き
た
。

、

ご
み
情
報
を
住
民
に

ノ

r開
示
し
信
頼
を
確
立

、

し
か
し
、
環
境
汚
染
の
心
配
が
出
て
き

た
た
め
、
平
成
九
年
度
か
ら
行
政
責
任
と

し
て
、
埋
め
立
て
処
分
し
て
き
た
焼
却
灰

を
宮
崎
県
の
管
理
型
最
終
処
分
場
へ
搬
出

す
る
と
と
も
に
、
野
焼
き
や
埋
め
立
て
を

企
画
商
工
課
長

• 亀
甲
俊
博

全
面
禁
止
し
た
。
ま
だ
国
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
に
対
す
る
環
境
基
準
が
な
い
中
で
、
最

終
処
分
場
の
浸
出
水
と
長
年
埋
め
立
て
て

き
た
焼
却
灰
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
調
査
を
行
い
、
結
果
は
す
べ
て
住
民

に
公
表
し
た
。

そ
し
て
、
ご
み
の
適
正
処
理
を
行
う
た

め
に
、
情
報
を
す
べ
て
開
示
し
、
住
民
に

あ
る
が
ま
ま
の
姿
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
住
民
と
と
も

に
対
等
に
処
理
方
法

に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
き
た
。

ご
み
に
関
す
る
情

報
を
徹
底
し
て
住
民

に
提
供
し
た
こ
と
が

住
民
の
信
頼
回
復
に

つ
な
が
り
、
同
十
年

十
月
、
こ
れ
を
評
価

し
た
摂
南
大
学
の
宮
田
教
授
か
ら

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
無
害
化
実
証
実

験
の
計
画
打
診
が
あ
っ
た
。
町
で

は
、
住
民
や
議
会
に
説
明
し
理
解

が
得
ら
れ
た
の
で
、
実
験
の
受
け

入
れ
を
決
め
た
。

、

圏
内
初
の
ダ
イ
オ
キ
J

rシ
ン
類
無
害
化
実
験
、

実
験
は
、
産
官
学
共
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
り
行
わ
れ
、
常
温
、

常
圧
で
化
学
反
応
を
使
っ
た
処
理

方
法
と
し
て
同
十
三
年
度
に
囲
内
で
初
め

て
成
功
し
、
環
境
省
か
ら
補
助
事
業
と
し

て
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
十
四
年
度
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
無
害
化
施
設
を
建
設

し
、
焼
却
灰
の
処
理
が
始
ま
っ
た
。

無
害
化
し
た
後
の
焼
却
灰
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
も
企
業
に
協
力
を
お
願
い

し
、
産
官
学
共
同
で
レ
ン
ガ
を
作
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
県
内
で
低
コ
ス
ト
、
無
公

害
化
の
資
材
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。

町
は
、
環
境
へ
の
負

荷
を
少
な
く
す
る
た
め

に
、
「
燃
や
さ
な
い
、

埋
め
立
て
な
い
」
を
基

本
に
ご
み
ゼ
ロ
の
循
環

型
社
会
を
目
指
し
て
、

十
九
種
類
の
分
別
収
集

を
行
っ
て
い
る
。
資
源

地域でのごみの分別

12 

ご
み
は
、
住
民

が
直
接
分
別
し

て
コ
ン
テ
ナ
に

排
出
す
る
方
法

を
取
っ
て
お
り
、

地
域
ぐ
る
み
で

完
全
に
分
別
さ

川
れ
る
た
め
、
分

恥
別
収
集
さ
れ
た

鞘
ご
み
に
町
が
手

産県
を
加
え
る
必
要

は
な
い
。
収
集
運
搬
は
、
障
害
者
に
社
会

復
帰
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
精
神
障
害

者
通
所
授
産
施
設
に
お
願
い
し
て
い
る
。

、

不
燃
ご
み
の

J

r
9割
を
資
源
化

、

町
長
の
「
道
路

一
本
つ
く
る
よ
り
も
人

の
命
が
大
事
だ
」
と
い
う
言
葉
は
、
町
民

に

「ご
み
問
題
、
環
境
問
題
は
命
に
か
か

わ
る
問
題
」
と
い
う
意
識
の
変
革
を
も
た

ら
し
て
き
た
。
町
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

無
害
化
の
成
功
や
焼
却
灰
の
資
源
化
の
成

功
は
、
町
民
の
誇
り
と
な
っ
て
い
る
。

燃
や
す
ご
み
の
う
ち
約
四

O
%
が
資
源

化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
焼
却
日
が
減
っ
て

お
り
、
ま
た
不
燃
ご
み
に
つ
い
て
も
約
九

O
%
が
資
源
化
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
効
果

が
表
れ
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
生
ご
み

の
堆
肥
化
と
廃
食
用
油
の
資
源
化
を
進
め

る
計
画
で
あ
る
。
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踏
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。
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。
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に
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後
の
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も
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お
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し
、
産
官
学
共
同
で
レ
ン
ガ
を
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こ
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に
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。
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で
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、
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の
資
材
と
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て
活
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。

町
は
、
環
境
へ
の
負

荷
を
少
な
く
す
る
た
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に
、
「
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や
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な
い
、

埋
め
立
て
な
い
」
を
基

本
に
ご
み
ゼ
ロ
の
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型
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会
を
目
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十
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の
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集

を
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て
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る
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は
、
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し

て
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に
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出
す
る
方
法
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て
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り
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で

完
全
に
分
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さ

川
れ
る
た
め
、
分
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別
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さ
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た

鞘
ご
み
に
町
が
手

産県
を
加
え
る
必
要

は
な
い
。
収
集
運
搬
は
、
障
害
者
に
社
会

復
帰
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
精
神
障
害

者
通
所
授
産
施
設
に
お
願
い
し
て
い
る
。

、

不
燃
ご
み
の

J

r
9割
を
資
源
化

、

町
長
の
「
道
路

一
本
つ
く
る
よ
り
も
人

の
命
が
大
事
だ
」
と
い
う
言
葉
は
、
町
民

に

「ご
み
問
題
、
環
境
問
題
は
命
に
か
か

わ
る
問
題
」
と
い
う
意
識
の
変
革
を
も
た

ら
し
て
き
た
。
町
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

無
害
化
の
成
功
や
焼
却
灰
の
資
源
化
の
成

功
は
、
町
民
の
誇
り
と
な
っ
て
い
る
。

燃
や
す
ご
み
の
う
ち
約
四

O
%
が
資
源

化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
焼
却
日
が
減
っ
て

お
り
、
ま
た
不
燃
ご
み
に
つ
い
て
も
約
九

O
%
が
資
源
化
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
効
果

が
表
れ
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
生
ご
み

の
堆
肥
化
と
廃
食
用
油
の
資
源
化
を
進
め

る
計
画
で
あ
る
。
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野
生
植
物
を
活
用
し
た

環
境
整
備
で
地
域
振
興

E-匝置園面留置富置
屋
久
島
は
、
平
成
五
年
十
二
月
に
白
神

山
地
と
と
も
に
日
本
で
初
め
て
世
界
自
然

遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
島
の
中
心
に

は
九
州
最
高
峰
宮
之
浦
岳
を
は
じ
め
と
す

る
山
々
が
連
な
り
、
亜
熱
帯
か
ら
冷
温
帯

の
気
候
分
布
、
豊
富
で
清
ら
か
な
水
、
樹

齢
数
千
年
以
上
の
原
生
巨
木
群
な
ど
、
屋

久
島
田
有
の
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
。

上
屋
久
町
は
、
屋
久
島

の
北
半
分
と
島
の
北
西
部

の
口
永
良
部
島
か
ら
な

る
。
観
光
客
の
増
加
に
よ

り
、
産
業
構
造
は
第

一
次

産
業
か
ら
第
三
次
産
業
へ

と
大
き
く
変
化
し
た
も
の

の
、
昭
和
三
十
年
代
を
ピ

ー
ク
に
急
激
な
過
疎
化
が

進
ん
だ
。
離
島
・
地
方
と

い
っ
た
地
域
特
性
か
ら
、

町
長

• 矢
野
勝
己

所
得
水
準
は
低
く
、
高
齢
者
比
率
も
二

四
%
を
超
、
え
る
現
状
に
あ
る
。

、

森
林
文
化
創
造
に
向

J

rけ
た
林
地
活
用
計
画

、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
全
島
面
積
の

九
割
が
森
林
に
覆
わ
れ
、
そ
の
約
八
割
が

国
有
林
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

地
域
づ
く
り
の
面
で
思
い
切
っ
た
発
想
の

転
換
が
必
要
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
情
を
受

け
て
、
昭
和
六
十
二
年

か
ら
屋
久
島
の
持
つ
魅

力
と
、
自
然
環
境
の
豊

か
さ
を
理
解
し
、
人
と

自
然
が
豊
か
に
栄
え
る

地
域
計
画
づ
く
り
に
着

手
。
そ
し
て
平
成
二
年

に
「
森
・
水
・
人
の
ふ

れ
あ
い
を
基
調
と
し
た

森
林
文
化
の
創
造
」
を
基
本
理
念
と
し
た
、

上
屋
久
町
林
地
活
用
計
画
が
完
成
し
た
。

こ
の
計
画
の
理
念
は
、
鹿
児
島
県
の
総

合
基
本
計
画
に
お
け
る
屋
久
島
環
境
文
化

村
構
想
に
引
き
継
が
れ
、
屋
久
島
が
日
本

で
初
め
て
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
る
道
筋
と
な
っ
た
。

本
計
画
の
理
念
に
基
づ
く
地
域
振
興
を

図
る
た
め
、
国
有
林
地
に
近
接
す
る
宮
之

浦
川
上
流
域
に
、
今
回
表
彰
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
屋
久
島
総
合
自
然
公
園
整
備

事
業
を
計
画
し
た
。
計
画
の
内
容
は
、
ヤ

ク
シ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
は
じ
め
絶
滅
が
危

ぐ
さ
れ
る
貴
重
な
植
物
な
ど
、
屋
久
島
を

代
表
す
る
固
有

・
希
少
植
物
約
六
十
種

み

'し
ょ
-n

，

類
、
約
六
万
本
を
実
生
か
ら
育
成
す
る

保
護
増
殖
事
業
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
エ
リ
ア
で
は
、
体
験
的
な
環
境
学

習
は
も
と
よ
り
、
来
島
者
が
い
つ
で
も
屋

久
島
特
有
の
植
物
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い

る
。
増
殖
さ
れ
た
苗
木
を
商
用
化
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
地
場
産
品
が
確
立
さ
れ
る

と
と
も
に
、
山
岳
部
に
お
け
る
盗
掘
防
止
、

種
の
保
存
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
併
設
す
る
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公

岡
部
に
は
、
極
力
自
生
植
物
を
残
し
、
自

然
石
を
利
用
し
た
闇
路
、
イ
ベ
ン
ト
ス
テ

ー
ジ
な
ど
を
は
じ
め
、
宮
之
浦
川
に
親
し

む
ボ

l
ド
ウ
ォ

l
ク
を
整
備
し
、
年
間
を

通
じ
て
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
市
街
地
で
は
島
外
か
ら
の
訪
問

者
を
滞
留
さ
せ
る
空
間
の
創
出
と
し
て
、

自
然
景
観
に
配
慮
し
た
商
庖
街
の
修
景
整

備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
(
特
産
品
展

示
販
売
所
)
の
整
備
、
親
水
公
園
整
備
を

行
い
、
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
地
域
の
産

業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
商
庖

街
活
性
化
事
業
を
展
開
し
た
。

、
エコツ
l
リ
ズ
ム

J

r確
立
が
目
標
に

、

近
年
の
観
光
客
の
増
加
な
ど
に
よ
る
登

山
道
の
荒
廃
や
生
態
系
へ
影
響
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
の
環
境
保
護

に
対
す
る
意
識
の
低
下
が
目
立
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
屋
久
島
総
合
自
然
公
園
を
起

点
に
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
白
谷
雲

水
峡
や
縄
文
杉
へ
の
周
囲
ル

l
ト
と
し
て

期
待
さ
れ
る
石
積
工
法
で
整
備
し
た
屋
久

参
道
(
龍
神
杉
歩
道
)
、
そ
し
て
市
街
地

と
の
有
機
的
な
連
携
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
縄
文
杉
な
ど
の
集
中
観
光
か
ら
生
活
文

化
に
も
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
里
地
観

光
へ
の
分
散
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

さ
ら
に
屋
久
島
の
価
値
を
高
め
、
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
の
た
め
、
本
公

園
を
環
境
学
習
、
観
光
振
興
の
拠
点
と
し
、

地
域
全
体
が
連
携
し
た
屋
久
島
独
自
の
エ

コ
ツ

1
リ
ズ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
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し
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野
生
植
物
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活
用
し
た

環
境
整
備
で
地
域
振
興

E-匝置園面留置富置
屋
久
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は
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平
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世
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自
然
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れ
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。
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光
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へ
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き
く
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た
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の
、
昭
和
三
十
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代
を
ピ

ー
ク
に
急
激
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過
疎
化
が
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だ
。
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島
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と
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町
長

• 矢
野
勝
己
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準
は
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く
、
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者
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率
も
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四
%
を
超
、
え
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現
状
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あ
る
。

、

森
林
文
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J

rけ
た
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地
活
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計
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、
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よ
う
な
状
況
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中
、
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の

九
割
が
森
林
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れ
、
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約
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割
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国
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林
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な
っ
て
い
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現
状
を
踏
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地
域
づ
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の
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で
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切
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。
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し
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け
て
、
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と
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然
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を
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。
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と
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。
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な
っ
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近
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マ
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滅
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る
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ど
、
屋
久
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代
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す
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固
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・
希
少
植
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種

み

'し
ょ
-n

，

類
、
約
六
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。
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さ
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す
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。
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植
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。
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。
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懸
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縄
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携
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ど
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光
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ら
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活
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に
も
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こ
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が
で
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る
里
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の
分
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図
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必
要
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に
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商
屈
街
は
地
域
社
会
の

共
有
財
産

現
在
、
全
国
の
商
庖
街
の
大
半
は
非
常

に
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
地
域
社

会
の
顔
で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
だ
っ

た
商
庖
街
が
存
亡
の
危
機
に
立
っ
て
い
る

と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
私
ど
も
東

和
銀
座
商
庖
街
も
、
こ
の
例
外
で
は
な
い
。

し
か
し
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
商
庖
街
の

役
割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
地

域
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
、
お
祭
り
や

盆
踊
り
、
子
供
会
活
動
、

P
T
A
活
動
、

消
防
団
活
動
な
ど
に
、
物
心
両
面
か
ら
地

域
を
支
え
て
き
た
。
今
後

も
そ
の
役
割
は
変
る
こ
と

は
な
い
と
思
う
。

そ
う
し
た
時
、
「困
っ
た
、

困
っ
た
」
だ
け
で
行
動
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
私
た

ち
の
街
も
消
滅
す
る
恐
れ

が
あ
る
。
そ
れ
で
は
あ
ま

り
に
無
責
任
。
商
庖
の
た

め
の
商
庖
街
で
は
な
く
、

(昭
和
二
十
五
年
設
立
)

理
事
長

田
中
武
夫

• 

地
域
社
会
の
共
有
財
産
と
し
て
街
を
残
す

た
め
に
、
私
ど
も
は
行
動
を
起
こ
し
た
。

、
商
庖
主
が
ア
モ
l
ル
ノ

r卜
l
ワ
を
設
立

、

東
和
銀
座
商
底
街
振
興
組
合
と
し
て
、

ど
う
し
て
も
で
き
な
い
事
業
は
別
法
人
と

し
て
行
動
す
る
た
め
に
、
株
式
会
社

「
ア

モ
l
ル
ト

l
ワ
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
法

人
は
、
株
主
の
た
め
の
会
社
で
は
な
く
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
非
営
利
の
考
え
を
基
本
理
念
と
し
、

利
益
が
上
が
れ
ば
地

域
社
会
振
興
の
た
め

に
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。
そ
の

た
め
株
主
は
商
庖
会

員
に
限
定
し
、
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
と

い
う
理
念
を
理
解

し
、
合
意
し
た
商
庖

主
で
設
立
し
た
。

東和銀座商庖街

庖しをり出底宅てン法の r剛、 い地と乗ビ 対行断め前 業 こ参なzち3if官事罪主ろきZ地李 完窓会会 主美智撃た位尺Z会T委号
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地
産
地
消
に
よ
る
都
市
農
業

の
振
興

圃置置置車圏直面書置

日
野
市
は
、
東
京
の
都
心
か
ら
約
三
十

五
キ
ロ
西
に
位
置
す
る
、

人
口
十
七
万
人

超
の
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
。
北

に
多
摩
川
、
市
内
中
央
を
東
西
に
浅
川
が

流
れ
、
南
に
は
丘
陵
が
あ
り
、
か
つ
て
は

稲
作
が
盛
ん
で
、
東
京
の
米
ど
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、

都
市
化
が
進
み
、
農
地
が
次
々
と
住
宅
地

へ
と
変
ぼ
う
し
て
い
く
中
で
、
「
水
」
と

「
緑
」
の
保
全
、
都
市
農
業
の
特
性
を
活
か

し
た
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

、

二
十
一
年
前
に
地
元
野
菜

ノ

〆

を
学
校
鎗
食
に
導
入

、

二
十
一
年
前
の
昭
和
五
十
八
年
、
給
食

で
子
供
た
ち
が
野
菜
を
食
べ
な
く
な
っ
た

こ
と
に
悩
ん
で
い
た
市
内
の
栄
養
士
が
、

地
域
に
根
差
し
た
学
校
給
食
と
は
何
か
を

模
索
し
て
い
た
。
そ
の
時
に
農
家
か
ら
畑

が
荒
ら
さ
れ
た
と
の
苦
情
が
学
校
に
届
い

た
の
を
耳
に
し
、
子
供
た
ち
の
生
活
に
農

地
が
か
か
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い

• 伊
藤
義
男

会
長

た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
生
産
者
の
働
い
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
「
地
元
の
野
菜
」

を
使
っ
た
給
食
を
作
れ
ば
、
「
子
供
た
ち

は
野
菜
を
も
っ
と
大
切
に
考
え
、
残
さ
ず

に
食
べ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
考
え
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
元
農

家
が
協
力
し、

市
と
農
協
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
形
で
地
元
野
菜
の
学
校
給
食
へ
の

導
入
事
業
が
始
ま
っ
た
。

地元の畑でとれた野菜を使った学校給食

初
年
度
は
二
地
区
四
校
で
進
め
ら
れ
た

が
、
年
々
増
え
続
け
、
平
成
十
二
年
に
は

全
校
実
施
(
二
十
八
校
)
と
な
っ
た
。
そ

の
聞
に
は
、
学
校
へ
の
納
品
を
忘
れ
、
畑

ま
で
連
絡
が
き
た
こ
と

E

一

h
'

や
、
納
品
先
の
学
校
を
問

山
岨
.
駅
幽

違
え
て
納
め
て
し
ま
っ
た

川

la--

り
、
大
雪
で
車
が
使
え
ず

u
d
uM
M

に
何
度
か
に
分
け
、
歩
い

市
枇

E
E
E

て
納
品
し
た
こ
と
な
ど
が

J
社
.
.
 

，
 

あ
っ
た
。
だ
が
、
子
供
た

M
M
M品

ち
の
た
め
に
「
地
元
で
生

円
引
川
町
・
園

産
さ
れ
た
農
産
物
を
学
校

i
uH

給
食
に
活
用
す
る
」
と
い

劃

融

制

う
試
み
に
、
農
家
、
栄
養

F
〉
-
E
E

士
、
調
理
員
が
お
互
い
に

E
E温
圃
・
・

歩
み
寄
り
、
協
力
す
る
こ

l
J

・

と
で
、
こ
の
二
十

一
年
間

関

U
F
m
組

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

、

行
政
の
「
農
あ
る

ノ

〆

ま
ち
づ
く
り
」
支
援

、

ま
た
、
都
市
化
の
中
で
徐
々
に
農
の
あ

る
風
景
が
失
わ
れ
て
い
く
状
況
を
踏
ま

え
、
日
野
市
は
市
民
の
意
識
調
査
に
よ
り
、

農
業
の
存
続
希
望
な
ど
を
背
景
に
し
て
、

第
三
次
基
本
計
画
の
中
で
「
地
元
農
産
物

の
学
校
給
食
で
の
積
極
的
な
活
用
」
を

「
市
民
と
自
然
が
共
生
す
る
農
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
一
つ
に
位
置
付
け
た
。

さ
ら
に
今
年
度
策
定
さ
れ
た
日
野
市
ま

産て地携や大 lか供 豆 納圃圃E軍 旦-AA了守理主壬泊誼a・凶農進給ち
に、元る「き農ム hた腐品圃園匹長122fi..iJ園田園産」食づ
努積農者農な地を ちをし-極評記三三二二竺TTEz--物全でく
め極産に」課の結市に作て E・・・・Eご 3bP圃 霊
て旬物エに題減成民食りい・・・・・・-・Eうttp，rー← I司圃活業地マ
冶ドのネ対だ少しをべ 、そ地元農家の方との交流給食会 (日野市内の小学校にて) ー一ー用計元ス
く対利 Yレすがと、交て学 を画基タ
所応用ギる、農活えも校まゲでレ花レプ体総子農 え境り推と産 l
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農
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で
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働
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る
様
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に
考
え
、
残
さ
ず

に
食
べ
る
よ
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進
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平
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。
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は
、
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の
納
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を
忘
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、
畑
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連
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違
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し
ま
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、
大
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で
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に
何
度
か
に
分
け
、
歩
い
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枇
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納
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に
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城
下
町
の
歴
史
文
化
を

活
か
し
た
ま
ち
令
つ
く
り

村
上
で
三
月
に
行
わ
れ
る
「
町
屋
の
人

ぴ
よ
ろ
，
ぷ

形
さ
ま
巡
り
」
、
九
月
の
「
町
屋
の
扉
風

ま
つ
り
」
は
旧
町
人
町
の
町
屋
を
舞
台
に

し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
普
段
は
入
れ
な
い

古
い
町
屋
の
中
で
、
そ
の
家
に
伝
わ
る
人

形
さ
ま
や
扉
風
を
展
示
し
、
六
十
軒
ほ
ど

の
参
加
庖
が
無
料
で
公
開
す
る
と
い
う
、

画
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

ろ

庖
か
ら
続
く
通
り
土
問
を
進
む
と
囲
炉

裏
の
茶
の
聞
が
現
わ
れ
、
大
黒
柱
に
松
の

梁
、
仏
間
の
上
に
は
神
棚
で
、
少
し
薄
暗

い
こ
の
町
屋
に
入
る
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
よ
う
な
気
に
な
る
。
こ
の
生
活
の
空

間
で
、
春
に
は
人
形
さ
ま
、
秋
に
は
扉
風
を

展
示
す
る
の
だ
が
、
訪
れ
た
人
に
お
茶
を

出
し
た
り
、
説
明
を
す
る
家
の
人
と
の
温
か

い
触
れ
合
い
も
併
せ
て
評
判
を
高
め
た
。

年
々
見
学
客
が
増
え
、
十
万
人
を
超
す

人
が
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
、
村
上
は

お
祭
騒
ぎ
の
よ
う
に
に
ぎ
わ
う
。
大
型
庖

し
か
行
か
な
く
な
っ
た
地
元
の
人
も
町
の

中
を
歩
き
、
楽
し
そ
う
に
町
屋
を
巡
る
子

• 

会
長

• 吉
川
真
嗣

供
た
ち
の
姿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

訪
れ
る
人
に
イ
キ
イ
キ
と
説
明
す
る
お

年
寄
り
の
活
躍
ぶ
り
も
話
題
に
な
っ
た
。

経
済
効
果
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
市
民
が
地

域
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
も

得
が
た
い
喜
び
だ
っ
た
。

、

埋
も
れ
て
い
た

J

r遺
産
を
復
活

、

こ
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
背
景
に
は
、

城
下
町
村
上
の
危
機
的
な
状
況
が
あ
っ

た
。
平
成
九
年
、
旧
町
人
町
で
は
大
規
模

な
近
代
化
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
だ
。

近
代
化
が
当
然
と
い
う

当
時
の
風
潮
の
中
で

「
町
を
整
備
し
、
き
れ
い

に
す
る
こ
と
が
本
当
に

繁
栄
に
つ
な
が
る
の
か
」

と
の
疑
問
が
生
じ
た
。

全
国
の
町
を
見
て
歩

い
て
、
「
近
代
化
で
は
な

く
村
上
ら
し
い
独
自
の

個
性
を
活
か
し
て
こ
そ
、

村
上
は
元
気
に
な
る
」
と
の
確
信
が
芽
生

え
た
。
こ
の
よ
う
な
思
い
で
同
十
年
夏
、

町
に
新
し
い
風
を
吹
か
そ
う
と
村
上
町
屋

あ
主
ん
ど

商
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。

「
町
屋
こ
そ
村
上
の
個
性
で
あ
り
財
産

だ」
|
|
l
町
屋
の
公
開
を
テ

l
マ
に
商
人

会
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
同
十
二
年
か
ら

「
人
形
さ
ま
巡
り
」
が
、
十
三
年
か
ら
「
扉

風
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
「
町
屋
」
も

「
人
形
」
も
「
扉
風
」
も
市
民
の
意
識
に
は

無
か
っ
た
存
在
で
、

言
う
な
れ
ば
埋
も
れ

て
い
た
も
の
に
光
を
当
て
、
披
露
し
た
だ

け
の
催
し
だ
。

こ
の
成
功
は
「
壊
れ
い
く
城
下
町
」

「
寂
れ
い
く
商
庖
街
」
に
立
ち
向
か
っ
た
、

商
人
た
ち
の
知
恵
と
心
意
気
が
成
し
遂
げ

た
取
り
組
み
だ
っ
た
。

、

河
万
円
の
費
用
で

J

r
5億
円
の
経
済
効
果

、

商
庖
街
で
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
行
政
が
悪
い
、
大
型
庖
の

せ
い
だ
。
い
や
不
景
気
の
せ
い
だ
」

|
|
。

商
売
不
振
を
他
の
せ
い
に
す
る
商
庖
主
が

多
い
が
、
実
は
自
ら
が
創
意
工
夫
し
、
汗

を
か
き
、
必
死
の
努
力
を

す
る
こ
と
を
怠
り
、
闘
う

こ
と
を
放
棄
し
た
商
庖
主

に
こ
そ
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

商
人
会
の
取
り
組
み
は

「
我
が
町
は
市
民
自
ら
の

力
で
元
気
に
す
る
」
と
の

志
の
下
、
何
も
無
い
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
資
金

16 

は
ゼ
ロ
、
で
も
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
知
恵
を
絞
り
、
考
え
抜
い
た
。
そ

し
て
生
ま
れ
た
の
が
「
人
形
さ
ま
」
と

「
扉
風
ま
つ
り
」
だ
っ
た
。
費
用
は
そ
れ
ぞ

れ
わ
ず
か
三
十
五
万
円
(
マ
ッ
プ
三
十
万

円
、
雑
費
五
万
円
)
、
そ
れ
で
年
間
五
億
円

近
い
経
済
効
果
を
生
ん
だ
。

「
う
ち
の
町
で
は
行
政
も
会
議
所
も
何

も
し
て
く
れ
な
い
」
「
う
ち
の
商
底
街
で

は
や
る
気
の
あ
る
奴
が
い
な
い
」
で
は
な

い
。
行
政
な
ど
に
頼
ら
ず
と
も
で
き
る
こ

と
は
山
ほ
ど
あ
る
。

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
自
分
自

身
こ
そ
が
ま
ず
行
動
し
な
け
れ
ば
、
頼
み

の
「
誰
か
」
は

一
生
待
っ
て
も
現
わ
れ
て

は
く
れ
な
い
。

、

行
政
に
頼
ら
ず

J

r市
民
が
考
え
て
行
動
を
、

商
人
会
の
活
動
は
、
他
に
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
の
設
置
、
ミ
ニ
美
術
館
の
運
営
な
ど

あ
る
が
、
近
ご
ろ
、
う
れ
し
い
こ
と
は
、

「
市
民
の
心
意
気
で
・
:
」
と
い
う
機
運
が

高
ま
り
、
市
民
の
間
で
競
う
か
の
よ
う
に

新
し
い
試
み
が
行
わ
れ
始
め
た
こ
と
だ
。

市
民
自
ら
知
恵
を
出
し
、
お
金
も
出
し
、

行
動
す
る
、
そ
れ
に
喜
び
を
感
じ
る
と
い

う
空
気
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

行
政
に
頼
る
姿
勢
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
「
町
の
た
め
何
が
で
き
る
の

か
」
を
市
民
自
ら
が
考
え
行
動
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
で
こ
そ
本
当
に
誇

れ
る
良
い
町
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
の
た

め
に
、
商
人
会
も

一
層
努
力
精
進
し
て
い

き
た
い
。
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城
下
町
の
歴
史
文
化
を

活
か
し
た
ま
ち
令
つ
く
り

村
上
で
三
月
に
行
わ
れ
る
「
町
屋
の
人

ぴ
よ
ろ
，
ぷ

形
さ
ま
巡
り
」
、
九
月
の
「
町
屋
の
扉
風

ま
つ
り
」
は
旧
町
人
町
の
町
屋
を
舞
台
に

し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
普
段
は
入
れ
な
い

古
い
町
屋
の
中
で
、
そ
の
家
に
伝
わ
る
人

形
さ
ま
や
扉
風
を
展
示
し
、
六
十
軒
ほ
ど

の
参
加
庖
が
無
料
で
公
開
す
る
と
い
う
、

画
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

ろ

庖
か
ら
続
く
通
り
土
問
を
進
む
と
囲
炉

裏
の
茶
の
聞
が
現
わ
れ
、
大
黒
柱
に
松
の

梁
、
仏
間
の
上
に
は
神
棚
で
、
少
し
薄
暗

い
こ
の
町
屋
に
入
る
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
よ
う
な
気
に
な
る
。
こ
の
生
活
の
空

間
で
、
春
に
は
人
形
さ
ま
、
秋
に
は
扉
風
を

展
示
す
る
の
だ
が
、
訪
れ
た
人
に
お
茶
を

出
し
た
り
、
説
明
を
す
る
家
の
人
と
の
温
か

い
触
れ
合
い
も
併
せ
て
評
判
を
高
め
た
。

年
々
見
学
客
が
増
え
、
十
万
人
を
超
す

人
が
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
、
村
上
は

お
祭
騒
ぎ
の
よ
う
に
に
ぎ
わ
う
。
大
型
庖

し
か
行
か
な
く
な
っ
た
地
元
の
人
も
町
の

中
を
歩
き
、
楽
し
そ
う
に
町
屋
を
巡
る
子

• 

会
長

• 吉
川
真
嗣

供
た
ち
の
姿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

訪
れ
る
人
に
イ
キ
イ
キ
と
説
明
す
る
お

年
寄
り
の
活
躍
ぶ
り
も
話
題
に
な
っ
た
。

経
済
効
果
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
市
民
が
地

域
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
も

得
が
た
い
喜
び
だ
っ
た
。

、

埋
も
れ
て
い
た

J

r遺
産
を
復
活

、

こ
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
背
景
に
は
、

城
下
町
村
上
の
危
機
的
な
状
況
が
あ
っ

た
。
平
成
九
年
、
旧
町
人
町
で
は
大
規
模

な
近
代
化
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
だ
。

近
代
化
が
当
然
と
い
う

当
時
の
風
潮
の
中
で

「
町
を
整
備
し
、
き
れ
い

に
す
る
こ
と
が
本
当
に

繁
栄
に
つ
な
が
る
の
か
」

と
の
疑
問
が
生
じ
た
。

全
国
の
町
を
見
て
歩

い
て
、
「
近
代
化
で
は
な

く
村
上
ら
し
い
独
自
の

個
性
を
活
か
し
て
こ
そ
、

村
上
は
元
気
に
な
る
」
と
の
確
信
が
芽
生

え
た
。
こ
の
よ
う
な
思
い
で
同
十
年
夏
、

町
に
新
し
い
風
を
吹
か
そ
う
と
村
上
町
屋

あ
主
ん
ど

商
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。

「
町
屋
こ
そ
村
上
の
個
性
で
あ
り
財
産

だ」
|
|
l
町
屋
の
公
開
を
テ

l
マ
に
商
人

会
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
同
十
二
年
か
ら

「
人
形
さ
ま
巡
り
」
が
、
十
三
年
か
ら
「
扉

風
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
「
町
屋
」
も

「
人
形
」
も
「
扉
風
」
も
市
民
の
意
識
に
は

無
か
っ
た
存
在
で
、

言
う
な
れ
ば
埋
も
れ

て
い
た
も
の
に
光
を
当
て
、
披
露
し
た
だ

け
の
催
し
だ
。

こ
の
成
功
は
「
壊
れ
い
く
城
下
町
」

「
寂
れ
い
く
商
庖
街
」
に
立
ち
向
か
っ
た
、

商
人
た
ち
の
知
恵
と
心
意
気
が
成
し
遂
げ

た
取
り
組
み
だ
っ
た
。

、

河
万
円
の
費
用
で

J

r
5億
円
の
経
済
効
果

、

商
庖
街
で
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
行
政
が
悪
い
、
大
型
庖
の

せ
い
だ
。
い
や
不
景
気
の
せ
い
だ
」

|
|
。

商
売
不
振
を
他
の
せ
い
に
す
る
商
庖
主
が

多
い
が
、
実
は
自
ら
が
創
意
工
夫
し
、
汗

を
か
き
、
必
死
の
努
力
を

す
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と
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怠
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、
闘
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こ
と
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し
た
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庖
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こ
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。

商
人
会
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取
り
組
み
は

「
我
が
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は
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ら
の
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で
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に
す
る
」
と
の

志
の
下
、
何
も
無
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と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
資
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は
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で
も
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と
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な
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ば
な
ら

な
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を
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り
、
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。
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て
生
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が
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と
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ず
か
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十
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マ
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十
万
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雑
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五
万
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で
年
間
五
億
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近
い
経
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効
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。
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も
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何
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な
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」
「
う
ち
の
商
底
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で

は
や
る
気
の
あ
る
奴
が
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な
い
」
で
は
な

い
。
行
政
な
ど
に
頼
ら
ず
と
も
で
き
る
こ

と
は
山
ほ
ど
あ
る
。

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
自
分
自

身
こ
そ
が
ま
ず
行
動
し
な
け
れ
ば
、
頼
み

の
「
誰
か
」
は

一
生
待
っ
て
も
現
わ
れ
て

は
く
れ
な
い
。

、

行
政
に
頼
ら
ず

J

r市
民
が
考
え
て
行
動
を
、

商
人
会
の
活
動
は
、
他
に
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
の
設
置
、
ミ
ニ
美
術
館
の
運
営
な
ど

あ
る
が
、
近
ご
ろ
、
う
れ
し
い
こ
と
は
、

「
市
民
の
心
意
気
で
・
:
」
と
い
う
機
運
が

高
ま
り
、
市
民
の
間
で
競
う
か
の
よ
う
に

新
し
い
試
み
が
行
わ
れ
始
め
た
こ
と
だ
。

市
民
自
ら
知
恵
を
出
し
、
お
金
も
出
し
、

行
動
す
る
、
そ
れ
に
喜
び
を
感
じ
る
と
い

う
空
気
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

行
政
に
頼
る
姿
勢
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
「
町
の
た
め
何
が
で
き
る
の

か
」
を
市
民
自
ら
が
考
え
行
動
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
で
こ
そ
本
当
に
誇

れ
る
良
い
町
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
の
た

め
に
、
商
人
会
も

一
層
努
力
精
進
し
て
い

き
た
い
。
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金
沢
大
野
く
ら
く
ら
ア
l
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
は
、
遊
休
化
し
て
い
る

蔵
を
改
修
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
ま
ち

づ
く
り
拠
点
を
創
出
す
る
と
同
時
に
、
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
多
面
的
に
展
開
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の

活
動
は
、
地
域
住
民
と
域
外
サ
ボ
l
タ
ー

と
の
協
働
作
業
(
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
)
で

推
進
し
て
き
た
。

、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る

ノ

〆

活
動
で
推
進

、

私
た
ち
は
、
み
ん
な
が
共
有
で
き
る
財

産
「
倶
楽
部
財
」
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を

目
指
し
て
、
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
大

野
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
市
民
が

協
働
作
業
を
重
ね
て
き
て
い
る
よ
う
に
、

次
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
た
プ
ロ
セ
ス
を

踏
ん
で
き
た
。

そ
れ
は
、

①
組
織
を
外
に
聞
く
(
地
域

住
民
だ
け
で
な
く
大
学
生
や
主
婦
、
社
会

人
な
ど
域
外
サ
ボ

1
タ
l
も
積
極
的
に
参

(平
成
十
三
年
設
立
、
会
員
数
四
十
人
)

代
表

• 水
野
施
男

が ー の.の面入 る存創合力っちるトを活導め加
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に
な
っ
た
上
、
協
同
工
場
で
醤
油
の
も
ろ

み
を

一
括
生
産
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
人
口
約
二
千
人
の
町
は
停
滞
し
、
四

十
棟
近
く
の
蔵
が
遊
休
化
し
た
。

、
街
の
サ
ロ
ン
づ
く
り
ノ

rか
ら
ス
タ
ー
ト

、

九
七
年
に
蔵
の
改
修
工
事
に
取
り
掛
か

っ
た
。
県
と
市
か
ら
支
援
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
作
業
は

力
を
合
わ
せ
て
や
る
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
た

(二
棟
目
の
改
修
か
ら
は
市
の
助
成
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
)
。
そ
し
て
第

一
棟
目
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
&
サ
ロ

ン
「
も
ろ
み
蔵
」
が
オ
ー
プ
ン
、

年
間
二
万
人
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

J

，
 

ザ『ア修改蔵の
同
ロ

{
棟phJ
 
(
プ
エ
ツ

け
，
ョ
ト
シ
ア
ク
の一
辺
ワ
海
ン

さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
、
大
野
町
以
外
か
ら
も

若
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る

よ
う
に
な

っ
た
。

二

番
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
(
ガ
ー
デ
ン
づ
く

り
)
か
ら
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
加
わ
り
、
自

然
発
生
的
に
「
金
沢

大
野
く
ら
く
ら
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
」
が
組
織

さ
れ
て
い
っ
た
。

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ス
J

rト
ラ
ン
の
実
験
に
挑
戦
、

こ
れ
ま
で
に
、
五
棟
の
蔵
を
改
修
し
、

ど
こ
ろ

喫
茶
と
甘
味
処

一
棟
ず
つ
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ア
ト
リ
エ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一一一
棟
が

出
現
し
た
。
ほ
か
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ガ
ー
デ
ン
二
ヵ
所
、
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ユ
メ

ン
ト
の
整
備
、
底
先
の
か
ら
く
り
看
板
の

設
置
に
も
携
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
と
並
行

し
て
、
季
節
ご
と
の
ア
l
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
、
大
野
を
舞
台
と
し
た
映
像

作
品
制
作
と
上
映
、
同
じ
く
大
野
物
語
の

芝
居
づ
く
り
と
上
演
、
地
域
通
貨
の
社
会

実
験
な
ど
、
ソ
フ
ト
聞
の
企
画
運
営
も
行

今
年
四
月
に
六
棟
目
の
「
ま
ち
づ
く
り

公
民
館
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
「
場
づ
く
り
」

は

一
区
切
り
付
け
る
。
こ
こ
で
は
、
地
域

み

そ

の
婦
人
が
中
心
と
な
り
、
醤
油
や
味
噌
な

ど
の
地
場
産
品
を
使
っ
た
総

菜
な
ど
を
販
売
す
る
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の

実
験
に
挑
戦
す
る
。
ま
た
、

子
供
た
ち
へ
の
ア
l
ト
教
室

も
開
催
し
て
い
く
。
こ
れ
ま

で
築
い
て
き
た
ま
ち
づ
く
り

拠
点
を
こ
れ
か
ら
使
い
こ
な

し
て
、
活
き
活
き
と
し
た
街

へ
と
磨
き
を
掛
け
る
第
二
ス

テ
ッ
プ
へ
と
進
む
。

っ
て
き
た
。

4棟自の改修蔵「直江屋源兵衛jを会場として、大
野フィルム上映会

話低減ω2004・4月号

蔵
を
活
用
し
た
市
民
主
体
の

ま
ち
ゃ
つ
く
り
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金
沢
大
野
く
ら
く
ら
ア
l
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実
行
委
員
会
は
、
遊
休
化
し
て
い
る

蔵
を
改
修
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
ま
ち

づ
く
り
拠
点
を
創
出
す
る
と
同
時
に
、
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
多
面
的
に
展
開
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の

活
動
は
、
地
域
住
民
と
域
外
サ
ボ
l
タ
ー

と
の
協
働
作
業
(
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
)
で

推
進
し
て
き
た
。

、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る

ノ

〆

活
動
で
推
進

、

私
た
ち
は
、
み
ん
な
が
共
有
で
き
る
財

産
「
倶
楽
部
財
」
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を

目
指
し
て
、
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
大

野
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
市
民
が

協
働
作
業
を
重
ね
て
き
て
い
る
よ
う
に
、

次
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
た
プ
ロ
セ
ス
を

踏
ん
で
き
た
。

そ
れ
は
、

①
組
織
を
外
に
聞
く
(
地
域

住
民
だ
け
で
な
く
大
学
生
や
主
婦
、
社
会

人
な
ど
域
外
サ
ボ

1
タ
l
も
積
極
的
に
参
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設
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会
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四
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人
)
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に
な
っ
た
上
、
協
同
工
場
で
醤
油
の
も
ろ

み
を

一
括
生
産
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
人
口
約
二
千
人
の
町
は
停
滞
し
、
四

十
棟
近
く
の
蔵
が
遊
休
化
し
た
。

、
街
の
サ
ロ
ン
づ
く
り
ノ

rか
ら
ス
タ
ー
ト

、

九
七
年
に
蔵
の
改
修
工
事
に
取
り
掛
か

っ
た
。
県
と
市
か
ら
支
援
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
作
業
は

力
を
合
わ
せ
て
や
る
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
た

(二
棟
目
の
改
修
か
ら
は
市
の
助
成
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
)
。
そ
し
て
第

一
棟
目
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
&
サ
ロ

ン
「
も
ろ
み
蔵
」
が
オ
ー
プ
ン
、

年
間
二
万
人
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

J

，
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ロ
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プ
エ
ツ

け
，
ョ
ト
シ
ア
ク
の一
辺
ワ
海
ン

さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
、
大
野
町
以
外
か
ら
も

若
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る

よ
う
に
な

っ
た
。

二

番
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
(
ガ
ー
デ
ン
づ
く

り
)
か
ら
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
加
わ
り
、
自

然
発
生
的
に
「
金
沢

大
野
く
ら
く
ら
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
」
が
組
織

さ
れ
て
い
っ
た
。

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ス
J

rト
ラ
ン
の
実
験
に
挑
戦
、

こ
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ま
で
に
、
五
棟
の
蔵
を
改
修
し
、

ど
こ
ろ

喫
茶
と
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味
処

一
棟
ず
つ
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ア
ト
リ
エ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一一一
棟
が

出
現
し
た
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に
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コ
ミ
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ニ
テ
ィ
ー

ガ
ー
デ
ン
二
ヵ
所
、
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ユ
メ

ン
ト
の
整
備
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の
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づ
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演
、
地
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通
貨
の
社
会

実
験
な
ど
、
ソ
フ
ト
聞
の
企
画
運
営
も
行

今
年
四
月
に
六
棟
目
の
「
ま
ち
づ
く
り

公
民
館
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
「
場
づ
く
り
」

は

一
区
切
り
付
け
る
。
こ
こ
で
は
、
地
域

み

そ

の
婦
人
が
中
心
と
な
り
、
醤
油
や
味
噌
な

ど
の
地
場
産
品
を
使
っ
た
総

菜
な
ど
を
販
売
す
る
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の

実
験
に
挑
戦
す
る
。
ま
た
、

子
供
た
ち
へ
の
ア
l
ト
教
室

も
開
催
し
て
い
く
。
こ
れ
ま

で
築
い
て
き
た
ま
ち
づ
く
り

拠
点
を
こ
れ
か
ら
使
い
こ
な

し
て
、
活
き
活
き
と
し
た
街

へ
と
磨
き
を
掛
け
る
第
二
ス

テ
ッ
プ
へ
と
進
む
。

っ
て
き
た
。

4棟自の改修蔵「直江屋源兵衛jを会場として、大
野フィルム上映会
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蔵
を
活
用
し
た
市
民
主
体
の

ま
ち
ゃ
つ
く
り

17 



全
国
む
ら
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
で

情
報
発
信
墓
地
目
指
す

、

消
防
団
員
が
伝
統
の

J

rむ
ら
芝
居
を
復
活

、

か
つ
て
農
村
集
落
で
青
年
た
ち
に
よ
っ

て
演
じ
ら
れ
て
い
た
、
昔
懐
か
し
い
む
ら

芝
居
。
今
で
も
全
国
各
地
で
素
人
芝
居
の

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
「
日

本
で
唯

一
、
消
防
団
員
で
つ
く
る
素
人
劇

団
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
村
お
こ

し
を
活
発
に
展
開
し
て
い
る
の
が
兵
庫
県

は
せ
し
よ
う
こ
う
ぎ
ょ
う

加
美
町
の
「
劇
団
・
箸
消
興
行
」
だ
。

加
美
町
の
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
は
、
秋

祭
り
に
青
年
団
員
が
芝
居
を
演
じ
て
き
た

は
せ
が
い

が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
衰
退
。
箸
荷

地
区
も
三
十
年
ほ
ど
前
、
青
年
団
の
消
滅

と
と
も
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「あ

ん
な
芝
居
を
ぜ
ひ
や
っ
て
み
よ
う
」

|

|

そ
ん
な
声
が
上
が
り
、
い
っ
た
ん
途
絶
え

て
い
た
む
ら
芝
居
を
、
地
区
消
防
団
員
が

平
成
五
年
に
約
十
五
年
ぶ
り
に
復
活
。
以

• 今
申
孝
介

事
務
局
長

後
、
毎
年
演
目
を
変
え
、
時
代
人
情
劇
を

中
心
に
興
行
活
動
を
続
け
て
い
る
。
プ
ロ

の
指
導
を
受
け
、
衣
装
や
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ

ま
で
プ
ロ
に
し
て
も
ら
う
本
格
時
代
劇

で
、
舞
台
や
小
道
具
は
す
べ
て
手
作
り
だ
。

出
し
物
は
時
代
人
情
悲
劇
が
多
く
、
観

客
の
笑
い
を
誘
い
、
最
後
に
は
涙
を
流
し

千両役者勢ぞろい。劇団・箸消興行のメンバー

て
も
ら
お
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
男

性
ば
か
り
な
の
で
、
女
性
役
も
こ
な
す
。

団
員
の
熱
演
に
「
お
ひ
ね
り
」
や
声
援
が

飛
び
交
い
、
い
つ
も
拍
手
喝
さ
い
を
浴
び

て
い
る
。

劇
団
名
は
、
箸
荷
地
区
消
防
団
か
ら
取

お
こ

っ
て
お
り
、
村
を
興
し
、
行
動
し
よ
う
、

と
い
う
願
い
を
込
め
た
。
劇
団
員
は
二
十

二
歳
か
ら
四
十
二
歳
ま
で
の
十
九
人
で
、

農
家
の
長
男
ば
か
り
。
同
九
年
か
ら
は
町

内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
の
慰
問
を
兼

ね
、
特
別
公
演
も
実
施
し
て
い
る
。
私
た

ち
の
芝
居
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
人

が
多
く
、
会
場
は
い
つ
も
超
満
員
で
あ
る
。

、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ノ

〆
を
立
ち
上
げ

、

平
成
十
四
年
三
月
、
消
防
団
だ
け
で
な

く
地
区
を
挙
げ
て
素
人
芝
居
を
保
存
し
て

18 

第二回全国むら芝居サミ ット(佐渡)で熱演する箸消興行

い
こ
う
と
、

「箸
荷
む
ら
芝
居
保
存
会
」

が
結
成
さ
れ
た
。
同
年
七
月
、
立
派
な
芝

居
の
舞
台
を
備
え
た
公
民
館

「箸
荷
む
ら

や
か
た

づ
く
り
館
」
が
完
成
。
と
て
も
素
晴
ら
し

い
九
千
万
円
の
芝
居
小
屋
を
国
・
県
・
町

に
建
て
て
も
ら
っ
た
の
で
、
箸
荷
の
素
人

芝
居
を
全
国
に
発
信
し
、
大
勢
の
人
に
村

に
集
ま
っ
て
も
ら
お
う
と
「
全
国
む
ら
芝

居
サ
ミ
ッ
ト
」
を
同
年
十
月
十
三
、
十
四

の
二
日
間
、
む
ら
づ
く
り
館
で
箸
荷
む
ら

芝
居
保
存
会
が
開
催
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
ど
の
く
ら
い
来
て
も
ら

え
る
の
か
不
安
だ
っ
た
が
、
北
は
山
形
県

か
ら
、
南
は
九
州
・
大
分
県
ま
で
、

全
国

各
地
か
ら
十
五
劇
団
、
百
人
が
出
席
し
た
。

ま
た
観
客
ま
で
含
め
る
と
三
百
五
十
人
と

い
う
多
く
の
人
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
た
。
同
時
に
全
国
初
の
「
全
国
む
ら

芝
居
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
箸

荷
が
事
務
局
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
。
同
十
五
年
度
は
七
月
三
十

一
日
に
新
潟
県
佐
渡
・
赤
泊
村
で
開
催
し

た
第
二
回
大
会
に
、
箸
荷
地
区
か
ら
二
十

人
が
芝
居
公
演
に
参
加
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
気
持
ち
を

一
つ

に
し
な
が
ら
む
ら
芝
居
を
守
り
、
そ
し
て
、

む
ら
芝
居
の
情
報
発
信
基
地
「
は
せ
が
い
」

を
目
指
し
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。
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い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
た
。
同
時
に
全
国
初
の
「
全
国
む
ら

芝
居
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
箸

荷
が
事
務
局
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
。
同
十
五
年
度
は
七
月
三
十

一
日
に
新
潟
県
佐
渡
・
赤
泊
村
で
開
催
し

た
第
二
回
大
会
に
、
箸
荷
地
区
か
ら
二
十

人
が
芝
居
公
演
に
参
加
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
気
持
ち
を

一
つ

に
し
な
が
ら
む
ら
芝
居
を
守
り
、
そ
し
て
、

む
ら
芝
居
の
情
報
発
信
基
地
「
は
せ
が
い
」

を
目
指
し
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。
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豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

"
学
び
舎
“
を
実
現

園理置置E置圏直置誼重量圏

広
島
県
の
北
部
地
域
は
中
国
山
地
に
位

置
し
、
か
つ
て
は
た
た
ら
製
鉄
や
木
材
生

産
地
と
し
て
活
気
の
あ
る
地
域
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
地
域
産
業
の
衰
退
と
と
も

に
人
口
の
流
出
や
高
齢
化
が
進
行
し
、
自

然
や
伝
統
文
化
が
残
さ
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
地
域
活
力
の
低
下
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

や
ま
な
み
大
学

学長

・

大
竹
美
喜

こ
の
た
め
、
中
国
山
地
の
豊
か
な
地
域

資
源
を
活
用
し
て
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、

広
島
県
は
県
北
の
市
町
村
と
と
も
に
平
成

十
三
年
四
月
に
「
中
国
山
地
や
ま
な
み
大

学
」
を
開
学
し
た
。

豊平そば道場 (豊平町)常設講座人気No1

、
地
械
住
民
の
生
き
が

J

rい
づ
く
り
に
貢
献

、

や
ま
な
み
大
学
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
大

学
で
あ
り
、
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
た
さ

ま
ざ
ま
な
講
座
情
報
を
集
め
て
、
学
部
・

学
科
別
に
分
類
(
十
五
年
度
か
ら
は
「
学

部
・
学
科
」
を
「
楽
科
」
に
変
更
)
、
必

要
な
情
報
を
必
要
な
人
に
提
供
し
、
受
講

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
発
想
で
運
営
し
て

い
る
。
受
講
者
に
は
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
人
が
い
て
、
特
に
そ
ば
打

ち
ゃ
農
業
体
験
、
自
然
観
察
な
ど
に
人
気

が
あ
り
、
技
能
を
身
に
付
け
る
た
め
に
定

期
的
に
通
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
ま
た
、

受
け
入
れ
側
で
は
、
お
年
寄
り
グ
ル
ー
プ

が
参
加
者
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
、
家

族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
が
生
ま
れ
る
と
い

う
効
果
も
出
て
い
る
。

、

三
位
一
体
で

J

r
二
百
講
座
を
運
営
、

や
ま
な
み
大
学
は
県
、
市
町
村
、
講
座

主
催
者
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
自
然
体
験

や
食
体
験
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
こ
百
講

座
を
運
営
し
て
お
り
、
学
生
に
な
る
と
、

各
種
割
引
が
受
け
ら

れ
る
カ

l
ド
(
学
生

証
)
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
送
ら
れ
て
く

る
。
さ
ら
に
、
年
間

五
回
発
行
の
大
学
通

信
が
自
宅
に
送
付
さ

れ
る
。

大
学
の

P
R
方
法

と
し
て
は
、
大
学
通

信
の
ほ
か
に
ホ
l
ム

ベ
l
ジ
や
新
聞
掲
載

な
ど
で
講
座
開
催
日

な
ど
の
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
P
R
経
費
は
県
と
市

町
村
が
負
担
し
て
い
る
が
、
実
際
の
講
座

運
営
費
は
受
講
料
で
賄
っ
て
い
る
。

関
学
三
年
近
く
経
過
し
て
、
参
加
人
数

が
少
な
く
継
続
開
催
で
き
な
い
講
座
、
受

け
入
れ
側
の
関
係
で
団
体
客
に
対
応
で
き

な
い
講
座
、
も
て
な
し
す
ぎ
て
疲
労
し
か

残
ら
な
い
と
い
っ
た
講
座
も
見
受
け
ら

れ
る
。

、

自
立
運
営
に
向
け
た
ノ

r収
益
確
保
が
課
題
に
、

こ
の
た
め
、
講
座
間
の
連
携
を
ス
ム
ー

ズ
に
図
る
た
め
、
五
つ
に
区
分
け
し
た
区

域
(
キ
ャ
ン
パ
ス
)
ご
と
に
、
企
画
力
の

あ
る
人
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
お
願
い
し

て
、
講
座
連
携
ツ
ア
ー
や
講
座
主
催
者
研

l
J

修
会
な
ど
を
実
施
し
、
ネ

一・一

ッ
ト
ワ

l
ク
を
深
め
て
い

J&時
一

る
。
そ
の
結
果
、
ツ
ア
l

j

-

h

一

の
受
け
入
れ
団
体
を
立
ち

しも↑
、島

一

口一…町
一元

一

上
げ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
も
出

!
 

f
J
4

一

て
い
る
。

ザ
一ト
}

信
組
織
面
で
は
、
本
部
事

を

地
務
局
機
能
と
キ
ャ
ン
パ
ス

ト
ト
戸

岬
事
務
局
機
能
を
行
政
か
ら

'

Hー

同

4
也

川
袖

付

民

間

主

導

に

移

行

す

る

た

l
h

B

て
m
め
、
法
人
化
設
立
の
検
討

E
闘

ご
発

唱
団
V
土

町
一
に
入
っ
て
い
る
が
、
収
益

一
町
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
が

1
1
1
1』
幼
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

今
回
の
総
務
大
臣
賞
受
賞
を
契
機
に
、

さ
ら
に
中
国
山
地
の
皆
様
に
大
学
の
講
師

と
し
て
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、
魅
力
あ

る
や
ま
な
み
大
学
に
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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温
泉
旅
館
、
か
致
団
結
し
て

共
生
発
展
ヘ

• 

黒
川
温
泉
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史

あ
る
祖
泉
だ
が
、
四
軒
ほ
ど
の
小
さ
な
湯

治
場
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年

に
熊
本
1
大
分
間
を
横
断
す
る
や
ま
な
み

ハ
イ
ウ
エ
ー
が
開
通
、
そ
の
時
、
瀬
の
本

高
原
近
く
に
位
置
す
る
黒
川
温
泉
が
注
目

さ
れ
、
旅
館
数
も
十
四
軒
ほ
ど
に
増
え
、

観
光
客
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
に
ぎ
わ
う

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ブ
l
ム
は
す

ぐ
に
過
ぎ
去
り
、
黒
川
温
泉
に
と
っ
て
は

"
冬
の
時
代
“
が
到
来
し
た
。
そ
の
こ
ろ

は
、
老
人
会
な
ど
の
客
を
主
体
に
細
々

と
し
た
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
五
十
年
代
に
な
り
、
都
会
に
出
て

い
た
若
者
が
次
々
に

U
タ
ー
ン
し
て
き

て
、
旅
館
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
世
代
交
代

が
徐
々
に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
若
者
は
都
会
生
活
の
経
験
か
ら
、

新
し
い
温
泉
観
光
の
考
え
方
を
導
入
し
て

• 小
林
茂
喜

代
表
理
事

い
っ
た
。

、

温
泉
を
=
旅
館
」
に

J

r考
え
て
事
業
を
展
開

、

黒
川
温
泉
の
各
旅
館
は
、
小
さ
な
旅
館

が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

個
々
の
旅
館
で
何
か
を
す
る
に
し
て
も
、

た
か
が
知
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
各
旅
館

が
団
結
し
て
、
事
に
当
た
れ
ば
、
大
き
な

こ
と
が
で
き
る
。
個
々
で
競
争
す
る
の
で

は
な
く
、
全
旅
館
を

一
つ
の
旅
館
と
し
て

共
生
し
て
い
こ
う
!
|

|
そ
れ
が
「
黒
川

温
泉

一
旅
館
」
と
い
う
考
え
方
に
、
み
ん

な
が
同
調
し
て
い
っ
た
。
そ
の
考
え
方
に

沿
っ
て
、
組
合
の
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。

ま
ず
、
黒
川
温
泉
に
来
て
も
ら
う
お
客

に
対
し
、
癒
し
と
感
動
を
味
わ
っ
て
も
ら

お
う
と
、
道
端
に
雑
木
を
植
え
、
個
人
看

板
を
撤
去
し
、
統

一
看
板
に
替
え
た
。
そ

れ
か
ら
、
黒
川
温
泉
の
強
み
は
何
と
い
っ

て
も
温
泉
で
あ
る
。
温
泉
資
源
に
恵
ま
れ
、

各
旅
館
が
泉
源
を
持
ち
、
し
か
も
人

0
1

一
O
O度
と
高
温
で
あ
り
、
泉
質
は
十
種

類
以
上
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
豊
富
な
温
泉
資
源
を
利
用
し
、
自

然
と

一
体
と
な
っ
た
露
天
風
呂
を
作
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
再
び
黒
川
温
泉
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
立
地
上
ど
う
し
て
も
、
露
天
風
呂

を
作
れ
な
い
旅
館
が
二
軒
あ
っ
た
。
こ
れ

は
「
黒
川

一
旅
館
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

に
反
し
て
い
る
。

、

露
天
風
呂
め
ぐ
り

ノ

r入
湯
手
形
が
大
ヒ
ッ
ト

、

そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
入
湯
手
形

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
入
湯
手
形
は

一
枚
千
二
百
円
で
購
入
し
、

三
カ
所
の
旅

館
の
露
天
風
日
に
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
こ
の
入
湯
手

形
の
導
入
に
よ
り
、

露
天
風
呂
の
な
い

旅
館
の
お
客
も
、

露
天
風
呂
を
堪
能

で
き
、
「
黒
川

一
旅

館
」
と
い
う
考
え

方
が
強
固
な
も
の

に
な
っ
た
。

初
年
度
は
六
千

枚
程
度
の
販
売
だ

っ
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
知
れ
渡

る
と
、
"
大
ヒ
ッ
ト
商
品
“
と
な
り
、
昨

年
度
は
二
十

一
万
枚
に
も
達
す
る
ほ
ど
の

商
品
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
旅
館
組
合
の
財
政
力
が

強
ま
り
、
組
合
単
独
の
事
業
に
四
千
万
円

近
く
の
資
金
を
投
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
事
業
資
金
で
、
植
樹
、
統

一
看

板
の
整
備
な
ど
、
街
並
み
の
環
境
を
良
く

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
全
体

の
従
業
員
の
接
客
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
研
修
を
実
施
し
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
五
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
民

家
の
軒
先
を
借
り
て
い
た
組
合
事
務
所
を

建
設
、
「
風
の
舎
」
と
い
う
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
建
物
と
し
て
、
黒
川
温
泉
へ
来

て
く
れ
る
観
光
客
を
お
迎
え
し
て
い
る
。

現
在
で
は
旅
館
数
も
二
十
四
軒
に
増
え
、

組
合
活
動
も

一
段
と

充
実
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
旅
館

組
合
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
協
会
、
商
脂
、
農

家
、
地
域
に
住
む
人
と

と
も
に
発
展
し
、
黒
川

温
泉
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
、
誇
り
あ
る

地
域
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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温
泉
旅
館
、
か
致
団
結
し
て

共
生
発
展
ヘ

• 

黒
川
温
泉
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史

あ
る
祖
泉
だ
が
、
四
軒
ほ
ど
の
小
さ
な
湯

治
場
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年

に
熊
本
1
大
分
間
を
横
断
す
る
や
ま
な
み

ハ
イ
ウ
エ
ー
が
開
通
、
そ
の
時
、
瀬
の
本

高
原
近
く
に
位
置
す
る
黒
川
温
泉
が
注
目

さ
れ
、
旅
館
数
も
十
四
軒
ほ
ど
に
増
え
、

観
光
客
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
に
ぎ
わ
う

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ブ
l
ム
は
す

ぐ
に
過
ぎ
去
り
、
黒
川
温
泉
に
と
っ
て
は

"
冬
の
時
代
“
が
到
来
し
た
。
そ
の
こ
ろ

は
、
老
人
会
な
ど
の
客
を
主
体
に
細
々

と
し
た
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
五
十
年
代
に
な
り
、
都
会
に
出
て

い
た
若
者
が
次
々
に

U
タ
ー
ン
し
て
き

て
、
旅
館
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
世
代
交
代

が
徐
々
に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
若
者
は
都
会
生
活
の
経
験
か
ら
、

新
し
い
温
泉
観
光
の
考
え
方
を
導
入
し
て

• 小
林
茂
喜

代
表
理
事

い
っ
た
。

、

温
泉
を
=
旅
館
」
に

J

r考
え
て
事
業
を
展
開

、

黒
川
温
泉
の
各
旅
館
は
、
小
さ
な
旅
館

が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

個
々
の
旅
館
で
何
か
を
す
る
に
し
て
も
、

た
か
が
知
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
各
旅
館

が
団
結
し
て
、
事
に
当
た
れ
ば
、
大
き
な

こ
と
が
で
き
る
。
個
々
で
競
争
す
る
の
で

は
な
く
、
全
旅
館
を

一
つ
の
旅
館
と
し
て

共
生
し
て
い
こ
う
!
|

|
そ
れ
が
「
黒
川

温
泉

一
旅
館
」
と
い
う
考
え
方
に
、
み
ん

な
が
同
調
し
て
い
っ
た
。
そ
の
考
え
方
に

沿
っ
て
、
組
合
の
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。

ま
ず
、
黒
川
温
泉
に
来
て
も
ら
う
お
客

に
対
し
、
癒
し
と
感
動
を
味
わ
っ
て
も
ら

お
う
と
、
道
端
に
雑
木
を
植
え
、
個
人
看

板
を
撤
去
し
、
統

一
看
板
に
替
え
た
。
そ

れ
か
ら
、
黒
川
温
泉
の
強
み
は
何
と
い
っ

て
も
温
泉
で
あ
る
。
温
泉
資
源
に
恵
ま
れ
、

各
旅
館
が
泉
源
を
持
ち
、
し
か
も
人

0
1

一
O
O度
と
高
温
で
あ
り
、
泉
質
は
十
種

類
以
上
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
豊
富
な
温
泉
資
源
を
利
用
し
、
自

然
と

一
体
と
な
っ
た
露
天
風
呂
を
作
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
再
び
黒
川
温
泉
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
立
地
上
ど
う
し
て
も
、
露
天
風
呂

を
作
れ
な
い
旅
館
が
二
軒
あ
っ
た
。
こ
れ

は
「
黒
川

一
旅
館
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

に
反
し
て
い
る
。

、

露
天
風
呂
め
ぐ
り

ノ

r入
湯
手
形
が
大
ヒ
ッ
ト

、

そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
入
湯
手
形

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
入
湯
手
形
は

一
枚
千
二
百
円
で
購
入
し
、

三
カ
所
の
旅

館
の
露
天
風
日
に
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
こ
の
入
湯
手

形
の
導
入
に
よ
り
、

露
天
風
呂
の
な
い

旅
館
の
お
客
も
、

露
天
風
呂
を
堪
能

で
き
、
「
黒
川

一
旅

館
」
と
い
う
考
え

方
が
強
固
な
も
の

に
な
っ
た
。

初
年
度
は
六
千

枚
程
度
の
販
売
だ

っ
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
知
れ
渡

る
と
、
"
大
ヒ
ッ
ト
商
品
“
と
な
り
、
昨

年
度
は
二
十

一
万
枚
に
も
達
す
る
ほ
ど
の

商
品
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
旅
館
組
合
の
財
政
力
が

強
ま
り
、
組
合
単
独
の
事
業
に
四
千
万
円

近
く
の
資
金
を
投
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
事
業
資
金
で
、
植
樹
、
統

一
看

板
の
整
備
な
ど
、
街
並
み
の
環
境
を
良
く

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
全
体

の
従
業
員
の
接
客
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
研
修
を
実
施
し
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
五
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
民

家
の
軒
先
を
借
り
て
い
た
組
合
事
務
所
を

建
設
、
「
風
の
舎
」
と
い
う
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
建
物
と
し
て
、
黒
川
温
泉
へ
来

て
く
れ
る
観
光
客
を
お
迎
え
し
て
い
る
。

現
在
で
は
旅
館
数
も
二
十
四
軒
に
増
え
、

組
合
活
動
も

一
段
と

充
実
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
旅
館

組
合
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
協
会
、
商
脂
、
農

家
、
地
域
に
住
む
人
と

と
も
に
発
展
し
、
黒
川

温
泉
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
、
誇
り
あ
る

地
域
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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竹
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

ま
ち
ゃ
つ
く
り

画面画瞳富田歯薗轟薗

宮
之
城
町
は
鹿
児
島
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
九
州
で
も
三
大
河
川
の

一
つ
で
あ

る
川
内
川
沿
い
に
ま
ち
が
開
け
、

霊
峰
紫

尾
山
を
は
じ
め
山
紫
水
明
の
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
の
面
積
は

一
四
五
平
方
キ
ロ
、
う
ち

竹
林
面
積
が
六
三
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占

め
、
中
で
も
孟
宗
竹
林
の
而
積
は
五
三一

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
町
村
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は

「
日
本

こ

の
面
積
を
誇
っ
て
い
る
。
出
荷

が
全
国

一
早
い
早
堀
り
竹
の
子
や
青
果

用
竹
の
子
は
特
産
品
と
な
っ
て
お
り
、

竹
工
芸
の
竹
製
花
器
生
産
量
も
日
本

一

で
あ
る
。

ま
た
、
市
街
地
内
を
国
道
が
三
本
交
差

し
て
い
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
地
域
高

規
格
道
路
の
整
備
や
地
方
拠
点
都
市
地
域

の
指
定
、
県
立
北
薩
広
域
公
園
の
建
設
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
竹
の
よ
う

に
グ
ン
グ
ン
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
る

(昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
設
立
、
会
員
数
百
三
人
)

• 香
山

ま
ち
で
あ
る
。

、

若
者
が
結
集
し
て
開
村
し
た

J

rパ
ロ
デ
ィ
ー
独
立
国

、

町
の
特
性
を
活
か
し
た
パ
ロ
デ
ィ
ー
独

立
国

「
み
や
ん
じ
ょ
チ
ク
リ
ン
村
」
は
、

若
者
の
知
恵
と
行
動
で
「
ふ
る
さ
と
を
自

ら
の
手
で
活
性
化
さ
せ
よ
う
」
と
、
町
内

の
若
者
が
結
集
し
開
村
し
た
。
行
政
と

一

体
と
な
っ
た
竹
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
ま 習

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
竹
の
町

の
イ
メ
ー
ジ
を
築
い
て
き
た
。
現
在
の
会

員
数
は
約
百
人
で
、
自
営
業
者
や
公
務
員

を
は
じ
め
と
す
る
数
多

く
の
人
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

みゃんじょ フェスタ。恒例のちくりん汁2000食無料試食

関
村
後
、
現
在
に
至

る
ま
で
、
「
楽
し
く
や

ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、

夢
と
ロ
マ
ン
を
求
め
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
中
心

に
、
町
内
は
じ
め
県
内

外
で
活
動
を
繰
り
広
げ

て
い
る
。
今
年
で
関
村
し
て
か
ら
二
十

一

年
目
を
迎
え
た
が
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
村
民
の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
基
軸
に
活

動
を
展
開
し
、
情
報
発
信
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
充
実
に
大
き
く
貢
献
し
よ
う

と
日
々
、
努
め
て
い
る
。

、

竹
に
関
す
る
イ
ベ

J

r
ン
卜
で
町
を
P
R

、

チ
ク
リ
ン
村
の
活
動
は
、
型
に
は
ま
ら

ず
、
創
造
性
を
豊
か
に
、
楽
し
く
運
営
し

て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
・
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
、
み
や
ん
じ
よ

フ
ェ
ス
夕
、
門
松
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
物
産

展
な
ど
、
竹
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
企
画
し
、
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

中
で
も
、
毎
年
十
二
月
に
行
わ
れ
る

け口付訪日七H圃臨離宮JiiH
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「
自
分
た
ち
の
チ
ク
リ
ン
村
」
か
ら

「み
ん
な
の
チ
ク
リ
ン
村
」
へ
、

三
十
年

目
の

「伝
統
入
り
」
を
目
指
し
て
・
:
。
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竹
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

ま
ち
ゃ
つ
く
り

画面画瞳富田歯薗轟薗

宮
之
城
町
は
鹿
児
島
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
九
州
で
も
三
大
河
川
の

一
つ
で
あ

る
川
内
川
沿
い
に
ま
ち
が
開
け
、

霊
峰
紫

尾
山
を
は
じ
め
山
紫
水
明
の
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
の
面
積
は

一
四
五
平
方
キ
ロ
、
う
ち

竹
林
面
積
が
六
三
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占

め
、
中
で
も
孟
宗
竹
林
の
而
積
は
五
三一

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
町
村
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は

「
日
本

こ

の
面
積
を
誇
っ
て
い
る
。
出
荷

が
全
国

一
早
い
早
堀
り
竹
の
子
や
青
果

用
竹
の
子
は
特
産
品
と
な
っ
て
お
り
、

竹
工
芸
の
竹
製
花
器
生
産
量
も
日
本

一

で
あ
る
。

ま
た
、
市
街
地
内
を
国
道
が
三
本
交
差

し
て
い
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
地
域
高

規
格
道
路
の
整
備
や
地
方
拠
点
都
市
地
域

の
指
定
、
県
立
北
薩
広
域
公
園
の
建
設
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
竹
の
よ
う

に
グ
ン
グ
ン
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
る

(昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
設
立
、
会
員
数
百
三
人
)

• 香
山

ま
ち
で
あ
る
。

、

若
者
が
結
集
し
て
開
村
し
た

J

rパ
ロ
デ
ィ
ー
独
立
国

、

町
の
特
性
を
活
か
し
た
パ
ロ
デ
ィ
ー
独

立
国

「
み
や
ん
じ
ょ
チ
ク
リ
ン
村
」
は
、

若
者
の
知
恵
と
行
動
で
「
ふ
る
さ
と
を
自

ら
の
手
で
活
性
化
さ
せ
よ
う
」
と
、
町
内

の
若
者
が
結
集
し
開
村
し
た
。
行
政
と

一

体
と
な
っ
た
竹
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
ま 習

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
竹
の
町

の
イ
メ
ー
ジ
を
築
い
て
き
た
。
現
在
の
会

員
数
は
約
百
人
で
、
自
営
業
者
や
公
務
員

を
は
じ
め
と
す
る
数
多

く
の
人
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
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関
村
後
、
現
在
に
至

る
ま
で
、
「
楽
し
く
や

ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、

夢
と
ロ
マ
ン
を
求
め
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
中
心

に
、
町
内
は
じ
め
県
内

外
で
活
動
を
繰
り
広
げ
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い
る
。
今
年
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村
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か
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十

一
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迎
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た
が
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さ
ま
ざ
ま
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村
民
の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
基
軸
に
活

動
を
展
開
し
、
情
報
発
信
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
充
実
に
大
き
く
貢
献
し
よ
う

と
日
々
、
努
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て
い
る
。

、

竹
に
関
す
る
イ
ベ

J

r
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卜
で
町
を
P
R

、

チ
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は
ま
ら
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創
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運
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し
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と
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ざ
ま
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ペ
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物
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る
イ
ベ
ン
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企
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「
自
分
た
ち
の
チ
ク
リ
ン
村
」
か
ら

「み
ん
な
の
チ
ク
リ
ン
村
」
へ
、

三
十
年

目
の

「伝
統
入
り
」
を
目
指
し
て
・
:
。
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@
八
戸
市

環
境
と
の
共
生
に
見
え
る
も
の

平

成

十
六
年
二
月
、
八
戸
市
に
吉
報
が

入
っ
た
。
我
ら
が
誇
る
「
入
戸
三
社
大
祭
」

が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。
例
年
七
月
三
十

一
日
か
ら
八
月
四

み
や
び

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
三
社
大
祭
は
、
雅
な

は

や

し

け

ん

お
曜
子
に
引
か
れ
た
約
三
十
台
の
豪
華
絢

ら
ん欄
た
る
山
車
が
練
り
歩
く
祭
り
で
、

主
に

市
内
の
町
内
会
が
支
え
る
手
作
り
の
祭
り

で
あ
る
。
「
日
本

一
の
山
車
祭
り
」
と
い
う

自
負
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
今
回
の
指
定
は

喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
是
非
、
多
く
の

県
外
の
方
に
も
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
東
北
新
幹
線
「
は
や
て
」
に
乗
っ
て
。

青

森

県
南
東
部
に
あ
る
八
戸
市
は
、
西

に
は
る
か
に
八
甲
由
連
峰
を
臨
み
、
東
は

太
平
洋
に
面
し
、

三
陸
リ
ア
ス
式
海
岸
の

北
端
に
位
置
す
る
。
イ
カ
の
水
揚
げ
世
界

一
の
八
戸
漁
港
、
新
産
業
都
市
の
指
定
を

契
機
と
し
た
臨
海
部
の
産
業
集
積
、
年
間

貨
物
取
扱
量
三
千
万
ト
ン
を
超
え
る
八
戸

港
な
ど
、
当
市
は
海
か
ら
開
け
、
海
と
と

も
に
発
展
し
て
き
た
。
加
え
て
、

三
沢

(八
一戸
)
空
港
や
東
北
縦
貫
自
動
車
道
八

戸
線
が
相
次
い
で
整
備
さ
れ
、
平
成
十
四

年
十
二
月
の
東
北
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、

ま
さ
に
当
市
は
、
北
東
北
の
陸
・
海
・
空

の
交
通
の
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
基
礎
素
材
型
産
業
の
集
積
と
技

術
集
積
に
よ
り
、
あ
お
も
り
エ
コ
タ
ウ
ン

プ
ラ
ン
が
同
十
四
年
十
二
月
に
国
の
承
認

を
受
け
、
臨
海
部
に
集
積
し
た
企
業
群
が

有
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
を
連
携
さ
せ

た
、
完
全
な
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

翌
十
五
年
四
月
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
l
ト

の
指
定
も
受
け
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
分

野
を
中
心
と
し
た
新
産
業
創
出
の
基
盤
整

備
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ

し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構

(
N
E
D
O
)
の
委
託

を
受
け
、
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
地
域
集
中

実
証
研
究
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
同
十

五
年
五
月
に
認
定
を
受
け
た
青
森
県
環

境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
創
造
特
区
の
特
定

事
業
で
、
下
水
処
理
の
過
程
で
発
生
す
る

メ
タ
ン
ガ
ス
を
電
気
に
変
え
、
自
営
線
で

近
隣
の
小
・
中
学
校
、
市
庁
舎
な
ど
を
結

ん
で
電
気
を
供
給
し
、
さ
ら
に
供
給
先
施

設
で
も
風
力
や
太
陽
光
発
電
を
行
い
、
複

数
の
電
力
を
組
み
合
わ
せ
、
供
給
を
安
定

さ
せ
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
想
は
、
全

国
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
ゃ
、
産
学
官

民
の
新
幹
椋
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
、
交

通
利
便
性
の
向
上
と
宣
伝
効
果
か
ら
、
昨

年
は
大
変
多
く
の
お
客
様
に
八
一戸
に
お
越

し
い
た
だ
い
た
。
昨
年
当
地
で
開
催
さ
れ

た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
も
、

二
日
以
上
に
わ

た
る
も
の
が
二
倍
以
上
に
増
え
、
夜
の
ま

ち
で
も
出
張
つ
い
で
の
方
を
多
く
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

新
た
な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
を
明
示
し
て
お

り
、
当
市
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
、
自

然
な
ど
に
つ
い
て
、
後
追
い
的
で
は
な
く

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
そ
れ
を
情

報
発
信
し
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
が

青
森
県
八
軒

一
申
村
寿
文

観
光
資
源
と
な
り
産
業
観
光
と
成
り
得
る
。

当
地
に
は
、
縄
文
晩
期
の
代
表
的
な

遺
跡
・
是
川
遺
跡
が
あ
る
が
、
最
近
の
研

究
で
は
、
高
い
文
化
と
生
活
様
式
を
備
え

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

純
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
自
然
と
の
共
生
」

「人
間
性
の
回
復
」「
地
産
地
消
」
「
持
続
的

社
会
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、

大
事
な
の
は
技
術
論
で
は
な
く
、
社
会
の

あ
り
方
を
変
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
縄
文
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

当
市
は
、
近
隣
七
町
村
と
の
合
併
を
目

指
し
て
お
り
、
森
、
川
、
山
、
海
と
い
う

盟
か
で
美
し
い
自
然
と
共
生
し
た
、
住
ん

で
い
る
人
々
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
実
現
に
当
た
っ
て
は
解

決
す
べ
き
諜
題
が
山
積
し
て
い
る
。
と
は

い
え
、

二
千
年
以
上
の
時
を
経
た
縄
文
に

通
じ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
時
に
太
古
の
ロ

マ
ン
を
感
じ
、
心
躍
る
も
の
で
も
あ
る
。
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住
ん

で
い
る
人
々
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
実
現
に
当
た
っ
て
は
解

決
す
べ
き
諜
題
が
山
積
し
て
い
る
。
と
は

い
え
、

二
千
年
以
上
の
時
を
経
た
縄
文
に

通
じ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
時
に
太
古
の
ロ

マ
ン
を
感
じ
、
心
躍
る
も
の
で
も
あ
る
。



日野市学綬鎗食地元野菜等連絡会/東京都日野市 地元農家の畑で子供たちが

.活力のあるまちづくり部門 (p15)
9マネギとりを体験

東和銀座商庖街振興組合/東京都足立区

.活力のあるまちづくり都内 (p14)

平成15隼鹿

地腸づくり
総務大軍表彰

金沢大野くらくらアート

プロジェクト実行委員会

石川県金沢市

・活力のあるまちづくり

部門 (p17)

劇団・箸消興行/兵庫県加美町 ・活力のあるまちづくり部門 (p18)

夏のアートフ工スティパル

日野市学綬鎗食地元野菜等連絡会/東京都日野市 地元農家の畑で子供たちが

.活力のあるまちづくり部門 (p15)
9マネギとりを体験

東和銀座商庖街振興組合/東京都足立区

.活力のあるまちづくり都内 (p14)

平成15隼鹿

地腸づくり
総務大軍表彰

金沢大野くらくらアート
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石川県金沢市
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劇団・箸消興行/兵庫県加美町 ・活力のあるまちづくり部門 (p18)

夏のアートフ工スティパル



金沢市 ・活力のあるまちづくり部門 (p28) 金沢湯桶創作の森 ・施設全豪

江の川カヌーツーリング講座 (三次市作木町)

黒川温泉観光旅館協同組合/熊本県南小国町

・活力のあるまちづくり部門 (p20)

愛知県豊恨村 ・活力のあるまちづくり部門 (p29) 建設が進む交流施設

金沢市 ・活力のあるまちづくり部門 (p28) 金沢湯桶創作の森 ・施設全豪

江の川カヌーツーリング講座 (三次市作木町)

黒川温泉観光旅館協同組合/熊本県南小国町

・活力のあるまちづくり部門 (p20)

愛知県豊恨村 ・活力のあるまちづくり部門 (p29) 建設が進む交流施設



阪神地縛多言語生活情報作成委員会

兵庫県尼崎市ほか

・世界に聞かれたまちづくり部門 (p33)

茨織県真壁町

.活力のあるまち

づくり部門 (p27)

特定非営利活動法人バリアフリーシステム縫進協会

福井市 ・世界に開かれたまちづくり部門 (p32)
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福井市 ・世界に開かれたまちづくり部門 (p32)



佐賀県唐津市

・世界に凋かれた

まちづくり部門

(p35) 

韓国麗水市で実施さ

れた日本屋台祭り

-世界に閑かれたまちづくり部門

(p36) 

岩手県水沢市 ・情報化によるまちづくり吉E門 (p37)

京都府精華町 ・情報化によるまちづくり部門 (p38) 兵庫県洲本市・情報化によるまちづくり部門 (p39)

佐賀県唐津市

・世界に凋かれた

まちづくり部門

(p35) 

韓国麗水市で実施さ

れた日本屋台祭り

-世界に閑かれたまちづくり部門

(p36) 

岩手県水沢市 ・情報化によるまちづくり吉E門 (p37)

京都府精華町 ・情報化によるまちづくり部門 (p38) 兵庫県洲本市・情報化によるまちづくり部門 (p39)



住
民
と
体
に
な
っ
た
文
化

財
活
用
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り

園置置置置富田園圏轟置

町
長

• 平
間
小
四
郎

真
壁
町
は
、
茨
城
県
の
西
部
に
位
置
し
、

筑
波
山
系
の
す
そ
野
に
広
が
る
人
口
約
二

万
人
の
自
然
豊
か
な
町
で
、
国
指
定
史
跡

「
真
壁
城
跡
」
の
名
が
示
す
通
り
、
古
く

か
ら
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
町
内

に
は
蔵
や
町
屋
、
門
な
ど
、
歴
史
を
し
の

ば
せ
る
古
い
建
物
が
数
多

く
残
っ
て
お
り
、
有
形
文

化
財
に
登
録
す
る
こ
と
に

よ
り
保
存
活
用
を
図
っ
て

い
る
。
主
な
産
業
は
、
加

波
山
か
ら
産
出
さ
れ
る
良

質
の
花
こ
う
岩
(
御
影
石
)

を
利
用
し
た
石
材
業
で
、

墓
石
や
灯
ろ
う
な
ど
の
加

工
製
品
は
ほ
ぼ
全
国
に
出

荷
さ
れ
、
生
産
額
は
日
本

一
を
誇
っ
て
い
る
。

町
の
大
字
真
壁
地
区
と

そ
の
周
辺
に
は
、
歴
史
的
建
造
物
が
数
多

く
残
っ
て
い
た
が
、
近
代
化
と
と
も
に

徐
々
に
取
り
壊
さ
れ
て
き
た
。
約
十
年
前
、

住
民
か
ら
保
存
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、

住
民
団
体
が
結
成
さ
れ
、
街
並
み
保
存
運

動
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
数
多

く
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
団

体
が
設
立
さ
れ
、

町
も
こ
れ
に
合

わ
せ
、
平
成
八

年
十
月
に
始
ま

っ
た
国
の
有
形

文
化
財
登
録
制

度
に
取
り
組
み
、

毎
年
十
五
棟
前

後
の
登
録
を
申

請
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

真壁の街並み

示 r町、 受士調業者 え登る録れ録 る極る障録体反な化度 r町、
し保「ー講壁達に育 一 、録 o ま作平よ的とがさの応つ財に登zzz霊芝草 ZT努写喜禁TgZき卒 Z長主去をで252史空自暴
も動 7;種集をし組た、 23五 三 を十開 ー な応録こもう主る由て化町文
地とど交め開つみめ歴菌十年受四始年つしにと生活所 。に規財村化

2iを流 ZTふ 三 ぶ高町件度け棟し度合ffZf警喜義清製製第財
号lミ塁注モ主t苦3霊号室 !iごgi登 れ積か支登ご主 Z警同証が
き清 る 票Z7f 主勢 E 陣;-ど4杢fE=ーと:.~_~_:._~.-r:z 宗管 Z 宅葉 lこ
たの 、J らでで化建+回昨:ι=ー町田恒星j爵菌室湖 、対があの 、J
方 多含材再築三 rpf・・・r..立 ELEEr-住し特り指
策 数め料興技 Jご圃園田・園田E量1..・i商量量置巌 民拒徴、定
元を のたの 事 術 ~F 可也E・E・闘J~_匝J.ーー一 団否と文制

んまり~_..・・・幽íl ~位以ゐ"I iお てプも休商
でち」可".・・・・ー・圃民 畑圃圃圃圃りまいン石憩庖
いづの 7 唖・・・・・・・国層調量-置・・・・・ 、たるさ蔵所会
るく開 祖・・・・・・・・市・地 、 。せをとが

。り催 ・・・・・・.i璽圏直E・E 場異 る利し(な L__"，'..E二二孟ごーァ.産業 な用て歴
人ど土壁主主 一一一一 一 業種 どし活史

で問 、た用的
く街真示で戸家さ夜配とる録業あの 広布を建
り並壁しの時庭ら祭置も通文者る交 がの始造
)みのたひ代がけ」しるり化と石流 り展め物
がを史「なか協遍をた石に財連材も え示るを
着活ひ蔵人ら力域開「灯明の携業広 克場と案
々用なの形平しの催まろか多し者が せを 否
としま街を成、 -kか2りく、がつ 始オ個鼠
進たつ・展ま江取 0へをの残登商て め l人兼

ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
ば
か
り
な
の
で
、

新
た
な
拠
点
施
設
を
建
設
す
る
と
い
っ
た

派
手
な
取
り
組
み
は
な
い
が
、
住
ん
で
住

み
や
す
く
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
テ

l
マ

に
、
町
民
と
行
政
と
が

一
体
と
な
っ
て

着
々
と
進
め
て
き
た
こ
と
が
、
今
回
の
総

務
大
臣
表
彰
と
い
う
形
に
表
れ
た
も
の
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
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古
民
家
群
を
創
作
と

交
流
の
場
に
l

金
沢
湯
涌
創
作
の
森• 山

出

保

金
沢
の
歴
史
は

一
五
人
三
年
、
初
代
藩

主
の
前
田
利
家
が
金
沢
城
に
入
っ
た
時
に

始
ま
る
。
以
降
四
百
二
十
年
の
問
、
金
沢

の
街
は
大
き
な
戦
争
や
災
害
を
被
る
こ
と

も
な
く
、
滞
政
期
の
遺
構
と
も
い
え
る
た

た
ず
ま
い
と
自
然
文
化
を
残
し
、
「
平
和

と
文
化
の
相
関
を
実
証
す
る
」
日
本
で
は

数
少
な
い
ま
ち
の

一
つ
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、
市

内
で
も
数
多
く
の
歴
史
的
建

造
物
が
取
り
壊
さ
れ
始
め
た
。

当
時
、
こ
れ
を
惜
し
み
、
解

体
さ
れ
る
明
治
・
大
正
期
の

建
物
を
集
め
、
保
存
・
展
示

を
す
る
民
間
施
設
が
作
ら
れ

運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成

九
年
、
経
営
難
に
よ
り
開
園

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
化
財

の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
金

沢
市
が
こ
れ
を
取
得
し
た
。

、

里
山
の
新
た
な
文
化
活
動

J

r拠
点
と
し
て
整
備

、

施
設
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
車
で
二
十

分
、
金
沢
の
"
奥
座
敷
“
と
し
て
古
く
か

ら
親
し
ま
れ
て
き
た
湯
涌
温
泉
の
入
口
に

位
置
す
る
。
再
生
に
当
た
っ
て
は
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、
約
九
万
平
方
メ

ー
ト
ル
の
敷
地
に
点
在
す
る
歴
史
的
建
造

物
に
新
し
い
息
を
吹
き
込

む
た
め
、
金
沢
美
術
工
芸

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
先
生
方
の
提
言
を
得

て
、
整
備
構
想
を
策
定
し

た
。
そ
し
て
、
自
然
の
中

に
市
民
や
観
光
客
が
集
う

里
山
の
新
た
な
文
化
活
動

拠
点
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
創
作
の
場
、
交
流
研
修
の
場
、
自
然

体
験
の
場
と
し
て
、
平
成
十
五
年
十
月
四

日
に
「
金
沢
湯
涌
創
作
の
森
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。

グたら立本 ー スとてれ多賀 ま修集さ種のなえ用行シ群
ル企学地市層タいい、く友金れ棟いまセ場創るいえルは有
l業生すはのッうる現の禅沢変、語ざミと作「たるク、形
プ研のる多厚フ新 。代伝をにわ宿りまチな活染草「ス木登
の修ゼ大くみのた創に統ははっ泊合な l つ動織本版ク墜録
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っ
た
こ
れ
ら
歴
史
的
建
造
物
を
、
自
由
な

発
想
で
多
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

、

近
隣
の
施
設
と
連
携
し
た

J

r自
然
・
文
化
ゾ

l
ン
に

、

多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
各
分
野
の
す
そ
野
の
広
が
り
が
不
可

欠
で
あ
り
、
施
設
に
は
専
門
的
な
創
作
設

備
も
充
実
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
委
鴨

し
た
民
間
人
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
染
め
、
織

り
、
版
画
の
基
礎
講
座

や
体
験
講
座
を
企
画
・

開
催
し
、
市
民
に
技
術

習
得
や
創
作
の
楽
し
さ

を
実
感
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

2004・4月号鵠記憾@

ま
た
施
設
を
貸
し
出

す
だ
け
で
な
く
、
染
料

植
物
の
育
成
管
理
や
染

料
抽
出
、
道
具
・
設
備

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、

利
用
者
に
も
管
理
運
営
に
参
加
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
運
営
す
る
施
設
を

目
指
し
て
い
る
。
ま
た
近
隣
で
の
施
設
や

温
泉
街
と
も
連
携
を
取
り
、
市
民
が
気
軽

に
親
し
み
、
楽
し
め
る
自
然
・
文
化
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
地
域
・
施
設
の
魅
力
を
十
分

に
発
信
し
、
地
区
全
体
の
集
客
力
を
高
め
、

さ
ら
な
る
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
施
設
と

し
て
い
き
た
い
。

古
民
家
群
を
創
作
と

交
流
の
場
に
l

金
沢
湯
涌
創
作
の
森• 山

出

保

金
沢
の
歴
史
は

一
五
人
三
年
、
初
代
藩

主
の
前
田
利
家
が
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沢
城
に
入
っ
た
時
に
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。
以
降
四
百
二
十
年
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問
、
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沢
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大
き
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戦
争
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災
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を
被
る
こ
と

も
な
く
、
滞
政
期
の
遺
構
と
も
い
え
る
た

た
ず
ま
い
と
自
然
文
化
を
残
し
、
「
平
和

と
文
化
の
相
関
を
実
証
す
る
」
日
本
で
は

数
少
な
い
ま
ち
の

一
つ
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、
市

内
で
も
数
多
く
の
歴
史
的
建

造
物
が
取
り
壊
さ
れ
始
め
た
。

当
時
、
こ
れ
を
惜
し
み
、
解

体
さ
れ
る
明
治
・
大
正
期
の

建
物
を
集
め
、
保
存
・
展
示

を
す
る
民
間
施
設
が
作
ら
れ

運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成

九
年
、
経
営
難
に
よ
り
開
園

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
化
財

の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
金

沢
市
が
こ
れ
を
取
得
し
た
。

、

里
山
の
新
た
な
文
化
活
動

J

r拠
点
と
し
て
整
備

、

施
設
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
車
で
二
十

分
、
金
沢
の
"
奥
座
敷
“
と
し
て
古
く
か

ら
親
し
ま
れ
て
き
た
湯
涌
温
泉
の
入
口
に

位
置
す
る
。
再
生
に
当
た
っ
て
は
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、
約
九
万
平
方
メ

ー
ト
ル
の
敷
地
に
点
在
す
る
歴
史
的
建
造

物
に
新
し
い
息
を
吹
き
込

む
た
め
、
金
沢
美
術
工
芸

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
先
生
方
の
提
言
を
得

て
、
整
備
構
想
を
策
定
し

た
。
そ
し
て
、
自
然
の
中

に
市
民
や
観
光
客
が
集
う

里
山
の
新
た
な
文
化
活
動

拠
点
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
創
作
の
場
、
交
流
研
修
の
場
、
自
然

体
験
の
場
と
し
て
、
平
成
十
五
年
十
月
四

日
に
「
金
沢
湯
涌
創
作
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森
」
が
オ
ー
プ
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。
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分
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が
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可
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、
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な
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も
充
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の
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、
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民
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が
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、
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ま
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設
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く
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の
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成
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や
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、
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具
・
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の
メ
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ス
な
ど
、
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者
に
も
管
理
運
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に
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加
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も
ら

い
な
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ら
、
み
ん
な
で
運
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る
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目
指
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る
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た
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で
の
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や
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と
も
連
携
を
取
り
、
市
民
が
気
軽

に
親
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み
、
楽
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る
自
然
・
文
化
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
地
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・
施
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の
魅
力
を
十
分

に
発
信
し
、
地
区
全
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の
集
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め
、

さ
ら
な
る
活
性
化
に
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で
き
る
施
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き
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。



過
疎
高
齢
化
対
策
の
柱
に

都
市
と
の
交
流
事
業

国置置置理軍国置置墨書量量

• 
豊
根
村
は
、
愛
知
県
の
東
北
部
に
位
置

す
る
。
長
野
・
静
岡
と
県
境
を
接
し
、
愛

知
県
の
最
高
峰
茶
臼
山
(
一
四

一
五
メ
ー

ト
ル
)
の
山
麓
に
広
が
る
面
積

二
二

平

方
キ
ロ
、
人
口
千
四
百
人
、
ダ
ム
建
設
に

よ
っ
て
過
疎
化
に
拍
車
の
掛
か
っ
た
村
で

あ
る
。

ダ
ム
建
設
当
時
は
、
村
の
財
政
力
も
良

く
、
ハ
コ
物
の
建
設
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

し
か
し
建
設
計
画
に
は
住
民
の
参
〆
加
が
な

く
、
現
在
で
は
維
持
管
理
に
大
変
な
状
態

と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
村
で
は
平
成
十
二
年
度
に
住

民
参
加
の
総
合
計
画
を
策
定
し
、
「
村
民

み
ん
な
家
族
」
「
対
話
す
る
元
気
な
村
」

を
目
指
し
て
動
き
だ
し
た
。
そ
の

一
つ
と

し
て
、
住
民
が
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
活

力
を
持
っ
た
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
住
民
が
協
働
で
実
施
す
る
「
地

豊
根
村
役
場
総
務
課

企
画
係
長

・

青
山
重
夫

域
協
働
支
援
事
業
」
を
平
成
十
三
年
度
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
住
民
が
参
加
す
る
地

域
づ
く
り
に
必
要
な
原
材
料
、
機
械
リ
ー

ス
料
に
対
し
百
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助

す
る
事
業
で
、
十
三
年
か
ら
翌
十
四
年
の

一一
カ
年
で
二
十
二
の
事
業
を
行
っ
た
。

具
体
的
な
都
市
と
の
交
流
事
業
と
し
て

は
、
ま
ず
「
山
村
体
験
宿
泊
事
業
」
が
あ

る
。
同
事
業
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
延

べ
四
千
人
の
子
供
た
ち
を
迎
え
入
れ
、
農

村
民
家
へ
泊
ま
り
、
山
村
な
ら
で
は
の
体

験
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

山村体験宿泊

、

事
業
参
加
の
学
生
が

J

r地
時
づ
く
り
を
提
言

、

続
い
て
、
「
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン

事
業
」
は
、

一平
成
八
年
か
ら
現
在
ま
で
学

生
二
十
八
人
を
受
け
入
れ
、
生
活
・
交
流

を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
へ
の
提
言
な
ど
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
活
動
終
了
後
も
、

学
生
や
O
B
が
「
と
よ
ね
サ
ボ
l
タ
1
ズ」

を
立
ち
上
げ
、
長
年
に
わ
た
り
幅
広
い
分

野
で
の
情
報
交
換
・
提
案
な
ど
を
し
て
も

ら
い
、
"
田
舎
の
親
せ
き
“
の
よ
う
な
交

流
を
行
っ
て
い
る
。

「
地
域
間
交
流
支
援
事
業
」
は
、
国
の

支
援
を
得
て
、
交
流
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
都
会
に
住
む

人
に
と
っ
て
、
農
山
村
に
生
活
の
場
を
移

す
に
は
大
き
な
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
。
そ
こ
で
本
村
で
は
、
短
期
滞
在
棟

を
地
元
間
伐
材
を
利
用
し
て
建
設
し
た
。

こ
れ
は
地
域
住
民
と
の
交
流
に
よ
り
遊
休

農
地
な
ど
の
活
用
方
法
を
地
域
と

一
体
に

な
っ
て
考
え
、
新
た
な
就
労
の
場
を
つ
く

る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
イ
事
業
」
は
、

現
在
ま
で
二
十
八
人
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
参
加
者
の
中
に
は
、
真
剣
に
田
舎
暮

ら
し
を
考
え
始
め
た
人
や
、
長
期
間
滞
在

し
て
多
く
の
住
民
と
か
か
わ
り
た
い
と
い

う
人
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
受

け
入
れ
る
農
林
家
も
い
ろ
い
ろ
な
面
を
見

直
す
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

、

積
極
的
な
住
民
参
加

J

rで
"
地
織
に
自
信
“

‘、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
間
に
は
、
意
識
の
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
過
疎

化
・
少
子
高
齢
化
で
悩
ん
で
い
る
本
村
と

し
て
も
、
都
市
部
の
人
と
接
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
価
値
観
を
見
い
だ
し
、
地
域
に
自

信
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
山
村

の
あ
り
方
に
気
付
き
、
積
極
的
な
住
民
参

加
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
の
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
は
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
培
っ
て
き
た
成
果
に
対
す

る
評
価
で
あ
る
と
、
住
民
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。
本
年
度
、
地
域
住
民
参
加
の
下
、

都
市
部
の
人
と
語
り
合
え
る
、
昭
和
初
期

風
の
施
設
を
建
設
し
、
さ
ら
な
る
交
流
を

目
指
し
て
い
る
。

現
在
、
各
地
域
に
お
い
て
町
村
合
併
が

進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
住
民
と
培
っ

て
き
た
こ
と
を
財
産
と
し
て
、
今
後
も
よ

り
多
く
の
参
加
を
得
て
、
事
業
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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岡
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。
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。
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。
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。
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が
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、
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く
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の

一一
カ
年
で
二
十
二
の
事
業
を
行
っ
た
。

具
体
的
な
都
市
と
の
交
流
事
業
と
し
て

は
、
ま
ず
「
山
村
体
験
宿
泊
事
業
」
が
あ

る
。
同
事
業
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
延

べ
四
千
人
の
子
供
た
ち
を
迎
え
入
れ
、
農

村
民
家
へ
泊
ま
り
、
山
村
な
ら
で
は
の
体

験
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

山村体験宿泊

、

事
業
参
加
の
学
生
が

J

r地
時
づ
く
り
を
提
言

、

続
い
て
、
「
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン

事
業
」
は
、

一平
成
八
年
か
ら
現
在
ま
で
学

生
二
十
八
人
を
受
け
入
れ
、
生
活
・
交
流

を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
へ
の
提
言
な
ど
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
活
動
終
了
後
も
、

学
生
や
O
B
が
「
と
よ
ね
サ
ボ
l
タ
1
ズ」

を
立
ち
上
げ
、
長
年
に
わ
た
り
幅
広
い
分

野
で
の
情
報
交
換
・
提
案
な
ど
を
し
て
も

ら
い
、
"
田
舎
の
親
せ
き
“
の
よ
う
な
交

流
を
行
っ
て
い
る
。

「
地
域
間
交
流
支
援
事
業
」
は
、
国
の

支
援
を
得
て
、
交
流
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
都
会
に
住
む

人
に
と
っ
て
、
農
山
村
に
生
活
の
場
を
移

す
に
は
大
き
な
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
。
そ
こ
で
本
村
で
は
、
短
期
滞
在
棟

を
地
元
間
伐
材
を
利
用
し
て
建
設
し
た
。

こ
れ
は
地
域
住
民
と
の
交
流
に
よ
り
遊
休

農
地
な
ど
の
活
用
方
法
を
地
域
と

一
体
に

な
っ
て
考
え
、
新
た
な
就
労
の
場
を
つ
く

る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
イ
事
業
」
は
、

現
在
ま
で
二
十
八
人
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
参
加
者
の
中
に
は
、
真
剣
に
田
舎
暮

ら
し
を
考
え
始
め
た
人
や
、
長
期
間
滞
在

し
て
多
く
の
住
民
と
か
か
わ
り
た
い
と
い

う
人
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
受

け
入
れ
る
農
林
家
も
い
ろ
い
ろ
な
面
を
見

直
す
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

、

積
極
的
な
住
民
参
加

J

rで
"
地
織
に
自
信
“

‘、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
間
に
は
、
意
識
の
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
過
疎

化
・
少
子
高
齢
化
で
悩
ん
で
い
る
本
村
と

し
て
も
、
都
市
部
の
人
と
接
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
価
値
観
を
見
い
だ
し
、
地
域
に
自

信
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
山
村

の
あ
り
方
に
気
付
き
、
積
極
的
な
住
民
参

加
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
の
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
は
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
培
っ
て
き
た
成
果
に
対
す

る
評
価
で
あ
る
と
、
住
民
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。
本
年
度
、
地
域
住
民
参
加
の
下
、

都
市
部
の
人
と
語
り
合
え
る
、
昭
和
初
期

風
の
施
設
を
建
設
し
、
さ
ら
な
る
交
流
を

目
指
し
て
い
る
。

現
在
、
各
地
域
に
お
い
て
町
村
合
併
が

進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
住
民
と
培
っ

て
き
た
こ
と
を
財
産
と
し
て
、
今
後
も
よ

り
多
く
の
参
加
を
得
て
、
事
業
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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デ
ザ
イ
ン
振
興
に
よ
る

地
場
産
業
の
活
性
化

海
南
市
は
、
和
歌
山
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
美
し
い
山
と
海
に
固
ま
れ
、
温
暖
な

気
候
と
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
に
恵
ま

れ
た
人
口
約
四
万
五
千
人
の
ま
ち
で
あ
る
。

現
在
、
市
の
代
表
的
な
産
業
と
し
て
は
、

臨
海
部
の
埋
立
地
に
立
地
す
る
鉄
鋼
、
石

油
、
電
力
な
ど
の
基
幹
産
業
を
は
じ
め
、

室
町
時
代
が
起
源
と
い
わ
れ
国
の
「
伝
統

工
芸
品
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る

紀
州
漆
器
、
全
国
で
圧
倒
的
な

シ
ェ
ア
を
誇
る
日
用
家
庭
用
品

(
水
回
り
口
問
)
、
家
具
な
ど
の
地

場
産
業
、
海
南
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
パ

l
ク
に
集
積
し
つ
つ
あ

る
先
端
的
技
術
産
業
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

、

官
民
一
体
で
デ
ザ
イ

J

rン
事
業
に
取
り
組
む

、

中
で
も
本
市
の
特
産
で
あ
る

地
場
産
業
は
、
長
い
年
月
を
か

け
、
ま
ち
の
成
長
・
発
展
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
産
業
だ
が
、

海
南
市
産
業
情
報
部
商
工
振
興
課

課長

・

田
村
彰
男

そ
の
多
く
は
家
族
的
経
営
の
い
わ
ゆ
る
零

細
企
業
で
あ
る
。
昨
今
の
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
や
消
費
者
ニ

l
ズ
の
多
様

化
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
で
は
、

こ
れ
ら
地
場
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
、

現
在
の
厳
し
い
競
争
に
打
ち
勝
つ
、
付
加

価
値
の
高
い
"
魅
力
あ
る

商
品
づ
く
り
“
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
市
と
地
場

産
業
な
ど
と
が

一
体
と
な

っ
て
、
平
成
七
年
度
か
ら

悶
デ
ザ
イ
ン
振
興
事
業
に
取

一
切
り
組
ん
で
い
る
。

汀
市
の
デ
ザ
イ
ン
振
興
事

刀
業
は
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

ト
事
業
(
以
下
「
コ
ン
ペ
」
)

引
を
メ
イ
ン
に
、
"
デ
ザ
イ

肝
ン
“
を
テ
l
マ
と
し
た
講

時
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
デ
ザ

刊
イ
ナ
l
と
事
業
者
(
地
場

産
業
)
と
の
交
流
会
の
開
催
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

中
で
も
同
八
年
度
か
ら
隔
年
開
催
の
コ

ン
ペ
は
、
本
市
の
地
場
産
業
振
興
関
連
施

策
の
目
玉
と
な
る
事
業
で
あ
る
。
そ
の
仕

組
み
を
大
ま
か
に
言
え
ば
、
「
ま
ず
始
め

に
本
市
の
地
場
産
業
の
新
た
な
商
品
化
に

つ
な
が
る
、
よ
り
実
践
的
な
テ

l
マ

(例
H

家
事
が
楽
し
く
な
る
実
用
的
な
生

活
グ
ツ
ズ
な
ど
)
を
設
定
。
次
に
こ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
に
広
く
ア
イ
デ
ア

の
募
集
を
行
い
、
応
募
さ
れ
た
す
べ
て
の

作
品
に
つ
い
て
世
界
的
に
有
名
な
工
業
デ

ザ
イ
ナ
ー
(
喜
多
俊
之
氏
、
川
崎
和
男
氏

な
ど
)
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
受
賞
作
品

(
大
賞
二
百
万
円
ほ
か
)
を
決
定
す
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
コ
ン
ペ
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

応
募
点
数
も
増
え
、
行
政
が
行
う
コ
ン
ペ

と
し
て
は
日
本
の
四
大
コ
ン
ペ
の

一
つ
に

数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
今
で
は

デ
ザ
イ
ン
業
界
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
る

に
至
っ
て
い
る
。

、

コ
ン
ペ
受
賞
作
晶
の

J

r高
晶
化
で
活
性
化
に
弾
み
、

本
事
業
の
最
大
の
目
的
は
、
地
場
産
品

の
新
た
な
商
品
化
に
よ
る
産
業
の
活
性
化

で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
は
か
な
り
難
し
い

問
題
で
、
思
い
描
い
て
い
た
成
果
が
な
か

な
か
出
ず
、
事
業
の
存
続
さ
え
疑
問
視
さ

れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
る
な
ど
、
大
変
苦

し
い
状
態
が
続
い
た
。

当
初
、
応
募
者
(
デ
ザ
イ
ナ
ー
)
、
審

査
員
、
地
場
産
業
界
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
・

30 

思
惑
に
大
き
な
聞
き
が
あ
っ
た
が
、
度
重

な
る
議
論
や
意
見
交
換
な
ど
を
地
道
に
根

気
よ
く
続
け
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
双
方
の

考
え
方
の
温
度
差
も
徐
々
に
縮
ま
り
、
官

と
民
が

一
体
と
な
っ
て
「
応
募
作
品
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
の
出
合
い
に
よ
る
新
た
な
商

品
開
発
」
と
い
っ
た
本
来
の
目
的
が
達
成

さ
れ
る
よ
う
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

コ
ン
ペ
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
見
直
し
ゃ

改
良
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
十
四
年
度
コ
ン
ペ
の

受
賞
作
品
二
点
が
見
事
に
商
品
化
さ
れ
、

ま
た
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
商
品
開
発
の

動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
よ

う
や
く
目
に
見
え
る
形
で
の
成
果
が
出
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
官
民
双
方
か
ら
「
こ
の
よ
う

な

一
連
の
取
り
組
み
こ
そ
が
"
デ
ザ
イ
ン
“

で
あ
る
!
」
と
の
高
い
評
価
を
得
、
十
五

年
度
総
務
大
臣
表
彰
と
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
(
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
賞
)
を
ダ
ブ

ル
受
賞
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

同
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま

え
、
今
後
さ
ら
に
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
た
新

た
な
商
品
化
な
ど
に
よ
る
地
場
産
業
の
振

興
・
活
性
化
を
目
指
し
、
産
・
官
・
学

(
和
歌
山
大
学
)
が

一
体
と
な
っ
て

I
T

を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
。
そ
し
て
現

行
の
コ
ン
ペ
シ
ス
テ
ム
を
事
業
者
(
地
場

産
業
)
に
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
販
路
開

拓
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
、
よ
り
実
践
的

か
つ
戦
略
的
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
所
存
で
あ
る
。
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デ
ザ
イ
ン
振
興
に
よ
る

地
場
産
業
の
活
性
化

海
南
市
は
、
和
歌
山
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
美
し
い
山
と
海
に
固
ま
れ
、
温
暖
な

気
候
と
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
に
恵
ま

れ
た
人
口
約
四
万
五
千
人
の
ま
ち
で
あ
る
。

現
在
、
市
の
代
表
的
な
産
業
と
し
て
は
、

臨
海
部
の
埋
立
地
に
立
地
す
る
鉄
鋼
、
石

油
、
電
力
な
ど
の
基
幹
産
業
を
は
じ
め
、

室
町
時
代
が
起
源
と
い
わ
れ
国
の
「
伝
統

工
芸
品
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る

紀
州
漆
器
、
全
国
で
圧
倒
的
な

シ
ェ
ア
を
誇
る
日
用
家
庭
用
品

(
水
回
り
口
問
)
、
家
具
な
ど
の
地

場
産
業
、
海
南
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
パ

l
ク
に
集
積
し
つ
つ
あ

る
先
端
的
技
術
産
業
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

、

官
民
一
体
で
デ
ザ
イ

J

rン
事
業
に
取
り
組
む

、

中
で
も
本
市
の
特
産
で
あ
る

地
場
産
業
は
、
長
い
年
月
を
か

け
、
ま
ち
の
成
長
・
発
展
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
産
業
だ
が
、

海
南
市
産
業
情
報
部
商
工
振
興
課

課長

・

田
村
彰
男

そ
の
多
く
は
家
族
的
経
営
の
い
わ
ゆ
る
零

細
企
業
で
あ
る
。
昨
今
の
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
や
消
費
者
ニ

l
ズ
の
多
様

化
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
で
は
、

こ
れ
ら
地
場
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
、

現
在
の
厳
し
い
競
争
に
打
ち
勝
つ
、
付
加

価
値
の
高
い
"
魅
力
あ
る

商
品
づ
く
り
“
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
市
と
地
場

産
業
な
ど
と
が

一
体
と
な

っ
て
、
平
成
七
年
度
か
ら

悶
デ
ザ
イ
ン
振
興
事
業
に
取

一
切
り
組
ん
で
い
る
。

汀
市
の
デ
ザ
イ
ン
振
興
事

刀
業
は
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

ト
事
業
(
以
下
「
コ
ン
ペ
」
)

引
を
メ
イ
ン
に
、
"
デ
ザ
イ

肝
ン
“
を
テ
l
マ
と
し
た
講

時
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
デ
ザ

刊
イ
ナ
l
と
事
業
者
(
地
場

産
業
)
と
の
交
流
会
の
開
催
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

中
で
も
同
八
年
度
か
ら
隔
年
開
催
の
コ

ン
ペ
は
、
本
市
の
地
場
産
業
振
興
関
連
施

策
の
目
玉
と
な
る
事
業
で
あ
る
。
そ
の
仕

組
み
を
大
ま
か
に
言
え
ば
、
「
ま
ず
始
め

に
本
市
の
地
場
産
業
の
新
た
な
商
品
化
に

つ
な
が
る
、
よ
り
実
践
的
な
テ

l
マ

(例
H

家
事
が
楽
し
く
な
る
実
用
的
な
生

活
グ
ツ
ズ
な
ど
)
を
設
定
。
次
に
こ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
に
広
く
ア
イ
デ
ア

の
募
集
を
行
い
、
応
募
さ
れ
た
す
べ
て
の

作
品
に
つ
い
て
世
界
的
に
有
名
な
工
業
デ

ザ
イ
ナ
ー
(
喜
多
俊
之
氏
、
川
崎
和
男
氏

な
ど
)
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
受
賞
作
品

(
大
賞
二
百
万
円
ほ
か
)
を
決
定
す
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
コ
ン
ペ
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

応
募
点
数
も
増
え
、
行
政
が
行
う
コ
ン
ペ

と
し
て
は
日
本
の
四
大
コ
ン
ペ
の

一
つ
に

数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
今
で
は

デ
ザ
イ
ン
業
界
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
る

に
至
っ
て
い
る
。

、

コ
ン
ペ
受
賞
作
晶
の

J

r高
晶
化
で
活
性
化
に
弾
み
、

本
事
業
の
最
大
の
目
的
は
、
地
場
産
品

の
新
た
な
商
品
化
に
よ
る
産
業
の
活
性
化

で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
は
か
な
り
難
し
い

問
題
で
、
思
い
描
い
て
い
た
成
果
が
な
か

な
か
出
ず
、
事
業
の
存
続
さ
え
疑
問
視
さ

れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
る
な
ど
、
大
変
苦

し
い
状
態
が
続
い
た
。

当
初
、
応
募
者
(
デ
ザ
イ
ナ
ー
)
、
審

査
員
、
地
場
産
業
界
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
・

30 

思
惑
に
大
き
な
聞
き
が
あ
っ
た
が
、
度
重

な
る
議
論
や
意
見
交
換
な
ど
を
地
道
に
根

気
よ
く
続
け
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
双
方
の

考
え
方
の
温
度
差
も
徐
々
に
縮
ま
り
、
官

と
民
が

一
体
と
な
っ
て
「
応
募
作
品
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
の
出
合
い
に
よ
る
新
た
な
商

品
開
発
」
と
い
っ
た
本
来
の
目
的
が
達
成

さ
れ
る
よ
う
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

コ
ン
ペ
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
見
直
し
ゃ

改
良
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
十
四
年
度
コ
ン
ペ
の

受
賞
作
品
二
点
が
見
事
に
商
品
化
さ
れ
、

ま
た
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
商
品
開
発
の

動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
よ

う
や
く
目
に
見
え
る
形
で
の
成
果
が
出
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
官
民
双
方
か
ら
「
こ
の
よ
う

な

一
連
の
取
り
組
み
こ
そ
が
"
デ
ザ
イ
ン
“

で
あ
る
!
」
と
の
高
い
評
価
を
得
、
十
五

年
度
総
務
大
臣
表
彰
と
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
(
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
賞
)
を
ダ
ブ

ル
受
賞
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

同
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま

え
、
今
後
さ
ら
に
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
た
新

た
な
商
品
化
な
ど
に
よ
る
地
場
産
業
の
振

興
・
活
性
化
を
目
指
し
、
産
・
官
・
学

(
和
歌
山
大
学
)
が

一
体
と
な
っ
て

I
T

を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
。
そ
し
て
現

行
の
コ
ン
ペ
シ
ス
テ
ム
を
事
業
者
(
地
場

産
業
)
に
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
販
路
開

拓
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
、
よ
り
実
践
的

か
つ
戦
略
的
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

2004・4月号担政事⑭



外
国
人
市
民
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点

画置置E量置画面富国語霊園

運
営
委
員

柿
津
澄
夫

• 

パ
ル
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
研
修

や
ホ
1
ム
ベ
l
ジ
制
作
、
さ
ら
に
は
「
外

国
人
市
民
会
議
」
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
登
録
し
た
国
際
関
係
の
団
体

は
五
十
を
超
え
、
あ
る
団
体
は
日
本
語
学

習
や
相
談
支
援
に
、
ま
た
あ
る
団
体
は
多

文
化
交
流
や
協
力
・
交
流
の
場
と
し
て
ラ

ウ
ン
ジ
で
活
動
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
お
茶
飲
み
会
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
日
曜
日
は
あ
ま
り
人
が
来
な
い
ね
。
お

茶
飲
み
会
で
も
し
よ
う

か」

|

|
こ
ん
な
ボ
ラ
ン

相
模
原
市
に
は
、
九
十
五
カ
国
、

一
万

人
を
超
え
る
外
国
人
市
民
が
生
活
し
て
い

る
。
さ
が
み
は
ら
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
は
、

そ
う
し
た
市
民
へ
の
情
報
提
供
の
場
、
外

国
人
市
民
を
支
援
す
る
市
民
団
体
の
活
動

の
拠
点
、
市
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
相

模
原
市
が
設
置
し
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
運
営
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
は
、

二
百
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
登
録
し
、
通
訳
・
翻
訳
会
、
事
業

部
、
情
報
部
、
広
報
部
、
災

害
時
外
国
人
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
地
域
国
際
理
解
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
部
会
に
属

し
て
、
情
報
提
供
や
多
文
化

交
流
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
企
画
し
、
活
動
し
て
い

る
。ま
た
、
そ
の
時
々
に
委
員

会
を
組
織
し
、
フ
ェ
ス
テ
イ

外国人市民会議「今、これが言いたい・さがみはら」

テ
ィ
ア
の
日
常
的
な
ア

イ
デ
ア
か
ら
「
T
e
a
T

i
m
e」
が
始
め
ら
れ
た
。

今
は
、
事
業
部
に
属
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
企
画
運
営
し
、

既
に
五
十
を
超
え
る
国

の
人
と
文
化
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
多
民
族
多
文
化
交
流
の
場
と
し

て
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
。

、

八
言
語
に
対
訳
し
た
ノ

r情
報
誌
を
発
行

、

会等努21ZどE情書?更長存言語21zz?替特て L
面ツルがばななま報さ、市訳け Zが 。か情しフ学を多地
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こ
の

T
e
a

、

災
害
時
支
撮
ボ
ラ

ノ

''
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
、

「
災
害
の
時
、
外
国
人
市
民
は
災
害
情

報
を
受
け
取
れ
る
だ
ろ
う
か
」

|

|
こ
ん

な
問
い
掛
け
か
ら
、
神
戸
の
外
国
人
被
災

者
か
ら
も
講
師
を
招
き
、
研
究
を
重
ね
、

「
災
害
時
外
国
人
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
組
織
す
る
に
至
っ
た
。
災
害
の
時
に
は
、

ラ
ウ
ン
ジ
に
「災
害
時
外
国
人
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
救
護
所
や

避
難
所
、
地
域
対
策
班
で
情
報
伝
達
な
ど

・

・

・

を

支
援
す
る
。

-
E鵬
「

地

震

の

体

験

の

少

な

・・・
冨災
-

田

鍋
い
外
国
人
市
民
に
地
震
の

・

・

聞

き

と

対

策

を

知

ら

せ

な

司
司
直

列

く

て

は

」

|

|
そ
ん
な
思

J
P
 

一

汗
い
か
ら
防
災
パ
ス
ツ
ア
1

.
ょ

せ

が
始
ま
り
、
毎
年
多
く
の

，

‘

窓
外
国
人
市
民
の
参
加
を
得

J
川
嗣
但
肘
て
い
る
。

4
a
h
γ

、
J

L
詰

言

語

の
部
門
は
通
訳
-

L
S詣
翻
訳
会
が
支
え
、
多
言
語

に
よ
る
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
、
医
療
通

訳
と
し
て
病
院
へ
、
教
育
支
援
と
し
て
学

校
へ
と
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「共
に
生
き
る
た
め
に
」

の
情
熱
と
英
知
は
、
市
・
行
政
の
財
政
と

理
解
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
の

活
動
を
生
み
、
こ
の
四
月
か
ら
F
M多
言

語
放
送
を
実
現
す
る
に
至
っ
た
。
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。
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、
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、
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、
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時
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会
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テ
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テ
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今
は
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に
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の
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運
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災
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の
時
、
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市
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災
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な
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い
掛
け
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の
外
国
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被
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、
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時
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」

を
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汗
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か
ら
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災
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ス
ツ
ア
1

.
ょ

せ

が
始
ま
り
、
毎
年
多
く
の

，

‘

窓
外
国
人
市
民
の
参
加
を
得

J
川
嗣
但
肘
て
い
る
。

4
a
h
γ

、
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L
詰

言

語

の
部
門
は
通
訳
-

L
S詣
翻
訳
会
が
支
え
、
多
言
語

に
よ
る
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
、
医
療
通

訳
と
し
て
病
院
へ
、
教
育
支
援
と
し
て
学

校
へ
と
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「共
に
生
き
る
た
め
に
」

の
情
熱
と
英
知
は
、
市
・
行
政
の
財
政
と

理
解
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
の

活
動
を
生
み
、
こ
の
四
月
か
ら
F
M多
言

語
放
送
を
実
現
す
る
に
至
っ
た
。
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平
成
八
年
設
立
、
会
員
数
十
五
人

在
日
外
国
人
へ
の

育
児
・
健
康
相
談
活
動
を
展
開

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
外
国
人
配
偶
者
が

福
井
県
に
お
い
て
も
急
増
し
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
、
片
言
の
日
本
語
す
ら
で
き
ず

に
来
日
す
る
ケ

1
ス
も
あ
り
、
彼
女
た
ち

の
た
め
の
育
児
・
健
康
支
援
が
急
務
で
あ

る
。
行
政
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
町
村
保

健
婦
の
個
別
訪
問
、
各
国
語
母
子
手
帳

(
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中
国
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語

版
)
の
無
料
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
彼
女
た
ち
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、

気
軽
に
母
国
語
で
話
せ
る
同
郷
の
女
性
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
。

私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
あ
る
病
院
で

は、

一
年
間
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
二
百

余
人
の
う
ち
十
人
(
約
五
%
)
の
お
母
さ

ん
が
外
国
人
女
性
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
中

国
人
五
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
四
人
、
タ
イ

人

一
人
で
、
日
本
語
が
片
言
だ
っ
た
人
が

三
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
サ
ー
ク
ル
開
設

者
の

一
人
は
平
成
十

一
年
六
月
に
病
院
で

国
際
育
児
サ
ー
ク
ル
代
表
理
事

• 土
田
晋
也

三
人
目
を
出
産
し
、
そ
の
後
、
同
郷
の
女

性
が
出
産
す
る
た
び
、
産
科
病
棟
に
お
見

舞
い
に
来
て
く
れ
た
。
国
際
育
児
サ
ー
ク

ル
は
、
彼
女
の
「
先
輩
お
母
さ
ん
と
し
て

何
か
し
て
あ
げ
た
い
」
「
力
に
な
っ
て
あ

げ
た
い
」
と
い
う
熱
意
が
、
原
動
力
と
な

っ
て
産
声
を
上
げ
た
。

、

電
話
相
談
ネ
ッ
ト

J

r
ワ
l
ク
に
孤
大

、

平
成
十
二
1
二
二
年
、
外
国
人
配
偶
者

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
し
た
育
児
・
健
康

相
談
会
を
、
勝
山
・
大
野
両
市
で
参
加
費

無
料
で
始
め
た
。
育
児
・
健
康
相
談
会
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
外

国
人
配
偶
者
同
士
の
自

然
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、
外
国
人
配
偶
者

に
異
国
(
日
本
)
で
の
生

活
・
育
児
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
活
動
の
目

標
に
置
い
て
い
る
。
第

一
回
の
育
児
サ
ー

ク
ル
参
加
者
の
中
に
は
、
家
族
ぐ
る
み
で

参
加
し
た
人
も
お
り
、
育
児
不
安
の
外
国

人
お
母
さ
ん
を
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
、
外
国
人
妻
に
付
き
ま
と

う
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
過
去
の
も
の

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

同
十
四

1
十
五
年
は
、
武
生
市
や
大
野

市
の
育
児
・
健
康
相
談
会
に
講
師
派
遣
を

行
う
と
と
も
に
、
「
外
国
人
の
た
め
の
電
話

育
児
・健
康
相
談
」
を
始
め
た
。
外
国
人

配
偶
者
の
ほ
と
ん
ど
は
自
動
車
運
転
が
で

き
ず
、
こ
れ
ま
で
育
児
・
健
康
相
談
会
に
参

加
し
た
く
て
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
が

多
い
。
電
話
相
談
は
い
つ
で
も
、
ど
こ
か

ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
私
(
福
井
大
学
医
学
部
O

B
の
小
児
科
医
)
と
外
国
人
留
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
中
国
人
配
偶
者
・
研

修
生
の
健
康
相
談
に
は
、
中
国
人
医
師
が

当
た
っ
て
く
れ
て
い
る
。
ご
自
身
も
日
本

に
来
て
子
ど
も
を
出
産
・
育
児
し
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て
日
中

の
医
療
制
度
の
違
い
、
育
児
方

法
の
違
い
な
ど
の
理
解
を
深
め

会
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

日現政酬
地
域
教
育
学
部
に
留
学
し
て

但
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
ス
タ
ッ
フ

聞
は
小
学
校
教
員
で
あ
り
、
日
本

32 

の
学
校
で
勉
強
す
る
子
供
た
ち
の
相
談
に

当
た
っ
て
い
る
。
大
学
研
究
室
で
学
ぶ
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
、
貴
重
な
経
験
を
体

得
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

2004・4月号

、

外
国
人
配
偶
者
の
活
動
が

J

rサ
ー
ク
ル
発
展
の
カ
ギ

、

当
初
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
同
じ
病
院

で
出
産
し
た
同
郷
の
外
国
人
配
偶
者
を
集

め
て
の
育
児
健
康
相
談
会
で
あ
っ
た
。
こ

こ
二
年
は
、
行
政
が
主
催
す
る
育
児
健
康

相
談
会
に
講
師
派
遣
す
る
形
で
活
動
し
て

き
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
て
い
く
過

程
で
、
運
営
の
主
体
が
私
た
ち
か
ら
外
国

人
配
偶
者
自
身
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
時
間
と
手
聞
が

掛
か
り
そ
、
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
き
で
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
も
、
今
年

で
何
人
か
が
帰
国
予
定
で
あ
る
。
サ
ー
ク

ル
活
動
継
続
の
た
め
に
は
、
留
学
生
頼
み

の
サ
ー
ク
ル
運
営
か
ら
、
外
国
人
配
偶
者

自
身
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て
活
動
を
発
展

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

国
際
育
児
サ
ー
ク
ル
の
基
本
理
念
は
、

①
外
国
人
育
児
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
②
育
児
に
へ
こ
む
こ
と
な
く
日
本

に
定
住
し
て
も
ら
う
|

|
こ
と
で
あ
る
。

嵯誠治

ス
タ
ッ
フ
自
身
も
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し

て
、
自
分
自
身
の
国
を
再
認
識
し
、
貴
重

な
経
験
を
得
て
い
る
。

平
成
八
年
設
立
、
会
員
数
十
五
人

在
日
外
国
人
へ
の

育
児
・
健
康
相
談
活
動
を
展
開

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
外
国
人
配
偶
者
が

福
井
県
に
お
い
て
も
急
増
し
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
、
片
言
の
日
本
語
す
ら
で
き
ず

に
来
日
す
る
ケ

1
ス
も
あ
り
、
彼
女
た
ち

の
た
め
の
育
児
・
健
康
支
援
が
急
務
で
あ

る
。
行
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取
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組
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と
し
て
、
市
町
村
保

健
婦
の
個
別
訪
問
、
各
国
語
母
子
手
帳

(
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中
国
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語

版
)
の
無
料
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
彼
女
た
ち
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、

気
軽
に
母
国
語
で
話
せ
る
同
郷
の
女
性
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
。

私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
あ
る
病
院
で

は、

一
年
間
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
二
百

余
人
の
う
ち
十
人
(
約
五
%
)
の
お
母
さ

ん
が
外
国
人
女
性
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
中

国
人
五
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
四
人
、
タ
イ

人

一
人
で
、
日
本
語
が
片
言
だ
っ
た
人
が

三
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
サ
ー
ク
ル
開
設

者
の

一
人
は
平
成
十

一
年
六
月
に
病
院
で

国
際
育
児
サ
ー
ク
ル
代
表
理
事

• 土
田
晋
也

三
人
目
を
出
産
し
、
そ
の
後
、
同
郷
の
女

性
が
出
産
す
る
た
び
、
産
科
病
棟
に
お
見

舞
い
に
来
て
く
れ
た
。
国
際
育
児
サ
ー
ク

ル
は
、
彼
女
の
「
先
輩
お
母
さ
ん
と
し
て

何
か
し
て
あ
げ
た
い
」
「
力
に
な
っ
て
あ

げ
た
い
」
と
い
う
熱
意
が
、
原
動
力
と
な

っ
て
産
声
を
上
げ
た
。

、

電
話
相
談
ネ
ッ
ト

J

r
ワ
l
ク
に
孤
大

、

平
成
十
二
1
二
二
年
、
外
国
人
配
偶
者

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
し
た
育
児
・
健
康

相
談
会
を
、
勝
山
・
大
野
両
市
で
参
加
費

無
料
で
始
め
た
。
育
児
・
健
康
相
談
会
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
外

国
人
配
偶
者
同
士
の
自

然
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、
外
国
人
配
偶
者

に
異
国
(
日
本
)
で
の
生

活
・
育
児
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
活
動
の
目

標
に
置
い
て
い
る
。
第

一
回
の
育
児
サ
ー

ク
ル
参
加
者
の
中
に
は
、
家
族
ぐ
る
み
で

参
加
し
た
人
も
お
り
、
育
児
不
安
の
外
国

人
お
母
さ
ん
を
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
、
外
国
人
妻
に
付
き
ま
と

う
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
過
去
の
も
の

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

同
十
四

1
十
五
年
は
、
武
生
市
や
大
野

市
の
育
児
・
健
康
相
談
会
に
講
師
派
遣
を

行
う
と
と
も
に
、
「
外
国
人
の
た
め
の
電
話

育
児
・健
康
相
談
」
を
始
め
た
。
外
国
人

配
偶
者
の
ほ
と
ん
ど
は
自
動
車
運
転
が
で

き
ず
、
こ
れ
ま
で
育
児
・
健
康
相
談
会
に
参

加
し
た
く
て
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
が

多
い
。
電
話
相
談
は
い
つ
で
も
、
ど
こ
か

ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
私
(
福
井
大
学
医
学
部
O

B
の
小
児
科
医
)
と
外
国
人
留
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
中
国
人
配
偶
者
・
研

修
生
の
健
康
相
談
に
は
、
中
国
人
医
師
が

当
た
っ
て
く
れ
て
い
る
。
ご
自
身
も
日
本

に
来
て
子
ど
も
を
出
産
・
育
児
し
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て
日
中

の
医
療
制
度
の
違
い
、
育
児
方

法
の
違
い
な
ど
の
理
解
を
深
め

会
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

日現政酬
地
域
教
育
学
部
に
留
学
し
て

但
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
ス
タ
ッ
フ

聞
は
小
学
校
教
員
で
あ
り
、
日
本
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の
学
校
で
勉
強
す
る
子
供
た
ち
の
相
談
に

当
た
っ
て
い
る
。
大
学
研
究
室
で
学
ぶ
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
、
貴
重
な
経
験
を
体

得
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

2004・4月号

、

外
国
人
配
偶
者
の
活
動
が

J

rサ
ー
ク
ル
発
展
の
カ
ギ

、

当
初
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
同
じ
病
院

で
出
産
し
た
同
郷
の
外
国
人
配
偶
者
を
集

め
て
の
育
児
健
康
相
談
会
で
あ
っ
た
。
こ

こ
二
年
は
、
行
政
が
主
催
す
る
育
児
健
康

相
談
会
に
講
師
派
遣
す
る
形
で
活
動
し
て

き
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
て
い
く
過

程
で
、
運
営
の
主
体
が
私
た
ち
か
ら
外
国

人
配
偶
者
自
身
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
時
間
と
手
聞
が

掛
か
り
そ
、
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
き
で
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
も
、
今
年

で
何
人
か
が
帰
国
予
定
で
あ
る
。
サ
ー
ク

ル
活
動
継
続
の
た
め
に
は
、
留
学
生
頼
み

の
サ
ー
ク
ル
運
営
か
ら
、
外
国
人
配
偶
者

自
身
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て
活
動
を
発
展

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

国
際
育
児
サ
ー
ク
ル
の
基
本
理
念
は
、

①
外
国
人
育
児
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
②
育
児
に
へ
こ
む
こ
と
な
く
日
本

に
定
住
し
て
も
ら
う
|

|
こ
と
で
あ
る
。

嵯誠治

ス
タ
ッ
フ
自
身
も
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し

て
、
自
分
自
身
の
国
を
再
認
識
し
、
貴
重

な
経
験
を
得
て
い
る
。



(平
成
十
四
年
設
立
)

在
住
外
国
人
に
対
し

生
活
情
報
を
多
言
語
で
提
供

EE量- 留置置冨冨董置

平
成
七
年

一
月
十
七
日
の
未
明
に
発
生
し

た
阪
神
淡
路
大
地
震
は
、
多
数
の
人
々
の
命

を
奪
い
、
家
屋
や
学
校
、
道
路
や
線
路
を
破

壊
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
寸
断
す
る
な
ど
、

神
戸
、
淡
路
に
住
む
人
々
に
未
曽
有
の
被
害

を
及
ぼ
し
た
。

震
災
直
後
、
私
が
勤
務
す
る
宝
塚
市
立
国

際
・
文
化
セ
ン
タ
ー
に
、
外
国
人
被
災
者
が

三
々
五
々
や
っ
て
来
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
、
ブ

ラ
ジ
ル
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
す
中
南
米
系

の
人
た
ち
が
主
だ
っ
た
が
、
中
国
、
ネ
パ
ー

ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
米
固
な

ど
を
出
身
地
と
す
る
人
た
ち
も
い
た
。
こ
の

人
た
ち
は
、
「
す
ぐ
に
ま
た
大
地
震
が
あ
る
と

い
う
が
、
本
当
か
?
」
「
次
の
地
震
は
い
つ
起

こ
る
の
か
?
」
|

|
本
震
と
余
震
の
区
別
が
つ

か
ず
、
私
た
ち
か
ら
み
れ
ば
必
要
の
な
い
心

配
を
し
て
恐
れ
て
い
た
。

当
時
の
震
災
関
連
の
情
報
発
信
は
、
ほ
と

ん
ど
が
日
本
語
で
あ
り
、
ま
れ
に
英
語
で
行

わ
れ
る
程
度
だ
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
語
が
理

解
で
き
な
い
人
に
は
、
必
要
な
情
報
が
届
か

な
い
。
従
っ
て
支
援
の
手
も
届
か
な
い
、
と

い
う
状
況
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
、

外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
外
国
人
職
員
な
ど

可
能
な
限
り
動
員
し
て
、
複
数
の
外
国
語
で

会
長

• 野
田
=
ニ

の
地
震
関
連
ニ
ュ
ー
ス
発
行
に
取
り
組
み
、

震
災
発
生
四
日
目
に
は
震
災
ニ
ュ
ー
ス
第

一

号
を
刷
り
上
げ
た
。

こ
の
地
域
に
住
む
人
は
、
国
籍
に
か
か
わ

ら
ず
み
な
等
し
く
被
災
者
に
な
っ
た
が
、
避

難
、
救
援
、
生
活
再
建
な
ど
に
関
す
る
情
報

の
受
け
取
り
は
、
等
し
く
な
か
っ
た
。
日
本

語
を
理
解
す
る
か
否
か
、
日
本
語
が
で
き
る

人
が
傍
ら
に
い
る
か
否
か
に
よ
り
、
明
時
が

別
れ
て
し
ま
っ
た
。

、ホlム
ペ
ー
ジ
で
十
二
言
語

J

r十
三
種
類
に
翻
訳

、

多
言
語
で
生
活
情
報
を
提
供
す
る
ホ
l
ム

ベ
l
ジ
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
考
え

は
、
阪
神
淡
路
大
地
震
の
被
災
と
そ

れ
に
関
連
す
る
外
国
語
で
の
情
報
発

信
の
貧
弱
さ
へ
の
反
省
が
そ
の
根
幹

に
な
っ
た
。
外
国
人
市
民
の
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
住
民
全

体
に
占
め
る
割
合
は
二
%
前
後
に
過

ぎ
な
い
。
こ
れ
ま
で
阪
神
地
域
で
は

ど
の
自
治
体
も
努
力
し
て
、
外
国
語

で
の
生
活
情
報
を
提
供
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
外
国
人
住
民

の
多
数
派
言
語
で
あ
る
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
・
朝
鮮
語
に
よ
る
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
形

式
が
ほ
と
ん
ど
。
γ

度
に
最
低
で
も

一
千
部

が
印
刷
さ
れ
る
の
で
、
情
報
を
「
旬
」
の
う

ち
に
す
べ
て
配
布
し
終
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
が
現
実
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の

中
で
、
新
し
い
版
を
常
時
作
成
す
る
の
は
財

政
事
情
が
苦
し
い
自
治
体
に
と
っ
て
は
生
易

し
い
こ
と
で
は
な
く
、
阪
神
地
域
で
は
、
英

語
版
の
み
を
更
新
す
る
自
治
体
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
東
南
ア

ジ
ア
、
中
南
米
か
ら
の
人
に
対
し
、
母
語
で

情
報
を
提
供
す
る
の
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ

が
、
こ
れ
に
等
し
く
応
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
状
況
だ
っ
た
。

こ
の
事
態
を
な
ん
と
か
打
開
し
、
必
要
と

す
る
人
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
に
は
、

阪
神
地
域
の
各
自
治
体
が
、
行
政
の
枠
を
超

え
て
「
多
言
語
生
活
情
報
提
供
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
」
の
組
織
を
設
け
、
共
同
制
作
す
る
こ
と

が
現
実
的
で
優
れ
た
方
法
で
あ
る
。

自
治
体
の
枠
を
超
え
た
多
言
語
に
よ
る
生

活
情
報
を
作
成
す
る
に
し
て
も
、
財
源
や
各

自
治
体
聞
の
制
度
的
な
違
い
が
あ
る
。
情
報

提
供
は
市
町
の
窓
口
に
直
結
す
る
が
、
そ
れ

に
応
じ
る
態
勢
は

一
様
で
は
な
い
。
そ
こ
で

兵
庫
県
国
際
政
策

課
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
で
兵
庫
県
、
兵

庫
県
国
際
交
流
協

会
、
阪
神
七
市

一

町
と
そ
の
国
際
交

流
協
会
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
「
阪
神

地
域
多
言
語
生
活

情
報
作
成
委
員

多言語生活情報ホームページを見る留学

生たち

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
自
治
体
国
際

化
協
会
の
助
成
金
を
得
て
、
共
同
の
ホ
l
ム

ベ
l
ジ
を
設
け
、
十
二
言
語
十
三
種
類
で
生

活
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、
作
成
す
る
情
報

に
一
定
の
方
向
性
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

、NG
O
と
の

J

r協
働
作
業
が
結
実

、

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
外
国
語
で
の
情
報

を
必
要
と
す
る
の
は
外
国
人
住
民
で
あ
る
。

提
供
さ
れ
る
情
報
は
外
国
人
住
民
の
視
点
で

作
成
さ
れ
な
い
と
、
本
当
に
必
要
な
も
の
が

提
供
さ
れ
な
い
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
。
限

ら
れ
た
予
算
で
可
能
な
限
り
多
く
の
言
語
で

情
報
を
提
供
す
る
の
が
、
作
成
委
員
会
の
目

標
と
な
っ
た
。
特
に
、
少
数
派
外
国
人
住
民

で
あ
る
タ
イ
人
、
ベ
ト
ナ
ム
入
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
母
語

で
の
情
報
を
強
く
望
ん
で
い
た
。

こ
う
し
て
、

N
G
0
・
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
作
成
委
員
会
の
思
惑
が

一
致
し
、

各
N
G
O
と

一
緒
に
仕
事
を
す
る
態
勢
が
で

き
た
。
こ
れ
ら
N
G
O
は
、
原
稿
作
成
、
翻

訳
、
校
正
な
ど
を
市
場
価
格
に
比
べ
廉
価
で

引
き
受
け
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
版
ま
で
作
成
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

は
少
数
派
の
中
の
極
々
少
数
派
に
は
と
て
も

役
立
つ
も
の
だ
。

阪
神
地
域
に
は
、
約
三
万
二
千
人
の
外
国

籍
住
民
が
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
多
言
語
生

活
情
報
提
供
ホ

l
ム
ベ

I
ジ
に
よ
っ
て
、

人
々
の
生
活
の
利
便
が
増
す
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
に
も
生
き
抜
く
源
泉
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
止
ま
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
が
呼
び

水
と
な
っ
て
、
他
の
地
域
、
特
に
東
海
地
震

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
部
・
東
海
地
方
で
、

広
域
的
に
多
言
語
で
の
生
活
・
安
全
情
報
の

ホ
I
ム
ベ

l
ジ
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
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(平
成
十
四
年
設
立
)

在
住
外
国
人
に
対
し

生
活
情
報
を
多
言
語
で
提
供

EE量- 留置置冨冨董置

平
成
七
年

一
月
十
七
日
の
未
明
に
発
生
し

た
阪
神
淡
路
大
地
震
は
、
多
数
の
人
々
の
命

を
奪
い
、
家
屋
や
学
校
、
道
路
や
線
路
を
破

壊
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
寸
断
す
る
な
ど
、

神
戸
、
淡
路
に
住
む
人
々
に
未
曽
有
の
被
害

を
及
ぼ
し
た
。

震
災
直
後
、
私
が
勤
務
す
る
宝
塚
市
立
国

際
・
文
化
セ
ン
タ
ー
に
、
外
国
人
被
災
者
が

三
々
五
々
や
っ
て
来
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
、
ブ

ラ
ジ
ル
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
す
中
南
米
系

の
人
た
ち
が
主
だ
っ
た
が
、
中
国
、
ネ
パ
ー

ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
米
固
な

ど
を
出
身
地
と
す
る
人
た
ち
も
い
た
。
こ
の

人
た
ち
は
、
「
す
ぐ
に
ま
た
大
地
震
が
あ
る
と

い
う
が
、
本
当
か
?
」
「
次
の
地
震
は
い
つ
起

こ
る
の
か
?
」
|

|
本
震
と
余
震
の
区
別
が
つ

か
ず
、
私
た
ち
か
ら
み
れ
ば
必
要
の
な
い
心

配
を
し
て
恐
れ
て
い
た
。

当
時
の
震
災
関
連
の
情
報
発
信
は
、
ほ
と

ん
ど
が
日
本
語
で
あ
り
、
ま
れ
に
英
語
で
行

わ
れ
る
程
度
だ
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
語
が
理

解
で
き
な
い
人
に
は
、
必
要
な
情
報
が
届
か

な
い
。
従
っ
て
支
援
の
手
も
届
か
な
い
、
と

い
う
状
況
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
、

外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
外
国
人
職
員
な
ど

可
能
な
限
り
動
員
し
て
、
複
数
の
外
国
語
で

会
長

• 野
田
=
ニ

の
地
震
関
連
ニ
ュ
ー
ス
発
行
に
取
り
組
み
、

震
災
発
生
四
日
目
に
は
震
災
ニ
ュ
ー
ス
第

一

号
を
刷
り
上
げ
た
。

こ
の
地
域
に
住
む
人
は
、
国
籍
に
か
か
わ

ら
ず
み
な
等
し
く
被
災
者
に
な
っ
た
が
、
避

難
、
救
援
、
生
活
再
建
な
ど
に
関
す
る
情
報

の
受
け
取
り
は
、
等
し
く
な
か
っ
た
。
日
本

語
を
理
解
す
る
か
否
か
、
日
本
語
が
で
き
る

人
が
傍
ら
に
い
る
か
否
か
に
よ
り
、
明
時
が

別
れ
て
し
ま
っ
た
。

、ホlム
ペ
ー
ジ
で
十
二
言
語

J

r十
三
種
類
に
翻
訳

、

多
言
語
で
生
活
情
報
を
提
供
す
る
ホ
l
ム

ベ
l
ジ
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
考
え

は
、
阪
神
淡
路
大
地
震
の
被
災
と
そ

れ
に
関
連
す
る
外
国
語
で
の
情
報
発

信
の
貧
弱
さ
へ
の
反
省
が
そ
の
根
幹

に
な
っ
た
。
外
国
人
市
民
の
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
住
民
全

体
に
占
め
る
割
合
は
二
%
前
後
に
過

ぎ
な
い
。
こ
れ
ま
で
阪
神
地
域
で
は

ど
の
自
治
体
も
努
力
し
て
、
外
国
語

で
の
生
活
情
報
を
提
供
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
外
国
人
住
民

の
多
数
派
言
語
で
あ
る
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
・
朝
鮮
語
に
よ
る
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
形

式
が
ほ
と
ん
ど
。
γ

度
に
最
低
で
も

一
千
部

が
印
刷
さ
れ
る
の
で
、
情
報
を
「
旬
」
の
う

ち
に
す
べ
て
配
布
し
終
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
が
現
実
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の

中
で
、
新
し
い
版
を
常
時
作
成
す
る
の
は
財

政
事
情
が
苦
し
い
自
治
体
に
と
っ
て
は
生
易

し
い
こ
と
で
は
な
く
、
阪
神
地
域
で
は
、
英

語
版
の
み
を
更
新
す
る
自
治
体
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
東
南
ア

ジ
ア
、
中
南
米
か
ら
の
人
に
対
し
、
母
語
で

情
報
を
提
供
す
る
の
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ

が
、
こ
れ
に
等
し
く
応
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
状
況
だ
っ
た
。

こ
の
事
態
を
な
ん
と
か
打
開
し
、
必
要
と

す
る
人
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
に
は
、

阪
神
地
域
の
各
自
治
体
が
、
行
政
の
枠
を
超

え
て
「
多
言
語
生
活
情
報
提
供
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
」
の
組
織
を
設
け
、
共
同
制
作
す
る
こ
と

が
現
実
的
で
優
れ
た
方
法
で
あ
る
。

自
治
体
の
枠
を
超
え
た
多
言
語
に
よ
る
生

活
情
報
を
作
成
す
る
に
し
て
も
、
財
源
や
各

自
治
体
聞
の
制
度
的
な
違
い
が
あ
る
。
情
報

提
供
は
市
町
の
窓
口
に
直
結
す
る
が
、
そ
れ

に
応
じ
る
態
勢
は

一
様
で
は
な
い
。
そ
こ
で

兵
庫
県
国
際
政
策

課
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
で
兵
庫
県
、
兵

庫
県
国
際
交
流
協

会
、
阪
神
七
市

一

町
と
そ
の
国
際
交

流
協
会
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
「
阪
神

地
域
多
言
語
生
活

情
報
作
成
委
員

多言語生活情報ホームページを見る留学

生たち

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
自
治
体
国
際

化
協
会
の
助
成
金
を
得
て
、
共
同
の
ホ
l
ム

ベ
l
ジ
を
設
け
、
十
二
言
語
十
三
種
類
で
生

活
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、
作
成
す
る
情
報

に
一
定
の
方
向
性
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

、NG
O
と
の

J

r協
働
作
業
が
結
実

、

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
外
国
語
で
の
情
報

を
必
要
と
す
る
の
は
外
国
人
住
民
で
あ
る
。

提
供
さ
れ
る
情
報
は
外
国
人
住
民
の
視
点
で

作
成
さ
れ
な
い
と
、
本
当
に
必
要
な
も
の
が

提
供
さ
れ
な
い
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
。
限

ら
れ
た
予
算
で
可
能
な
限
り
多
く
の
言
語
で

情
報
を
提
供
す
る
の
が
、
作
成
委
員
会
の
目

標
と
な
っ
た
。
特
に
、
少
数
派
外
国
人
住
民

で
あ
る
タ
イ
人
、
ベ
ト
ナ
ム
入
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
母
語

で
の
情
報
を
強
く
望
ん
で
い
た
。

こ
う
し
て
、

N
G
0
・
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
作
成
委
員
会
の
思
惑
が

一
致
し
、

各
N
G
O
と

一
緒
に
仕
事
を
す
る
態
勢
が
で

き
た
。
こ
れ
ら
N
G
O
は
、
原
稿
作
成
、
翻

訳
、
校
正
な
ど
を
市
場
価
格
に
比
べ
廉
価
で

引
き
受
け
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
版
ま
で
作
成
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

は
少
数
派
の
中
の
極
々
少
数
派
に
は
と
て
も

役
立
つ
も
の
だ
。

阪
神
地
域
に
は
、
約
三
万
二
千
人
の
外
国

籍
住
民
が
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
多
言
語
生

活
情
報
提
供
ホ

l
ム
ベ

I
ジ
に
よ
っ
て
、

人
々
の
生
活
の
利
便
が
増
す
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
に
も
生
き
抜
く
源
泉
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
止
ま
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
が
呼
び

水
と
な
っ
て
、
他
の
地
域
、
特
に
東
海
地
震

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
部
・
東
海
地
方
で
、

広
域
的
に
多
言
語
で
の
生
活
・
安
全
情
報
の

ホ
I
ム
ベ

l
ジ
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
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し
た
N
P
O法
人
鳴
門
「
第
九
を
歌
う
会
」

が
誕
生
、
合
唱
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
、

全
国
か
ら
参
加
す
る
人
の
受
け
入
れ
、
音

楽
を
通
し
て
の
国
際
交
流
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

、

独
へ
の
里
帰
り
公
演
で
ノ

〆

捕
虜
子
孫
と
交
流

、

二
O
O
一
年
、
鳴
門
市
の
姉
妹
都
市
ド

イ
ツ
・
リ
ュ

l
ネ
ブ
ル
ク
市
で
、

E
E
E
'

鳴
門
・
全
日
本
「
第
九
を
歌
う

.

.

.
 
.
 

会
」
連
合
会
会
員
百
八
人
が

.

.

.
 
.
 

第
二
回
第
九
里
帰
り
公
演
を
・
・
・
R

実
施
し
た
。
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
デ

-d
・

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を

E
・
F
聖

子
孫
に
伝
え
た
い
と
の
願
い

・
置
聞い

か
ら
で
あ
る
。
鳴
門
市
ド
イ

一
品

副

ツ
館
に
は
、
捕
虜
が
帰
国
の
・
・
・
圃

際
、
連
絡
先
を
記
録
し
た
資
・
圃
圃
畠

料
が
残
さ
れ
て
い
た
。

)

二
つ
の
世
界
大
戦
、
東

口同用
西
ド
イ
ツ
の
分
裂
な
ど
で

昨
捕
虜
の
住
所
も
不
明
が
多

引
く
、
大
変
な
作
業
で
あ
っ

明
た
が
、
鳴
門
、
リ
ュ

l
ネ

寸
ブ
ル
ク
両
市
関
係
者
が
ド

U

イ
ツ
館
の
資
料
や
捕
虜
の

仏
子
孫
か
ら
の
情
報
な
ど
を

瑚
頼
り
に
住
所
を
探
し
、
第

鴎
九
演
奏
会
に
は
子
孫
な
ど

和
五
十
四
人
が
出
席
。
交
流

(平
成
十

一
年
設
立
、
会
員
数
百
五
十
九
人
)

音
楽
活
動
を
通
じ
た

日
独
の
国
際
交
流

、

「
第
九
」
日
本
初
演

J

rの
地
「
鳴
門
」

、

徳
島
県
鳴
門
市
は
、
四
国
の
東
北
に
位

置
し
、
渦
潮
の
ま
ち
と
し
て
、
全
国
的
に

有
名
で
あ
る
。
春
の
大
潮
で
は
、
直
径
三

十
メ
ー
ト
ル
を
超
す
大
渦
が
巻
き
、
圧
巻

で
あ
る
。
ま
た
、
我
が
ま
ち
鳴
門
は
、
交

響
曲
「
第
九
」
日
本
初
演
の
地
と
し
て
、

少
し
ず
つ
全
国
の
愛
好
者
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

第

一
次
世
界
大
戦
の
時
、
中
国
・
青
島

で
日
本
と
ド
イ
ツ
が
交
戦
し
、
五
千
人
余

の
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
が
日
本
の
各
地
に
収
容

さ
れ
た
。
鳴
門
市
板
東
捕
虜
収
容
所
も
そ

の
一
つ
。
収
容
期
間
は
、

一
九

一
七
年
四

月
か
ら
二
年
十
ヵ
月
。
収
容
所
長
の
捕
虜

へ
の
人
道
的
な
配
慮
の
下
、
世
界
屈
指
の

技
術
を
持
つ
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
は
、
多
様
な

技
術
指
導
や
地
元
民
と
の
温
か
い
交
流
を

事
務
局
長

・

浅
野
司
郎

続
け
た
。
特
に
音
楽
活
動
は
盛
ん
で
、
翌

一
八
年
六
月

一
日
、
こ
の
収
容
所
で
第
九

の
全
楽
章
が
演
奏
さ
れ
た
。
第
九
全
曲
の

日
本
初
演
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
、
鳴
門
市
文
化
会
館
落
成

記
念
と
し
て
、
市
民
三
百
七
十
七
人
参
加

の
下
、
第
九
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
初
演
か

ら
六
十
四
年
ぶ
り
に
第

九
が
よ
み
が
え
っ
た
。

以
来
、
岡
市
で
の
第
九

演
奏
会
は
、

二
十
二
年

間
継
続
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
九
八
年
、
岡
市

の
第
九
演
奏
会
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
し
て
、
「
鳴
門
第

九
友
の
会
」
を
結
成
、

さ
ら
に
二
O
O
三
年
二

月
、
友
の
会
を
母
体
と
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会
で
は
、
捕
虜
子
孫
の
会
の
復
活
が
話
し

合
わ
れ
、
実
現
し
た
。
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「
第
九
を
歌
う
会
」

が
誕
生
、
合
唱
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
、
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。
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締
結
。
さ
ら
に
平
成
六
年
、
韓
国
済
州
道

西
帰
浦
市
と
姉
妹
都
市
を
結
び
、
姉
妹
交

流
の
輸
を
広
げ
て
い
る
。

特
に
、
韓
国
麗
水
市
と
の
交
流
で
は
、

民
間
の
各
団
体
間
で
も
交
流
が
盛
ん
に
な

り
、
現
在
、
九
団
体
問
で
姉
妹
ク
ラ
ブ
を

結
び
、
共
同
事
業
「
観
光
ブ
l
ス
イ
ベ
ン

ト
」
、
共
同
支
援
「
福
祉
支
援
」
、
青
少
年

交
流
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

官
民
体
で
推
進
し
た
中
韓

三
都
市
と
の
国
際
交
流

園理置置冨置- 留置蓄量

古
く
か
ら
大
陸
と
の
交
流
で
栄
え
て
き

た
「
唐
(
中
国
)
に
渡
る
津
(
み
な
と
こ

唐
津
市
。
佐
賀
県
の
西
北
部
に
位
置
し
、

玄
界
灘
に
面
し
た
人
口
八
万
人
の
城
下
町

で
あ
る
。
国
の
特
別
名
勝
「
虹
の
松
原
」
、

伝
統
工
芸
の
「
唐
津
焼
」
、
国
の
重
要
無

形
民
族
文
化
財
の
「
か
ら
つ
く
ん
ち
」
、

、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ノ

r交
流
実
現
に
苦
心
、

特
に
力
を
入
れ
た
点
、
苦
心
し
た
点
は
、

日
・
中

・
韓
の
三
都
市
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
交
流
の
実
現
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

平
成
五
年
か
ら
唐
津
市
、
揚
州
市
、
麗
水

市
の
三
市
長
会
談
、
同
七
年
か
ら
揚
州
市
、

麗
水
市
、
西
帰
浦
市
と
の
市
職
員
相
互
派

遣
事
業
、
ま
た
同
十

一
年
か
ら
は
継
続
的

な
文
化
交
流
の

一
環

と
し
て
、

三
都
市
聞

の
市
民
に
よ
る
囲
碁

交
流
大
会
を
実
施
し

て
い
る
。

ま
た
、
国
際
的
な

課
題
で
あ
る
男
女
共

同
参
画
社
会
に
着
目

し
、
国
際
交
流
推
進

ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
な
ど
、
他

の
分
野
を
通
し
て
の

市
長

坂
井
俊
之

• 

そ
れ
に
最
近
、
宝
く
じ
で
ご
利
益
が
あ
る

と
し
て
全
国
的
に
も
有
名
に
な
っ
た
「
宝

当
神
社
」
が
あ
る
。

日
韓
国
交
が
正
常
化
し
た
昭
和
四
十

年
、
市
内
の
民
間
団
体
が
韓
国
全
羅
南
道

麗
水
市
と
交
流
を
開
始
。
両
地
域
間
で
の

交
流
を
重
ね
る
中
、
青
年
会
議
所
や
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な

ど
次
々
と
姉
妹
ク

ラ
ブ
が
誕
生
、
同

五
十
七
年
に
唐
津

市
と
麗
水
市
は
姉

妹
都
市
を
締
結
し

た
。

韓国麗水市で開催した「日本屋台祭りJ

続
い
て
同
年
、

中
国
江
蘇
省
揚
州

市
と
日
中
国
交
正

常
化
十
周
年
を
契

機
に
友
好
都
市
を

麗水市民に屋台でたこ焼きを焼く唐津市長 (中央)

国
際
理
解
に
も
取
り
組
ん
だ
。

、
地
方
に
残
る
「
草
の
根
ノ

〆

交
流
」
の
発
展
を

也、

交
流
開
始
か
ら
本
年
は
四
十
年
目
を
迎

え
る
が
、
国
境
を
越
え
た
市
民
間
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
友
情
物
語
は
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
聞
か
れ
る
。

昭
和
四
十
年
代
に
始
ま
っ
た
環
黄
海
圏

域
の
国
際
交
流
も
、
民
間
、
行
政
の
枠
を

超
え
た
交
流
が
増
え
て
き
て
お
り
、
今
日

の
国
際
化
の
中
に
あ
っ
て
、
唐
津
市
と
市

民
が
国
際
化
に
適
応
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
対

応
が
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

私
は
、
国
際
交
流
は
地
方
に
よ
る
「
草

の
根
交
流
」
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

地
方
に
は
、
心
の
通
っ
た
交
流
が
で
き
る

土
壌
が
残
っ
て
い
る
。
地
方
に
財
は
な
い

が
、
「
時
」
が
あ
り
、
「
心
」
が
残
っ
て
い

る
。
国
際
化
、
情
報
化
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
、
地
方
が
中
心
と
な
っ
た
心
と
心
の
交

流
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

百
年
の
大
計
と
も
言
う
べ
き
市
町
村
合

併
を
今
年
十
月

一
日
に
実
現
し
、
十
三
万

四
千
人
の
新
唐
津
市
が
誕
生
す
る
予
定
で

あ
る
。
新
市
で
も
、
心
の
通
う
国
際
交
流

で
あ
る

「草
の
根
交
流
」
を
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、
先
輩
諸
氏
が
培
っ
て
き
た
交
流

の
歴
史
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。
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ン
グ
ル
ノ

r交
流
実
現
に
苦
心
、

特
に
力
を
入
れ
た
点
、
苦
心
し
た
点
は
、

日
・
中

・
韓
の
三
都
市
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
交
流
の
実
現
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

平
成
五
年
か
ら
唐
津
市
、
揚
州
市
、
麗
水

市
の
三
市
長
会
談
、
同
七
年
か
ら
揚
州
市
、

麗
水
市
、
西
帰
浦
市
と
の
市
職
員
相
互
派

遣
事
業
、
ま
た
同
十

一
年
か
ら
は
継
続
的

な
文
化
交
流
の

一
環

と
し
て
、

三
都
市
聞

の
市
民
に
よ
る
囲
碁

交
流
大
会
を
実
施
し

て
い
る
。

ま
た
、
国
際
的
な

課
題
で
あ
る
男
女
共

同
参
画
社
会
に
着
目

し
、
国
際
交
流
推
進

ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
な
ど
、
他

の
分
野
を
通
し
て
の

市
長

坂
井
俊
之

• 

そ
れ
に
最
近
、
宝
く
じ
で
ご
利
益
が
あ
る

と
し
て
全
国
的
に
も
有
名
に
な
っ
た
「
宝

当
神
社
」
が
あ
る
。

日
韓
国
交
が
正
常
化
し
た
昭
和
四
十

年
、
市
内
の
民
間
団
体
が
韓
国
全
羅
南
道

麗
水
市
と
交
流
を
開
始
。
両
地
域
間
で
の

交
流
を
重
ね
る
中
、
青
年
会
議
所
や
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な

ど
次
々
と
姉
妹
ク

ラ
ブ
が
誕
生
、
同

五
十
七
年
に
唐
津

市
と
麗
水
市
は
姉

妹
都
市
を
締
結
し

た
。

韓国麗水市で開催した「日本屋台祭りJ

続
い
て
同
年
、

中
国
江
蘇
省
揚
州

市
と
日
中
国
交
正

常
化
十
周
年
を
契

機
に
友
好
都
市
を

麗水市民に屋台でたこ焼きを焼く唐津市長 (中央)

国
際
理
解
に
も
取
り
組
ん
だ
。

、
地
方
に
残
る
「
草
の
根
ノ

〆

交
流
」
の
発
展
を

也、

交
流
開
始
か
ら
本
年
は
四
十
年
目
を
迎

え
る
が
、
国
境
を
越
え
た
市
民
間
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
友
情
物
語
は
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
聞
か
れ
る
。

昭
和
四
十
年
代
に
始
ま
っ
た
環
黄
海
圏

域
の
国
際
交
流
も
、
民
間
、
行
政
の
枠
を

超
え
た
交
流
が
増
え
て
き
て
お
り
、
今
日

の
国
際
化
の
中
に
あ
っ
て
、
唐
津
市
と
市

民
が
国
際
化
に
適
応
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
対

応
が
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

私
は
、
国
際
交
流
は
地
方
に
よ
る
「
草

の
根
交
流
」
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

地
方
に
は
、
心
の
通
っ
た
交
流
が
で
き
る

土
壌
が
残
っ
て
い
る
。
地
方
に
財
は
な
い

が
、
「
時
」
が
あ
り
、
「
心
」
が
残
っ
て
い

る
。
国
際
化
、
情
報
化
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
、
地
方
が
中
心
と
な
っ
た
心
と
心
の
交

流
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

百
年
の
大
計
と
も
言
う
べ
き
市
町
村
合

併
を
今
年
十
月

一
日
に
実
現
し
、
十
三
万

四
千
人
の
新
唐
津
市
が
誕
生
す
る
予
定
で

あ
る
。
新
市
で
も
、
心
の
通
う
国
際
交
流

で
あ
る

「草
の
根
交
流
」
を
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、
先
輩
諸
氏
が
培
っ
て
き
た
交
流

の
歴
史
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。
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地
理
的
特
性
活
か
し
た

日
韓
交
流
を
推
進

h

前
厳
原
町
国
際
交
流
係
長

}

d

(

現
対
馬
市
厳
原
支
所
健
康
推
進
班
保
険
医
療
係
長
)
4

梅
野
菊
次

対
馬
は
、
九
州
と
韓
国
の
聞
に
位
置
す
る

国
境
の
島
で
あ
る
。
対
馬
か
ら
福
岡
ま
で
の

距
離
は
百
三
十
八
キ
ロ
で
、
韓
国
釜
山
ま
で

は
五
十
キ
ロ
と
韓
国
本
土
の
方
が
近
い
。
こ

の
た
め
、
古
く
か
ら
大
陸
と
の
交
流
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
対

馬
で
、
十
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
き

た
の
が
厳
原
町
で
あ
る
。

、

朝
鮮
通
信
使
行
列

ノ

r再
現
で
町
お
こ
し

、

厳
原
町
の
国
際
交
流
は
官
民
協
働
で
進
め

ら
れ
た
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
朝
鮮
通

信
使
行
列
再
現
で
あ
る
。
朝
鮮
通
信
使
と
は
、

江
戸
時
代
二
百
六
十
年
の
問
に
十
二
回
来
日

し
た
朝
鮮
固
か
ら
の
大
文
化
使
節
団
で
あ

る
。
こ
の
使
節
団
が
江
戸
ま
で
往
復
す
る
先

導
と
護
衛
を
勤
め
た
の
が
対
馬
藩
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
現
代
に
再
現
し
た
の
が
昭
和
五

十
三
年
の
「
厳
原
み
な
と
祭
り
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
マ
ス
コ
ミ
に
注
目
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、

町
お
こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
町
も
予
算
を

組
む
よ
う
に
な
り
、
行
列
の
準
備
、
実
施
を

管
つ

「朝
鮮
通
信
使
行
列
振
興
会
」
が
商
庖

主
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
。
同
五
十
六
年
に

は
「
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
」
と
い
う
名
前
を
付

け
て
宣
伝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

行
列
は
、
韓
国
か
ら
親
書
を
携
え
た
正
使

役
が
中
心
だ
が
、
現
在
、
そ
の
役
を
務
め
た

い
と
い
う
希
望
者
が
多
く
、
調
整
に
苦
慮
し

て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
行
列
を
韓
国

の
テ
レ
ビ
局
が
大
き
く
取
り
上
げ
、
そ
の
正

使
役
を
務
め
れ
ば

一
躍
、
岡
田
で
は
有
名
人

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

、

釜
山
市
が
対
馬
ア
リ

J

rラ
ン
祭
を
逆
輸
入

、

現
在
、
韓
国
で
は
「
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
」

が
日
本
の
祭
り
の
中
で

一
番
有
名
な
祭
り
に

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
対
馬
で
始
め
た
通

信
使
行
列
が
韓
国
に
逆
輸
入
と
い
う
形
で
平

成
十
三
年
、
釜
山
広
域
市
の
「
釜
山
海
祝
祭
」

のん 〆画、 者開ト 組ししたで使側催年でわ開民るがをの い好年参で
大で朝 が催回今のたてちあ文のし九全がい問 。「 全を朝る交に加再
学き鮮ス交来す記年締こ釜のる化主た月園町た団通朝国実鮮 。流対し現
生た通ポ刷るる今の結と山協が事催 。に交での体信鮮に施通 協馬たさ
やの信 lのとた元十支か広議、業はこは流担ぎを使通発す信 約アがれ
虫が使ツ輪思め会 ー 汀ら域会こ推 「 の初大当主対に霞室る使 がリ、た
堂青とにがわ?を月っ、市をの進朝山め会し成馬縁握ヲ勺行 程フ」
生少並弧青れ斡対に弓姉が参会書鮮のてを、七にの縁るド列 桁ンれ祭
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l流厳 年 ら三竺 -竺ごと?私， ~ f引，-，度し、会しふ絡をて会 、釜とは
ムで原 音 も函&t輔副恵 ， h-I司りて毎長 21国防担、が
スあ町 楽 多圃冨冨誠湧 J ~ll:二 E 、い年と盟の品つ朝行 流海り対
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国
へ
の
研
修
旅
行
、
交
流
音
楽
祭
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も

に
、
町
内
の
中
学
校
と
高
校
に
は
韓
国
の
伝

統
楽
器
演
奏
の
グ
ル
ー
プ
も
結
成
さ
れ
、
交

流
の
輸
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
様
な
交
流

が
活
発
に
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
対
馬
と

釜
山
を
結
ぶ
国
際
航
路
の
存
在
が
大
き
い
。

こ
の
航
路
な
く
し
て
は
各
種
の
交
流
継
続
は

難
し
い
か
ら
だ
。
現
在
、
韓
国
か
ら
年
間

一

万
人
以
上
の
観
光
客
が
対
馬
を
訪
れ
る
が
、

船
会
社
の
営
業
は
苦
し
い
と
い
う
。

私
は
、
今
回
の
「
世
界
に
聞
か
れ
た
ま
ち
づ

く
り
」
表
彰
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
対
馬
の
人

た
ち
が
こ
の
表
彰
を
機
会
に
、
航
路
存
続
な

，山MU
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、

実

f
j
開
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
対
馬
の

罰

理

未

来

は

聞

け

な

い

と

思

う
。

t
-a中
例
え
ば
、
韓
国
で
日
韓
交

T
a園
、
a
田

F
円

}
玖
流
行
事
が
あ
る
場
合
、
た
く

伺
叫一J
d
釧
さ
ん
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ia
F
K
が
活
躍
す
る
。
し
か
し
、
対

司
、

j

一

高

一

T

H
1
V

四街

馬

で

行
事
を
す
る
場
合
は
、

i

‘d

号
Z

ロ

一智

一泊
韓
国
の
国
際
交
流
員
が

一
人

7
i

E
刊
で
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で

あ
る
。
確
か
に
韓
国
語
を
勉
強
し
て
い
る
人

は
い
る
が
、
通
訳
と
な
る
と
難
し
い
。
こ
れ

で
は
今
以
上
の
交
流
発
展
は
望
め
な
い
。

今
後
、
対
馬
島
民
が

一
人
で
も
多
く
韓
国

語
を
勉
強
し
、
韓
国
人
と
触
れ
合
い
、
韓
国

か
ら
来
た
人
が

「来
て
よ
か
っ
た
」
と
感
動

で
き
る
島
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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国
へ
の
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修
旅
行
、
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流
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楽
祭
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も

に
、
町
内
の
中
学
校
と
高
校
に
は
韓
国
の
伝

統
楽
器
演
奏
の
グ
ル
ー
プ
も
結
成
さ
れ
、
交

流
の
輸
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
様
な
交
流

が
活
発
に
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
対
馬
と

釜
山
を
結
ぶ
国
際
航
路
の
存
在
が
大
き
い
。

こ
の
航
路
な
く
し
て
は
各
種
の
交
流
継
続
は

難
し
い
か
ら
だ
。
現
在
、
韓
国
か
ら
年
間

一

万
人
以
上
の
観
光
客
が
対
馬
を
訪
れ
る
が
、

船
会
社
の
営
業
は
苦
し
い
と
い
う
。

私
は
、
今
回
の
「
世
界
に
聞
か
れ
た
ま
ち
づ

く
り
」
表
彰
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
対
馬
の
人

た
ち
が
こ
の
表
彰
を
機
会
に
、
航
路
存
続
な

，山MU
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、

実

f
j
開
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
対
馬
の

罰

理

未

来

は

聞

け

な

い

と

思

う
。

t
-a中
例
え
ば
、
韓
国
で
日
韓
交

T
a園
、
a
田

F
円

}
玖
流
行
事
が
あ
る
場
合
、
た
く

伺
叫一J
d
釧
さ
ん
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ia
F
K
が
活
躍
す
る
。
し
か
し
、
対

司
、

j

一

高

一

T

H
1
V

四街

馬

で

行
事
を
す
る
場
合
は
、

i

‘d

号
Z

ロ

一智

一泊
韓
国
の
国
際
交
流
員
が

一
人

7
i

E
刊
で
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で

あ
る
。
確
か
に
韓
国
語
を
勉
強
し
て
い
る
人

は
い
る
が
、
通
訳
と
な
る
と
難
し
い
。
こ
れ

で
は
今
以
上
の
交
流
発
展
は
望
め
な
い
。

今
後
、
対
馬
島
民
が

一
人
で
も
多
く
韓
国

語
を
勉
強
し
、
韓
国
人
と
触
れ
合
い
、
韓
国

か
ら
来
た
人
が

「来
て
よ
か
っ
た
」
と
感
動

で
き
る
島
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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住
墓
力
l

ド
を
活
用
し
た

複
合
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

園歯医園画調量置
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市
長

• 高
橋
光
夫

、

住
民
が
直
接
体
感
で
き
る
ノ

〆

情
報
化
を
目
指
す

、

従
来
、
行
政
の
進
め
る
情
報
化
は
、
業

務
の
効
率
化
や
迅
速
化
な
ど
、
内
部
事
務

の
改
善
が
重
点
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
本
市
は
住
民
に
見
え
る
情
報
化
を
目

指
し
、
旧
郵
政
省
の
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
の

モ
デ
ル
指
定
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
パ
イ
ロ

ッ
ト
タ
ウ
ン
構
想
お
よ
び
都
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
研
究
成
果
展
開
事
業
の
協
力
自
治

.

.

.

.
 

体
と
し
て
の
採
択
を
受
け

.

.

.

.
 

た
。

I
C化
し
た
市
民
カ

.

.

.

.

 周

l
ド
や
情
報
端
末
な
ど
を

・・・・・・・圃エ命

・
・
・
圃
品
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発

圃
圃
圃
園
北
を
通
じ
て
、
住
民
が
情
報

.

.

.

.
 車
化
と
い
う
も
の
を
直
接
体

感
、
実
感
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、

市
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
地
域
情
報
化
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
間
に
、
地
域
の
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
有
効
に
活

用
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
貢

献
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
加
入
率

も
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
の

情
報
化
で
は
、
子
供
た
ち
の

I
T
(情
報

技
術
)
に
対
す
る
習
熟
度
が
上
が
り
、
本
年

度
の
「
全
日
本
小
学
校
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
大

賞
」
の
県
代
表
を
含
む
県
優
秀
校
七
校
の

中
に
、
市
内
の
四
つ
の
小
学
校
が
選
ば
れ

る
な
ど
着
実
に
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
本
市
は
財
団

法
人
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

た
住
基
カ

l
ド
の
独
自
利
用
領
域
を
活
用

し
て
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

I
C

カ
l
ド
標
準
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
に
も

参
加
し
、
シ
ス
テ
ム
の
検
証
を
行
っ
て
き

た
。
こ
の
結
果
、
住
基
ネ
ッ
ト
二
次
稼
動

時
か
ら
、
従
来
、
市
民
カ

l
ド
で
提
供
し

て
き
た
サ
ー
ビ
ス
に
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

加
え
、
住
基
カ

l
ド
の
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
、
そ
の
他

証
明
書
の
自
動
交
付
、
申
請
書
自
動
作
成
、

成
人
保
健
、
救
急
活
動
支
援
、
公
共
施
設

予
約
、
図
書
検
索
予
約
、
病
院
再
来
予
約

の
八
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

本
市
の
住
基
カ

l
ド
申
込
者
数
は
、
交
付

開
始
か
ら
約
五
カ
月
で
四
千
七
百
人
を
超

え
て
お
り
、
人
口
の
約
七
・
七
%
の
市
民
に

普
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
実

験
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
結
果
を
提

供
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
、

多
く
の
住
民
に
理
解
さ
れ
た
成
果
で
あ
る
。

、

企
業
や
N
P
O
、
他
自
治
体

ノ

〆

と
の
連
携
も
視
野
に

、

住
基
カ

l
ド
は
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
な
ど
と

と
も
に
、
住
民
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
で
あ
る

行
政
、
あ
る
い
は
将
来
的
に
は
民
間
企
業
、

N
P
O
な
ど
を
結
ぶ
有
効
か
つ
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
の

一
つ
で
あ
り
、
電
子
自
治
体
の

推
進
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

多
く
の
市
民
に
住
基
カ

l
ド
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
は
行
政
が
提
供

す
る
電
子
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
待
ち
時
間
や
移
動
に
要

す
る
時
間
な
ど
の
社
会
コ
ス
ト
が
節
減
で

き
る
。一

方
、
行
政
は
事
務
の
効
率
化
な
ど

に
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
時
点
で
は
行

政
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
あ
る

が
、
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
本
市
以

外
の
事
業
者
な
ど
も
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
企
業
や
N
P

O
、
あ
る
い
は
他
の
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
市
民
が
安
心
、
便
利
と
感
じ

ら
れ
る
情
報
化
施
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
住
基
カ

l
ド
の
普
及
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

~誠締切2004・4月号37 

住
墓
力
l

ド
を
活
用
し
た

複
合
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

園歯医園画調量置

てる 三 に末人立市 た住て自情と 人中
い証百市をカ積立現複基サの報しま口央水
る明六投設所院図在合カ 1L-てち約ビ沢
。書十一 iAな書*型 l ピ C を、づ六位市
な五で買霊主館役サドスカ掲 Eく万置は
ど日時特諸国市所 lのを lptてどり ー し
の利 柵門 、ビ独行ト ム千、岩

町田園切叫ははドhE長
交き・哩晶画唱拡用お撃士震空ま究南
付、・r司圃圃.!~.: 1:1大筒り端 一 、キちし内
に休 畠坦て羽一~し域、末年市 l で事陛
日圃EJJ祖国己主君喜ま民ワ 2方法
応お・EJ・圃る用で入ら詰 L03ほ
しけ・・・・量咽圃圃圃圃園田 。しはし独 、) 、ぽ

市
長

• 高
橋
光
夫

、

住
民
が
直
接
体
感
で
き
る
ノ

〆

情
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を
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す

、

従
来
、
行
政
の
進
め
る
情
報
化
は
、
業

務
の
効
率
化
や
迅
速
化
な
ど
、
内
部
事
務

の
改
善
が
重
点
的
に
進
め
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て
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た

が
、
本
市
は
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民
に
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る
情
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を
目
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、
旧
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省
の
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ア
構
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や
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ィ
ア
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イ
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都
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開
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圃
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、
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化
と
い
う
も
の
を
直
接
体

感
、
実
感
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、

市
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
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す
る
地
域
情
報
化
を
進
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て
い
る
。

こ
の
間
に
、
地
域
の
情
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通
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と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
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に
活

用
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れ
、
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ン
タ
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ネ
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の
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、
イ
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ま
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、
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、
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、
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成
果
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多
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の
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に
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を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
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を
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、
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ど

に
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を
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複
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型
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は
、
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時
点
で
は
行

政
が
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す
る
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ビ
ス
の
み
で
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る

が
、
協
定
を
結
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こ
と
に
よ
り
、
本
市
以
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の
事
業
者
な
ど
も
提
供
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る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
企
業
や
N
P

O
、
あ
る
い
は
他
の
自
治
体
な
ど
と
の
連
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に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
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て
い
き
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と
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。

今
後
は
、
市
民
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、
便
利
と
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情
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、
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ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

圏
内
標
準
モ
デ
ル
目
指
す

精
華
町
は
、

一
部
奈
良
県
と
境
界
を
接

す
る
京
都
府
の
南
西
端
に
位
置
し
、
近
年

は
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
中
心
地
と

し
て
開
発
が
進
み
、
人
口
も
三
万
三
千
三

百
八
十
八
人
(
平
成
十
六
年
二
月
現
在
)

と
な
り
、
「
ま
ち
」
か
ら
「
都
市
」
へ
と

急
成
長
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
、
先
進
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
新
市
街
地
と
既
成

市
街
地
と
の
聞
に
格
差
が
生
じ
な
い
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
「
人
、

自
然
、
科
学
を
結
ぶ
学
研
都
市
精
華
町
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
「
『住
民
が
主
体
」

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
て
い
る
。

、

学
研
都
市
開
発
を
契
機

ノ

〆

に
新
た
な
ま
ち
、
つ
く
り
置、

精
華
町
に
は
、
国
立
国
会
図
書
館
関
西

館
や
国
際
電
気
基
礎
技
術
研
究
所

(
A
T

R
)
な
ど
、
国
や
民
間
企
業
の
大
規
模
な

研
究
所
の
立
地
が
進
み
、
と
り
わ
け
二
十

• 木
村

一
世
紀
の
基
礎
を
築
く
べ
き
情
報
通
信
分

野
の
先
端
技
術
の
集
積
が
図
ら
れ
る
な

ど
、
全
国
的
に
も
注
目
を
浴
び
る
自
治
体

と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
そ
こ

に
住
む
地
域
住
民
や
地
元
自
治
体
か
ら
の

情
報
発
信
は
少
な
い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
学
研
都
市
の

中
核
ク
ラ
ス
タ
1
地
域
で
あ
る
「
精
華
・

西
木
津
地
域
」
の
開
発
を
契
機
に
、
学
研

都
市
地
域
に
お
け
る
国
家
的
な
パ
イ
ロ
ッ

ト
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
込
み
、
住

民
と
自
治
体
が

一
体
と

な
っ
て
、
新
た
な
日
本

の
I
T
社
会
の
建
設
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い

く
、
と
い
う
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。

、

「
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス
支
援
ノ

〆

シ
ス
テ
ム
」
開
発
に
挑
戦

、

一
方
で
、
最
新
の
情
報
通
信
技
術
の
研

究
成
果
を
、
自
治
体
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
チ

ャ
レ
ン
ジ
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

こ
の
最
大
の
取
り
組
み
は
、
従
来
か
ら

叫
ば
れ
て
い
た
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
を
ほ
ぼ
完
全
に
シ
ス
テ
ム
化
し
よ
う

と
す
る
、
い
わ
ば
次
世
代
の
役
場
の
圏
内

標
準
モ
デ
ル
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

要

精
華
町
で
は
、
従
来
か
ら
混
雑
し
分
か

り
に
く
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
五

年
に
は
全
国
の
町
村
レ
ベ
ル
で
は
初
の
証

明
書
等
自
動
交
付
機
の
導
入
を
実
現
し
た

り
、
移
動
図
書
館
車
を
利
用
し
た
巡
回
交

付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

行
っ
て
き
た
。

「ワンスト ップサービス」を実施している総合窓口

し
か
し
、
や
は
り
本
命
は
役
場

で
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
で
あ
り
、

「
ホ
テ
ル
並
み
の
接
客
サ
ー
ビ
ス

を
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
各
種
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

一
元
的
に
処
理

す
る
た
め
、
膨
大
な
業
務
シ
ナ
リ

オ
に
基
づ
い
て
窓
口
職
員
の
接
客

対
応
を
ナ
ピ
ゲ
l
ト
で
き
、
ま
た
、

各
種
の
申
請
書
や
届
出
書
の
受
け
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付
け
か
ら
各
種
証
明
書
や
保
険
証
の
発
行

な
ど
、

一
連
の
処
理
を
総
合
窓
口
で
行
え

る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

、

電
子
自
治
体
実
現
に
ノ

〆
向
け
た
試
金
石

、

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
学
研
都
市
へ
の

入
居
企
業
へ
協
力
を
呼
び
掛
け
、
平
成
十

一
年
か
ら
約

一
年
半
を
か
け
て
共
同
研
究

開
発
を
実
施
し
、
同
十
三
年
二
月
二
十
六

日
の
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
わ
せ
る

形
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
サ
ー

ビ
ス
は
現
在
、
評
価
検
証
中
で
、
窓
口
利

用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
、
「
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス
支
援
シ

ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
「
電
子

申
請
」
に
向
け
た
基
盤
に
な
る
も
の
と
位

置
付
け
、
そ
の
開
発
成
功
は
「
電
子
自
治

体
」
の
早
期
実
現
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
進
め
て
い
く
上
で
、
貴
重
な
試
金
石
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
精
華
町
で
は
地
域
住
民

と
地
元
自
治
体
が

一
体
と
な
っ
て
、
情
報

通
信
技
術
の
研
究
開
発
促
進
や
成
果
活
用

に
努
め
る
こ
と
で
、

「学
研
都
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
布
石
を
打
つ
」
と
の
考
え
方
に

立
ち
、
今
後
の

一
層
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通

じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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サ
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内
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華
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、
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と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
「
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民
が
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の
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に
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る
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、

学
研
都
市
開
発
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機

ノ

〆

に
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な
ま
ち
、
つ
く
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置、

精
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町
に
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、
国
立
国
会
図
書
館
関
西

館
や
国
際
電
気
基
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技
術
研
究
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R
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な
ど
、
国
や
民
間
企
業
の
大
規
模
な

研
究
所
の
立
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進
み
、
と
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け
二
十

• 木
村

一
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の
基
礎
を
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き
情
報
通
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分

野
の
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技
術
の
集
積
が
図
ら
れ
る
な

ど
、
全
国
的
に
も
注
目
を
浴
び
る
自
治
体

と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
そ
こ

に
住
む
地
域
住
民
や
地
元
自
治
体
か
ら
の

情
報
発
信
は
少
な
い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
学
研
都
市
の

中
核
ク
ラ
ス
タ
1
地
域
で
あ
る
「
精
華
・

西
木
津
地
域
」
の
開
発
を
契
機
に
、
学
研

都
市
地
域
に
お
け
る
国
家
的
な
パ
イ
ロ
ッ

ト
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
込
み
、
住

民
と
自
治
体
が

一
体
と

な
っ
て
、
新
た
な
日
本

の
I
T
社
会
の
建
設
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い

く
、
と
い
う
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。

、

「
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス
支
援
ノ

〆

シ
ス
テ
ム
」
開
発
に
挑
戦

、

一
方
で
、
最
新
の
情
報
通
信
技
術
の
研

究
成
果
を
、
自
治
体
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

積
極
的
に
取
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入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
チ
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レ
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ジ
も
積
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的
に
行
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た
。

こ
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の
取
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は
、
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来
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て
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た
「
ワ
ン
ス
ト
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プ
サ
ー
ビ
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」
を
ほ
ぼ
完
全
に
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テ
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化
し
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う

と
す
る
、
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次
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の
役
場
の
圏
内
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準
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を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
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要

精
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町
で
は
、
従
来
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ら
混
雑
し
分
か
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に
く
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
向
け

て
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極
的
に
取
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組
ん
で
お
り
、
平
成
五

年
に
は
全
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の
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レ
ベ
ル
で
は
初
の
証

明
書
等
自
動
交
付
機
の
導
入
を
実
現
し
た

り
、
移
動
図
書
館
車
を
利
用
し
た
巡
回
交

付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

行
っ
て
き
た
。

「ワンスト ップサービス」を実施している総合窓口

し
か
し
、
や
は
り
本
命
は
役
場

で
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
で
あ
り
、

「
ホ
テ
ル
並
み
の
接
客
サ
ー
ビ
ス

を
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
各
種
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

一
元
的
に
処
理

す
る
た
め
、
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大
な
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シ
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に
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い
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や
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付
け
か
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各
種
証
明
書
や
保
険
証
の
発
行

な
ど
、

一
連
の
処
理
を
総
合
窓
口
で
行
え

る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

、

電
子
自
治
体
実
現
に
ノ

〆
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け
た
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金
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、

こ
う
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た
状
況
の
中
、
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都
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へ
の

入
居
企
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を
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、
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十

一
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ら
約

一
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て
共
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究

開
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を
実
施
し
、
同
十
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二
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二
十
六

日
の
新
庁
舎
オ
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プ
ン
に
間
に
合
わ
せ
る

形
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
サ
ー

ビ
ス
は
現
在
、
評
価
検
証
中
で
、
窓
口
利

用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
、
「
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス
支
援
シ

ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
「
電
子

申
請
」
に
向
け
た
基
盤
に
な
る
も
の
と
位

置
付
け
、
そ
の
開
発
成
功
は
「
電
子
自
治

体
」
の
早
期
実
現
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
進
め
て
い
く
上
で
、
貴
重
な
試
金
石
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
精
華
町
で
は
地
域
住
民

と
地
元
自
治
体
が

一
体
と
な
っ
て
、
情
報

通
信
技
術
の
研
究
開
発
促
進
や
成
果
活
用

に
努
め
る
こ
と
で
、

「学
研
都
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
布
石
を
打
つ
」
と
の
考
え
方
に

立
ち
、
今
後
の

一
層
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通

じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
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て
い
る
。
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き肩
ろ空
く
り
で
活に
性よ
化る

園理冨置E置園置置盟重量置

「

l
T」

洲
本
市
は
、
瀬
戸
内
海
の
東
に
浮
か
ぶ

淡
路
島
の
中
央
に
位
置
し
、
城
下
町
を
基

盤
と
す
る
市
街
地
を
中
心
と
し
て
、
周
辺

部
を
農
地
や
山
林
、
海
岸
が
取
り
巻
い
て

お
り
、
豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能
が
調
和

し
た
、
人
口
約
四
万
二
千
人
の
ま
ち
で
あ
る
。

産
業
面
に
つ
い
て
も
、
商
工
業
を
中
心

と
し
て
、
大
都
市
近
郊
と
い
う
立
地
条
件

を
活
か
し
た
農
漁
業
や
、
淡
路
島
随

一
の

宿
泊
拠
点
で
あ
る
洲
本
温
泉
に
代
表
さ
れ

る
観
光
産
業
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
に
地

域
経
済
が
支
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

い
っ
た
社
会
・
経
済
に
お
け
る
大
波
の
直

撃
を
受
け
、
産
業
基
盤
の
本
質
的
な
変
化

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
衰
退
基
調
の
ま
ち
に
、
再
び

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
、
平
成
四
年

以
来

一
貫
し
て
基
本
方
針
に
掲
げ
て
き
た

• 申
川
啓

市
長

の
が
、
「
情
報
」
「
I
T
」
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
で
あ
る
。

、lT
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
ノ

rの
構
造
特
区
に
認
定

、

ま
ず
着
手
し
た
の
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
要

と
な
る
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
C
A

T
V
施
設
の
整
備
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
代
表
さ
れ
る
高
度
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
(
自
営
)
が
実
現
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
情
報
資
産
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
構
造
改
革
特
別

区
域
と
し
て
「
I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
特

区
」
を
申
請
し
、
平
成
十
五
年
四
月
に
認
定

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

市
内
中
心
部
に
お
け
る
無
線
L
A
N
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
新
規
産
業
の
集
積
を
目
指
し

て
い
る
。
家
賃
や
通
信
費
の
助
成
だ
け
で

な
く
、
入
居
企
業
問
、
ま
た
は
外
部
の
大

手
企
業
や
I
T
関
連
団
体
、
メ
デ
ィ
ア
と

の
密
接
な
交
流
を
促
し
、
技
術
力
の
向
上

お
よ
び
事
業
効
果
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

産
学
官
が
連
携
し
、
市
民
ベ

l
ス
の
情

報
・
電
子
化
を
実
現
す
べ
く
結
成
し
た
の

が
「
O
S
C
A
(
オ
ー
プ
ン
ソ

l
ス
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
イ
ン
ア
ワ
ジ
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
あ
る
。

、

市
民
に
対
す
る
情
報
・

ノ

r電
子
化
を
措
進

、

先
に
整
備
し
た
C
A
T
V
ネ
ッ
ト
に
加

ぇ
、
隣
接
町
と
の
広
域
連

携
を
目
的
と
し
た
地
域
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
が
同
十
五

式
年
度
に
完
成
し
、
イ
ン
フ

碇
ラ
は

一
層
充
実
し
た
も
の

駆
と
な
っ
た
。一

方
、
そ
れ

ら
を
徹
底
的
に
活
用
し
、
地
域
に
根
差
し

た
行
政
需
要
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
求
め
に

素
早
く
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
、

O
S
C
A

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
狙
い
が
あ
る
。

例
え
ば
、
地
域
情
報
化
モ
デ
ル
事
業

(e
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
)
に
お
い
て
構

築
し
た
各
種
市
民
団
体
活
動
支
援
シ
ス
テ

ム
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
や
N
P
O
法
人
と

い
っ
た
、
公
共
性
の
高
い
団
体
の
活
動
を

I
T
関
連
技
術
に
よ
り
促
進
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
比
較
的
早
期
か
ら
ま
ち
ぐ
る
み

で
情
報
化
を
進
め
て
き
た
た
め
、
「
情
報
」

や
「
I
T」
の
特
性
を
理
解
し
、
対
応
で

き
る
市
民
の
存
在
が
、
地
域
に
と
っ
て
の

何
よ
り
の
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
市
民
の
協
力
・
参
画
を
得
る
と
と
も

に
、
良
好
な
自
然
環
境
・
景
観
(
海
岸
線
、

田
園
風
景
、
山
並
み
)
や
、
特
色
あ
る
地

場
産
品
(
あ
わ
じ
ビ

l
フ
、
海
産
物
)
な

ど
、
優
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
素
材
の
豊
富
さ

を
活
用
し
、
高
品
質
で
付
加
価
値
の
高
い

市
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
・
検
証
し
な

が
ら
、

O
S
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
の
地
域
経
済
の

活
性
化
や
地
域
社
会
の
成
熟
・
安
定
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
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2004・4月号

第
四
団
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
を
開
催

迫~ω

は
じ
め
に

本
誌
の
表
紙
を
毎
回
飾
る
日
本
各
地
に
伝
わ
る
祭
り
や

伝
統
芸
能
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
読
者
も
多
い
の
で
は
な

か
ろ
、
っ
か
。

地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
い
か
に
継
承
し
、
発
展
さ

せ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
は
地
域
振
興
の
も
っ
と
も
基
本

に
か
か
わ
る
部
分
で
あ
り
、
総
務
省
と
し
て
も
積
極
的
に
支

援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
さ
る
こ
月
十
四
、
十
五
の
両
日
に
わ
た
り
、

東
京
都
渋
谷
区
の

N
H
K
ホ
I
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
四

回
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」
の
概
要
を
中
心
に
、
総
務
省

の
推
進
す
る
地
域
伝
統
芸
術
等
保
存
事
業
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

地
域
伝
統
芸
術
等
保
存
事
業
の
楓
要

地
域
伝
統
芸
術
等
保
存
事
業
は
、
平
成
十
年
度
に
設
置

さ
れ
た
「
歴
史
的
遺
産

・
伝
統
文
化
(
伝
説

・
神
話
な
ど
)

の
活
用
に
よ
る
地
域
お
こ
し
懇
談
会
」
(
梅
原
猛
座
長
H

国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
)
に
よ
り
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
「
地
域
文
化
財
保
存
・
歴
史
的
遺
産
活
用
に
よ
る

地
域
お
こ
し
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
保
存
事
業
支
援

や
全
国
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
て
、
国
レ
ベ
ル
、
都
道
府

県
レ
ベ
ル
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
を
体
系
的
に
結

び
付
け
、
全
国
的
な
広
が
り
を
目
指
す
」
と
い
う
提
言
を

踏
ま
え
、

①
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
(
全
国
イ
ベ
ン
ト
事

業
)
②
都
道
府
県
イ
ベ
ン
ト
事
業
(
都
道
府
県
事
業
)
③
映

像
記
録
保
存
事
業
(
市
区
町
村
事
業
)
|

|
の
三
つ
の
事
業

類
型
に
基
づ
き
、
体
系
的
な
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
る
。

全
国
イ
ベ
ン
ト
事
業
で
あ
る
「
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」

は
後
で
詳
細
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ

以
外
の
二
つ
の
事
業
類
型
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

都
道
府
県
イ
ベ
ン
ト
事
業
は
、
都
道
府
県
が
、
住
民
の

地
域
伝
統
芸
術
な
ど
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
目
的
と
し

て
、
地
域
伝
統
芸
術
の
紹
介
や
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
な
ど
に
対
し
、
財
団
法
人
地
域
創

造
が
助
成
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
助
成
額
は
、

一
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
当
た
り
、
助
成
対
象
事
業
経
費
か
ら
入
場

料
な
ど
収
入
を
控
除
し
た
額
の
十
分
の
十
以
内
と
し
、
四

百
万
円
を
基
準
額
と
し
て
い
る
。
都
道
府
県
イ
ベ
ン
ト
事

業
は
、
地
域
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
芸
能
な
ど
を
披

露
す
る
場
と
し
て
好
評
を
得
て
お
り
、
こ
の
五
年
間
で
の

べ
三
十
五
道
府
県
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

市
(
区
)
町
村
事
業
で
あ
る
映
像
記
録
保
存
事
業
は
、
各

地
域
の
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
か
つ
記
録
の
少
な
い
伝
統
芸

術
な
ど
を
映
像
に
記
録
・
保
存
す
る
市
区
町
村
に
対
し
、

地
域
創
造
が
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
助
成
額
は

一
市

(
区
)
町
村
当
た
り
、
助
成
対
象
事
業
経
費
の
十
分
の
人
以

内
と
し
、

三
百
二
十
万
円
を
基
準
額
と
し
て
い
る
。
毎
年

多
数
の
申
請
が
あ
り
、
市
(
区
)
町
村
の
ニ

l
ズ
は
依
然

と
し
て
高
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
毎
年
約
三
十
程

度
の
採
択
が
あ
り
、
平
成
十
五
年
度
ま
で
で
合
計
百
五
十

九
市
(
区
)
町
村
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨

全
国
イ
ベ
ン
ト
は
、
前
述
の
市
町
村
事
業
、
都
道
府
県

事
業
の
体
系
に
立
ち
、
全
国
的
な
機
運
を
高
め
て
い
く
観

点
か
ら
、
各
地
の
伝
統
芸
能
の
継
承
者
に
発
表
の
場
を
提

供
し
、
テ
レ
ビ
放
映
を
通
じ
て
広
く
国
民
に
そ
の
魅
力
や

価
値
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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事
業
の
楓
要

地
域
伝
統
芸
術
等
保
存
事
業
は
、
平
成
十
年
度
に
設
置

さ
れ
た
「
歴
史
的
遺
産

・
伝
統
文
化
(
伝
説

・
神
話
な
ど
)

の
活
用
に
よ
る
地
域
お
こ
し
懇
談
会
」
(
梅
原
猛
座
長
H

国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
)
に
よ
り
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
「
地
域
文
化
財
保
存
・
歴
史
的
遺
産
活
用
に
よ
る

地
域
お
こ
し
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
保
存
事
業
支
援

や
全
国
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
て
、
国
レ
ベ
ル
、
都
道
府

県
レ
ベ
ル
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
を
体
系
的
に
結

び
付
け
、
全
国
的
な
広
が
り
を
目
指
す
」
と
い
う
提
言
を

踏
ま
え
、

①
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
(
全
国
イ
ベ
ン
ト
事

業
)
②
都
道
府
県
イ
ベ
ン
ト
事
業
(
都
道
府
県
事
業
)
③
映

像
記
録
保
存
事
業
(
市
区
町
村
事
業
)
|

|
の
三
つ
の
事
業

類
型
に
基
づ
き
、
体
系
的
な
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
る
。

全
国
イ
ベ
ン
ト
事
業
で
あ
る
「
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」

は
後
で
詳
細
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ

以
外
の
二
つ
の
事
業
類
型
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

都
道
府
県
イ
ベ
ン
ト
事
業
は
、
都
道
府
県
が
、
住
民
の

地
域
伝
統
芸
術
な
ど
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
目
的
と
し

て
、
地
域
伝
統
芸
術
の
紹
介
や
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
な
ど
に
対
し
、
財
団
法
人
地
域
創

造
が
助
成
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
助
成
額
は
、

一
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
当
た
り
、
助
成
対
象
事
業
経
費
か
ら
入
場

料
な
ど
収
入
を
控
除
し
た
額
の
十
分
の
十
以
内
と
し
、
四

百
万
円
を
基
準
額
と
し
て
い
る
。
都
道
府
県
イ
ベ
ン
ト
事

業
は
、
地
域
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
芸
能
な
ど
を
披

露
す
る
場
と
し
て
好
評
を
得
て
お
り
、
こ
の
五
年
間
で
の

べ
三
十
五
道
府
県
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

市
(
区
)
町
村
事
業
で
あ
る
映
像
記
録
保
存
事
業
は
、
各

地
域
の
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
か
つ
記
録
の
少
な
い
伝
統
芸

術
な
ど
を
映
像
に
記
録
・
保
存
す
る
市
区
町
村
に
対
し
、

地
域
創
造
が
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
助
成
額
は

一
市

(
区
)
町
村
当
た
り
、
助
成
対
象
事
業
経
費
の
十
分
の
人
以

内
と
し
、

三
百
二
十
万
円
を
基
準
額
と
し
て
い
る
。
毎
年

多
数
の
申
請
が
あ
り
、
市
(
区
)
町
村
の
ニ

l
ズ
は
依
然

と
し
て
高
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
毎
年
約
三
十
程

度
の
採
択
が
あ
り
、
平
成
十
五
年
度
ま
で
で
合
計
百
五
十

九
市
(
区
)
町
村
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨

全
国
イ
ベ
ン
ト
は
、
前
述
の
市
町
村
事
業
、
都
道
府
県

事
業
の
体
系
に
立
ち
、
全
国
的
な
機
運
を
高
め
て
い
く
観

点
か
ら
、
各
地
の
伝
統
芸
能
の
継
承
者
に
発
表
の
場
を
提

供
し
、
テ
レ
ビ
放
映
を
通
じ
て
広
く
国
民
に
そ
の
魅
力
や

価
値
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

1 
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名称またはj寅目 地域または演者

融麟獅子舞 鳥取県鳥取市

地 佐鬼太渡鼓おけさ・相川音頭
新潟県両津市*

t或 新潟県佐渡郡*

伝統 t童舞 茨城県龍ヶ崎市

文
松田の獅子舞い・夢宝太鼓 沖縄県宜野座村

化 牛鬼 愛媛県宇和島市

せきー 御陣乗太鼓 石川県輪島市
Z玄

自E 青淡笹路しし踊り 岩手県遠野市

人形芝居 兵庫県南淡町

姫島盆踊り 大分県姫島村

八代妙見祭 熊本県八代市

古
落語 ~附典午落語 立川談志

典 新作能 能「勉j 梅若六郎ほか
せ企ー

新作狂言 (作:瀬戸内寂聴)
= 
自E スーパー狂言「王様 茂山千作、茂山干之丞ほか

と恐竜J (作:梅原猛)

十
五
年
度
に
第
四
回
目
を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特

徴
は
、
各
地
の

「地
域
伝
統
芸
能
」
と
日
本
を
代
表
す
る

「古
典
芸
能
」
お
よ
び
「
新
作
古
典
芸
能
」
が
同
じ
ホ
ー

ル
の
同
じ
舞
台
を
使
っ
て
、
競
演
す
る
こ
と
に
あ
る
。
地

域
伝
統
芸
能
と
古
典
芸
能
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
影
響
を

与
え
合
い
、
ど
の
よ
う
な
形
で
現
代
に
継
承
さ
れ
て
き
た

の
か
。
相
互
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
地
域
伝
統
芸

能
自
体
の
掘
り
下
げ
に
も
つ
な
が
り
、
大
変
意
義
深
い
も

の
と
一吉
守
え
る
で
あ
ろ
う
。

テーマ

地
域
伝
統
芸
能
祭
り
は
、
全
体
を
ま
と
ま
り
の
あ
る
構

成
と
す
る
た
め
、
第

一
回
目
か
ら
毎
回
テ
l
マ
を
設
定
し
、

そ
の
テ
l
マ
に
沿
っ
た
形
で
各
地
域
の
伝
統
芸
能
を
紹
介

し
て
い
る
。

2 
こ
れ
ま
で
の
テ

l
マ
を
振
り
返
る
と
、
第

一
回
目
は

*平成16年3月1日から佐渡市

「
怨
昏
主
で
あ
っ
た
。
初
回
と
い
う
こ
と
で
、
各
地
の
ほ

と
ん
ど
の
祭
り
の
本
質
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
選
定
さ

れ
た
。
第
二
回
目
は
、
「
恋
(
こ
ひ
)
」
を
テ

l
マ
と
し
、

「恋
の
情
念
が
、
祭
と
な
り
華
と
な
る
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
と
し
た
。
人
間
ド
ラ
マ
の
宝
庫
と
も
言
え
る
「
恋
」
を

日
本
の
祭
り
で
は
ど
う
表
現
し
て
き
た
の
か
、
大
変
興
味

深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
回
目
は
「
天
地
(
あ
め
っ
ち
)
」

を
テ
l
マ
と
し
、

「生
命
を
育
み
、
心
を
燃
や
す
」
を
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
た
。
天
の
恵
み
、
地
の
実
り
へ
の
感
謝

を
日
本
人
は
ど
の
よ
う
な
形
で
祭
り
に
表
現
し
て
き
た
の

か
、
ま
さ
に
日
本
の
祭
り
の
本
質
に
迫
る
テ
I
マ
と
き
守え

る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
第
四
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
l
マ
は
「
変
化

(
へ
ん
げ
こ

と

し
、
「
常
な
ら
ぬ
も
の
、
舞
い
、
踊
り
、

祈
る
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
た
。
実
行
委
員
会
の
議
論

で
は
、

一
時
「
妖
怪
・
変
化
」
と
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

た
が
、
や
は
り
テ
l
マ
と
し
て
は
、
「
妖
怪
」
と
い
う
文

字
は
取
っ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
祭
り

の
中
で
、
変
化
(
へ
ん
げ
)
と

い
う
「
常
な
ら
ぬ
も
の
」
の
存

在
は
、
そ
の
登
場
だ
け
で
平
凡

な
空
間
を
「
非
日
常
的
な
も
の
」

に
一
気
に
変
え
て
し
ま
う
不
思

議
な
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

O

麟
麟
獅
子
舞
(
鳥
取
県
鳥
取
市
)

き
り
ん

牒
麟
獅
子
舞
は
今
か
ら
約
三
百
五
十
年
前
、
藩
主
池
田

光
仲
が
日
光
東
照
宮
の
御
神
霊
を
迎
え
た
時
に
始
ま
り
、

頭
に
中
国
の
想
像
上
の
動
物
で
、
額
に

一
本
の
角
が
生
え

た
「
融
麟
」
を
付
け
て
舞
う
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
現

在
、
鳥
取
市
を
中
心
に
百
五
十
程
度
の
戯
麟
獅
子
が
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
獅
子
は
二
つ
と
同
じ
も
の
が
な
く
、
舞

も
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
五
団
体
の
競
演
、

い
わ
ば
麟
麟
獅
子
の
サ
ミ
ッ
ト
が
東
京
で
初
め
て
開
催
さ

れ
る
と
い
う
趣
向
で
あ
っ
た
。

O

撞
舞
(
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
)

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
に
伝
わ
る
撞
舞
は
、
十
四
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
撞
柱
が
立
て
ら
れ
、
頂
上
に
直
径
八
十
セ
ン
チ
の

円
座
が
載
せ
ら
れ
、
ア
マ
ガ
エ
ル
の
面
を
付
け
た
舞
男
が

四
方
に
矢
を
放
ち
、
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
願
す

る
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、

N
H
K
ホ
l
ル
舞
台
袖
に
約
十
メ
ー
ト
ル
の

柱
が
立
て
ら
れ
た
。
十
メ
ー
ト
ル
と
い
っ

て
も
ホ
l
ル
の
三
階
席
に
達
す
る
高
き
で

あ
り
、
舞
男
が
円
座
で
逆
立
ち
を
し
た
り
、

手
放
し
で
綱
を
滑
り
降
り
る
な
ど
の
離
れ

業
を
披
露
す
る
と
、
観
客
で
あ
る
我
々
も

鶴
一
緒
に
な
っ
て
緊
張
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、

1

手
に
汗
握
る
演
目
で
あ
っ
た
。
何
の
事
故

も
な
く
無
事
演
目
が
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
胸

を
な
で
下
ろ
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
(
写
真
1
)

O

松
田
の
獅
子
舞
・
夢
宝
太
鼓

(沖
縄
県
宜
野
座
村
)

沖
縄
で
は
、
家
の
屋
根
に
獅
子
が
飾
ら
れ
る
な
ど
獅
子

が
愛
さ
れ
て
い
る
が
、
松
田
の
獅
子
舞
は
約
百
五
十
年
前

に
誕
生
し
、
現
在
で
も
地
元
の
人
か
ら
「
シ

l
シ
ガ
ナ
シ

当
日
の
潰
目

一一
月
十
四
、
十
五
の
両
日
は
、
各
地
域
よ
り
個
性
豊
か

な
「
変
化
」
に
か
か
わ
る
演
目
が
登
場
し
た
。
演
目
の
主

な
も
の
を
紹
介
し
た
い
。
(演
目
に
つ
い
て
は
表
参
照
)
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名称またはj寅目 地域または演者

融麟獅子舞 鳥取県鳥取市

地 佐鬼太渡鼓おけさ・相川音頭
新潟県両津市*

t或 新潟県佐渡郡*

伝統 t童舞 茨城県龍ヶ崎市

文
松田の獅子舞い・夢宝太鼓 沖縄県宜野座村

化 牛鬼 愛媛県宇和島市

せきー 御陣乗太鼓 石川県輪島市
Z玄

自E 青淡笹路しし踊り 岩手県遠野市

人形芝居 兵庫県南淡町

姫島盆踊り 大分県姫島村

八代妙見祭 熊本県八代市

古
落語 ~附典午落語 立川談志

典 新作能 能「勉j 梅若六郎ほか
せ企ー

新作狂言 (作:瀬戸内寂聴)
= 
自E スーパー狂言「王様 茂山千作、茂山干之丞ほか

と恐竜J (作:梅原猛)

十
五
年
度
に
第
四
回
目
を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特

徴
は
、
各
地
の

「地
域
伝
統
芸
能
」
と
日
本
を
代
表
す
る

「古
典
芸
能
」
お
よ
び
「
新
作
古
典
芸
能
」
が
同
じ
ホ
ー

ル
の
同
じ
舞
台
を
使
っ
て
、
競
演
す
る
こ
と
に
あ
る
。
地

域
伝
統
芸
能
と
古
典
芸
能
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
影
響
を

与
え
合
い
、
ど
の
よ
う
な
形
で
現
代
に
継
承
さ
れ
て
き
た

の
か
。
相
互
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
地
域
伝
統
芸

能
自
体
の
掘
り
下
げ
に
も
つ
な
が
り
、
大
変
意
義
深
い
も

の
と
一吉
守
え
る
で
あ
ろ
う
。

テーマ

地
域
伝
統
芸
能
祭
り
は
、
全
体
を
ま
と
ま
り
の
あ
る
構

成
と
す
る
た
め
、
第

一
回
目
か
ら
毎
回
テ
l
マ
を
設
定
し
、

そ
の
テ
l
マ
に
沿
っ
た
形
で
各
地
域
の
伝
統
芸
能
を
紹
介

し
て
い
る
。

2 
こ
れ
ま
で
の
テ

l
マ
を
振
り
返
る
と
、
第

一
回
目
は

*平成16年3月1日から佐渡市

「
怨
昏
主
で
あ
っ
た
。
初
回
と
い
う
こ
と
で
、
各
地
の
ほ

と
ん
ど
の
祭
り
の
本
質
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
選
定
さ

れ
た
。
第
二
回
目
は
、
「
恋
(
こ
ひ
)
」
を
テ

l
マ
と
し
、

「恋
の
情
念
が
、
祭
と
な
り
華
と
な
る
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
と
し
た
。
人
間
ド
ラ
マ
の
宝
庫
と
も
言
え
る
「
恋
」
を

日
本
の
祭
り
で
は
ど
う
表
現
し
て
き
た
の
か
、
大
変
興
味

深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
回
目
は
「
天
地
(
あ
め
っ
ち
)
」

を
テ
l
マ
と
し
、

「生
命
を
育
み
、
心
を
燃
や
す
」
を
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
た
。
天
の
恵
み
、
地
の
実
り
へ
の
感
謝

を
日
本
人
は
ど
の
よ
う
な
形
で
祭
り
に
表
現
し
て
き
た
の

か
、
ま
さ
に
日
本
の
祭
り
の
本
質
に
迫
る
テ
I
マ
と
き
守え

る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
第
四
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
l
マ
は
「
変
化

(
へ
ん
げ
こ

と

し
、
「
常
な
ら
ぬ
も
の
、
舞
い
、
踊
り
、

祈
る
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
た
。
実
行
委
員
会
の
議
論

で
は
、

一
時
「
妖
怪
・
変
化
」
と
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

た
が
、
や
は
り
テ
l
マ
と
し
て
は
、
「
妖
怪
」
と
い
う
文

字
は
取
っ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
祭
り

の
中
で
、
変
化
(
へ
ん
げ
)
と

い
う
「
常
な
ら
ぬ
も
の
」
の
存

在
は
、
そ
の
登
場
だ
け
で
平
凡

な
空
間
を
「
非
日
常
的
な
も
の
」

に
一
気
に
変
え
て
し
ま
う
不
思

議
な
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

O

麟
麟
獅
子
舞
(
鳥
取
県
鳥
取
市
)

き
り
ん

牒
麟
獅
子
舞
は
今
か
ら
約
三
百
五
十
年
前
、
藩
主
池
田

光
仲
が
日
光
東
照
宮
の
御
神
霊
を
迎
え
た
時
に
始
ま
り
、

頭
に
中
国
の
想
像
上
の
動
物
で
、
額
に

一
本
の
角
が
生
え

た
「
融
麟
」
を
付
け
て
舞
う
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
現

在
、
鳥
取
市
を
中
心
に
百
五
十
程
度
の
戯
麟
獅
子
が
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
獅
子
は
二
つ
と
同
じ
も
の
が
な
く
、
舞

も
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
五
団
体
の
競
演
、

い
わ
ば
麟
麟
獅
子
の
サ
ミ
ッ
ト
が
東
京
で
初
め
て
開
催
さ

れ
る
と
い
う
趣
向
で
あ
っ
た
。

O

撞
舞
(
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
)

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
に
伝
わ
る
撞
舞
は
、
十
四
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
撞
柱
が
立
て
ら
れ
、
頂
上
に
直
径
八
十
セ
ン
チ
の

円
座
が
載
せ
ら
れ
、
ア
マ
ガ
エ
ル
の
面
を
付
け
た
舞
男
が

四
方
に
矢
を
放
ち
、
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
願
す

る
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、

N
H
K
ホ
l
ル
舞
台
袖
に
約
十
メ
ー
ト
ル
の

柱
が
立
て
ら
れ
た
。
十
メ
ー
ト
ル
と
い
っ

て
も
ホ
l
ル
の
三
階
席
に
達
す
る
高
き
で

あ
り
、
舞
男
が
円
座
で
逆
立
ち
を
し
た
り
、

手
放
し
で
綱
を
滑
り
降
り
る
な
ど
の
離
れ

業
を
披
露
す
る
と
、
観
客
で
あ
る
我
々
も

鶴
一
緒
に
な
っ
て
緊
張
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、

1

手
に
汗
握
る
演
目
で
あ
っ
た
。
何
の
事
故

も
な
く
無
事
演
目
が
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
胸

を
な
で
下
ろ
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
(
写
真
1
)

O

松
田
の
獅
子
舞
・
夢
宝
太
鼓

(沖
縄
県
宜
野
座
村
)

沖
縄
で
は
、
家
の
屋
根
に
獅
子
が
飾
ら
れ
る
な
ど
獅
子

が
愛
さ
れ
て
い
る
が
、
松
田
の
獅
子
舞
は
約
百
五
十
年
前

に
誕
生
し
、
現
在
で
も
地
元
の
人
か
ら
「
シ

l
シ
ガ
ナ
シ

当
日
の
潰
目

一一
月
十
四
、
十
五
の
両
日
は
、
各
地
域
よ
り
個
性
豊
か

な
「
変
化
」
に
か
か
わ
る
演
目
が
登
場
し
た
。
演
目
の
主

な
も
の
を
紹
介
し
た
い
。
(演
目
に
つ
い
て
は
表
参
照
)
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ー
」
と
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
夢
宝
太
鼓
は
平
成
十

年
に
サ
ー
ク
ル
と
し
て
結
成
さ
れ
、
園
田
明

a
E
…

松
田
区
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
.
，
.

.

 
圃
圃
1
-

の
四
十
人
で
活
動
し
て
い
る
。
当
日
、
圃
圃
園
周
闘
凶
圏
一
一戸

夢
宝
太
鼓
は
沖
縄
の
軽
快
な
音
楽
に
唱
幽
・
町
四
闘
噌
4

合
わ
せ
、
子
供
た
ち
の
見
事
な
太
鼓
盟
国
国

F
V

さ
ば
き
が
多
く
の
観
衆
を
引
き
付
け
温
・
・
・
・
E
開
門
一日

た
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
上
が
り
、
・
・
・
・
・
・
且
・

沖
縄
で
は
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
地

・
・
・
・
・
圃
圃
「

元
ビ

l
ル
会
社
の

C
M
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
、
さ
ら
に
情
熱

的
な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
。
(
写
真
2
)

O

青
笹
し
し
踊
り
(
岩
手
県
遠
野
市
)

遠
野
郷
の
し
し
踊
り
は
、
山
城
固
か
ら
伝
来
し
た
鹿
踊

り
と
、
農
民
の
豊
年
踊
り
、
神
楽
の
山
神
踊
り
の
三
つ
が

合
体
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

当
日
は
、
特
設
の
遠
野
の
「
曲
が
り
屋
」
(
馬
と
人
聞

が
一
緒
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
家
)
が
登

場
し
、
遠
野
の
暮
ら
し
を
再
現
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の

八
十
歳
に
な
る
正
部
家
ミ
ヤ
さ
ん
と
司
会
の
竹
下
景
子
さ

ん
が
岩
手
弁
の
読
み
比
べ
を
行
う
な
ど
、
興
味
深
い
演
出

が
演
目
を
盛
り
上
げ
た
。

O

姫
島
盆
踊
り

(
大
分
県
姫
島
村
)

姫
島
の
盆
踊
り
は
、
鎌
倉
時
代
の
念
仏
踊
り
か
ら
発
展

し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
念

仏
踊
り
の
原
型
を
色
濃
く

残
し
て
い
る
。
姫
島
は
、

大
分
の
国
東
半
島
の
突
端

に
浮
か
ぶ
島
で
あ
る
が
、

毎
年
八
月
十
四
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
踊
り
の
期
間

3 姫島盆踊り

中
、
村
の
人
口
の
何
倍
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
そ
う
で
あ

る
。
当
日
は
、
か
わ
い
ら
し
い
キ
ツ
ネ
の
化
粧
と
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
し
ぐ
さ
の
小
さ
な
子
供
た
ち
も
踊
り
を
披
露
し
、

観
客
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。
(
写
真
3
)

古
典
芸
能
も
素
晴
ら
し
い
秀
作
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
。
新

作
能
「
馳
(
く
ち
な
わ
)
」
は
、
瀬
戸
内
寂
聴
尼
に
よ
る

'νつ
》』

二
作
目
の
作
品
で
あ
り
、
「
老
い
」
と
「
嫉
妬
」
を
テ
ー

マ
に
、
手
の
指
が
ヘ
ピ
と
な
っ
た
女
性
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

人
の
心
の
閣
を
深
く
え
ぐ
る
秀
作
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地

域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
実
行
委
員
会
会
長
で
も
あ
る
梅
原
猛

氏
の
三
作
目
と
な
る
ス
ー
パ
ー
狂
言
「
王
様
と
恐
竜
」
は
、

絶
え
る
こ
と
の
な
い
戦
争
を
風
刺
し
、

二
十

一
世
紀
の
人

間
た
ち
は
こ
の
先
に
続
く
子
孫
に
何
を
伝
え
残
し

て
い
く
べ
き
か
を
、
笑
い
と
い
う
世
界
共
通
の
心

の
中
で
普
遍
的
に
警
告
を
発
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
今
の
イ
ラ
ク
情
勢
な
ど
も
反
映
し
、
終
了
後

は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
喝
さ
い
で
あ
っ
た
。

一一
日
間
を
通
じ
て
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
地
域
伝
統
芸
能
と
古
典
芸
能
の
競
演
は
、
両
日

と
も
三
千
人
近
く
の
観
衆
を
大
い
に
魅
了
し
た
。

夢宝太E主2 

当
日
は
、

N
H
K
ホ
l
ル
二
階
北
口
ビ

l
を
使
い
、
出

演
十
地
域
に
よ
る
「
地
域
情
報
P
R
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

し
、
特
産
品
の
販
売
や
観
光
、
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
。
新
潟
県
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
有

名
な
日
本
酒
も
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
昨
年
よ
り
さ
ら
に
特

産
品
の
品
ぞ
ろ
え
が
増
え
た
感
も
あ
り
、
開
演
前
や
休
憩

時
間
を
中
心
に
大
勢
の
観
客
が
訪
れ
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ

た
。
(
写
真
4
)

第
四
団
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
は
、
前
回
を

一
O
%
上

回
る

一
万
四
千
通
を
超
え
る
は
が
き
の
応
募
が
あ
り
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
が
ま
す
ま
す
定
着
し
、
人
気

も
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
は
が
き
に
よ
る
抽
選
に
外

れ
て
し
ま
っ
た
人
に
は
大
変
申
し
訳
な
い

限
り
だ
が
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
様
子
を
N

H
K
が
全
国
放
送
す
る
こ
と
に
し
て
お

ト
り
、
少
し
で
も
こ
の
素
晴
ら
し
い
感
動
を

間
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

ロ『報情北両臨也A
吟

地
械
情
報
P
R
コ
ー
ナ
ー

地
域
伝
統
芸
能
祭
り
は
、
た
だ
単
に
地
域
の
伝

統
芸
能
の
紹
介
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
文
化

振
興
を
通
じ
た
各
地
域
の
振
興
に
も
意
を
用
い
て
い
る
。

政
府
に
お
い
て
現
在
、
「
地
域
再
生
」
の
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
資
源
の
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
は

そ
の
土
地
の
文
化
、
地
域
伝
統
芸
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ぜ
ひ
、
地
域
の
文
化
を
大
事
に
し
た
地
域
再
生
を
期
待
し

た
い
。

4 

地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

は
、
既
に
平
成
十
六
年
度
の
第
五
回
目
イ

ベ
ン
ト
の
準
備
が
開
始
さ
れ
、
テ
ー
マ
も
「
福
(
ふ
く
)
」

と
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
。

地
域
伝
統
芸
能
祭
り
は
、
前
述
の
通
り
、
全
国
、
都
道

府
県
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
体
系
に

立
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
を
十
分
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
本
事
業
に
ご
協
力
・
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
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※4月11日(日)13時から16時 NHKBS2にて放映予定。
4月18日(日)8時5分から11時 5分 NHKハイビジョンにて放映予定。
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た
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夢
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太
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a
E
…
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当
日
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階
北
口
ビ

l
を
使
い
、
出

演
十
地
域
に
よ
る
「
地
域
情
報
P
R
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

し
、
特
産
品
の
販
売
や
観
光
、
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
。
新
潟
県
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
有

名
な
日
本
酒
も
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
昨
年
よ
り
さ
ら
に
特

産
品
の
品
ぞ
ろ
え
が
増
え
た
感
も
あ
り
、
開
演
前
や
休
憩

時
間
を
中
心
に
大
勢
の
観
客
が
訪
れ
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ

た
。
(
写
真
4
)

第
四
団
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
は
、
前
回
を

一
O
%
上

回
る

一
万
四
千
通
を
超
え
る
は
が
き
の
応
募
が
あ
り
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
が
ま
す
ま
す
定
着
し
、
人
気

も
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
は
が
き
に
よ
る
抽
選
に
外

れ
て
し
ま
っ
た
人
に
は
大
変
申
し
訳
な
い

限
り
だ
が
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
様
子
を
N

H
K
が
全
国
放
送
す
る
こ
と
に
し
て
お

ト
り
、
少
し
で
も
こ
の
素
晴
ら
し
い
感
動
を

間
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

ロ『報情北両臨也A
吟

地
械
情
報
P
R
コ
ー
ナ
ー

地
域
伝
統
芸
能
祭
り
は
、
た
だ
単
に
地
域
の
伝

統
芸
能
の
紹
介
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
文
化

振
興
を
通
じ
た
各
地
域
の
振
興
に
も
意
を
用
い
て
い
る
。

政
府
に
お
い
て
現
在
、
「
地
域
再
生
」
の
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
資
源
の
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
は

そ
の
土
地
の
文
化
、
地
域
伝
統
芸
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ぜ
ひ
、
地
域
の
文
化
を
大
事
に
し
た
地
域
再
生
を
期
待
し

た
い
。

4 

地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

は
、
既
に
平
成
十
六
年
度
の
第
五
回
目
イ

ベ
ン
ト
の
準
備
が
開
始
さ
れ
、
テ
ー
マ
も
「
福
(
ふ
く
)
」

と
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
。

地
域
伝
統
芸
能
祭
り
は
、
前
述
の
通
り
、
全
国
、
都
道

府
県
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
体
系
に

立
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
を
十
分
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
本
事
業
に
ご
協
力
・
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
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ム
元
進
市
町
村
現
地
調
査
|

歴
史
・
時
間
・
自
然
・

優
し
さ
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り

じの両分かま圃・. ..........一 事史き中意な ・ 県
立理方説らち・・・E 重量・・業環た心識み昭 臼 の私
場解と明出づ 開・・llL.I・・・に境 。とがゼ和 杵 四た
、をもしてく 四E・匝圃・・脚'雪対保昭し高ミ五 市 っち
ス得公、直り圃・・・~し全和たま」十 の北
タな開メ接の補条六まりを八 市沢
ンがすリ事進・・・・・・・園田目助例十ち、契年 町ゼ
スらるツ業め金」 二 づ民機の をミ
を、こトの方をが年く問に「 現は
取行とと内は EE置璽盟1，'・交つにり主街第 地
つ政にデ容、ー付くはが導並六 調大
てもよメを行 れ発現づ体しら 「 展型み回 査分

ZRR12票同三に在くの占 hET2告自 主早
点も住トに投市る行もりま民修市れ観へま 。福
で同民を十附の 。ゎ活がち ー 景歴てをのち 岡

岐
阜
県
飛
騨
市

北
沢
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

岡
田
浩
和

• 

あ
る
。
結
果
と
し
て
、
住
民
が
住
み
や
す

い
街
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
生
み

だ
す
こ
と
が
で
き
、
歴
史
的
な
景
観
が
住

民
と
行
政
の
協
働
の
形
と
し
て
現
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。

-
湯
布
院
町

ダ
ム
計
画
反
対
運
動
に
始
ま
っ
た
動
き

は
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
形
に
姿
を

変
え
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
景
観
を
つ
く

り
だ
し
て
い
た
。
核
と
な
る
の
は
住
民
で

あ
り
、
百
年
後
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

は
「
時
間
を
楽
し
む
」
と
い
う
言
葉
が
と

て
も
似
合
っ
て
い
た
。

温
泉
保
養
地
を
目
的
と
し
て
、
観
光
客

に
こ
び
る
の
で
は
な
く
、
「
も
て
な
し
」

あ

ま
た
は
「
出
逢
い
を
大
切
に
す
る
」
と
い

う
精
神
の
下
、

一
つ
の
旅
館
の
中
に
、
他

の
旅
館
の
お
客
が
自
由
に
出
入
り
し
、

買

い
物
や
食
事
が
で
き
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
町
全
体
で
交
流
を

生
み
だ
し
、
活
性
化
し
て
い
こ
う
と
す
る

姿
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

ま
た
、
地
域
内
循
環
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
地
元
の
野
菜
を
地
元
の
旅
館
で
使
う

「
地
産
地
消
」
を
推
進
し
、
地
元
農
業
の
活

性
化
や
農
地
の
保
護
に
ま
で
発
展
し
て
い

る
。
年
間
四
百
万
人
の
観
光
客
を
誘
客
で

き
る

一
番
の
要
因
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
継
続
に
あ
る
と
思
う
0

・
豊
後
高
田
市

豊
後
高
田
市
の
小
崎
地
区
に
は
、
平
安

時
代
の
荘
園
遺
跡
と
し
て
全
国
屈
指
の
回

し
ぷ
の
し
ょ
、
ワ
え
ん

染
荘
園
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
後
継

者
不
足
に
よ
り
昔
な
が
ら
の
棚
田
を
保
存

し
て
い
く
か
、
ほ
場
整
備
し
機
械
化
す
る

か
を
十
年
間
論
議
し
、
保
存
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
荘
園
の
保
存
を
決
め
た
住
民
か

ら
の
「
残
し
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉

に
加
え
、
荘
園
遺
跡
と
い
う
大
切
な
宝
物

を
大
事
に
し
て
い
く
意
識
が
印
象
的
だ
っ

た
。「
荘
園
領
主
」
と
い
う

一
口
三
万
円
の

水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
、
グ
リ
ー
ン
ツ

l

リ
ズ
ム
よ
る
農
家
体
験
な
ど
司

ij

は
財
源
確
保
と
い
う
点
は
も
圃
司
4

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
交
流
入
口
司

一主

を
生
み
出
す
糸
と
し
て
参
考
司

~

↑

に
し
て
い
き
た
い
事
業
だ
っ

一

」

』

た
。
実
際
に
農
家
民
泊
を
体

-
~

一一-

験
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
身

一
~

L
置

の
周
り
に
あ
る
も
の
す
べ
て

四
円
い
凶

を
資
源
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、

飾
ら
な
い
農
家
の
人
の
も
て
な
し
は
、

一

番
の
資
源
に
違
い
な
い
と
思
う
。

-
北
九
州
市

政
令
指
定
都
市
の
中
で
も

一
番
高
齢
化

率
が
高
い
が
、
そ
れ
で
も
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
に
す
る
た

め
、
福
祉
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
地
域
・
区
・
市
の
三

層
構
造
に
よ
る
事
業
展
開
は
、
小
学
校
区

単
位
に
地
域
住
民
の
参
加
し
た
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
地
域
の
課
題
を

地
域
で
考
え
解
決
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
福
祉
の
活
動
に
限
ら

ず
、
ほ
か
の
分
野
で
も
住
民
と
行
政
が
同

じ
土
俵
で
活
動
し
て
お
り
、
大
都
市
の
中

で
も
綿
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
素
晴
ら
し
い
手
法
だ
と
感
じ
た
。

特
に
、
黒
崎
地
区
の
藤
田
商
庖
街
で
は

官
民
協
働
に
よ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お

り
、
地
元
住
民
が
「
黒
崎
に
対
し
て
自
分

た
ち
は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
?
」
と

い
う
考
え
の
下
、
商
庖
街
の
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
が
集
い
「
ビ
ッ
グ
マ
マ
キ
ッ
チ
ン
」

・
・
・
圃
・
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ

.

.

.
 
揖
圃
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い

園
・
・
E
困

る

。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

・
圃
・
園
生
を
目
指
す
大
切
な
資
源
と

---Eし
て
、
住
民
が
自
己
責
任
の

匝
E
・
圃
圃
上
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
が

.

.

.

.
 今
後
の
黒
崎
再
生
の
カ
ギ
に

圃
・
・
・
・
・
な
る
と
思
う
。

最
後
に
、
今
回
の
現
地
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
自
治
体

職
員
に
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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結
果
と
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、
住
民
が
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を
つ
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と
す
る
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を
生
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だ
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と
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、
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が
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と
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現
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い
る
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が
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的
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画
反
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運
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に
始
ま
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た
動
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は
現
在
、
ま
ち
づ
く
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と
い
う
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に
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を
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え
、
と
て
も
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ら
し
い
景
観
を
つ
く

り
だ
し
て
い
た
。
核
と
な
る
の
は
住
民
で

あ
り
、
百
年
後
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

は
「
時
間
を
楽
し
む
」
と
い
う
言
葉
が
と

て
も
似
合
っ
て
い
た
。

温
泉
保
養
地
を
目
的
と
し
て
、
観
光
客

に
こ
び
る
の
で
は
な
く
、
「
も
て
な
し
」

あ

ま
た
は
「
出
逢
い
を
大
切
に
す
る
」
と
い

う
精
神
の
下
、

一
つ
の
旅
館
の
中
に
、
他

の
旅
館
の
お
客
が
自
由
に
出
入
り
し
、

買

い
物
や
食
事
が
で
き
る
パ
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リ
ッ
ク
ス
ペ
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ス
を
設
け
る
な
ど
、
町
全
体
で
交
流
を

生
み
だ
し
、
活
性
化
し
て
い
こ
う
と
す
る

姿
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
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ま
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、
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内
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と
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う
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点
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は
、
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野
菜
を
地
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の
旅
館
で
使
う

「
地
産
地
消
」
を
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進
し
、
地
元
農
業
の
活

性
化
や
農
地
の
保
護
に
ま
で
発
展
し
て
い

る
。
年
間
四
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万
人
の
観
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客
を
誘
客
で

き
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番
の
要
因
は
、
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用

し
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る
と
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時
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指
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回

し
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ょ
、
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え
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染
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る
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そ
こ
で
は
、
後
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不
足
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よ
り
昔
な
が
ら
の
棚
田
を
保
存

し
て
い
く
か
、
ほ
場
整
備
し
機
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化
す
る

か
を
十
年
間
論
議
し
、
保
存
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
荘
園
の
保
存
を
決
め
た
住
民
か

ら
の
「
残
し
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉

に
加
え
、
荘
園
遺
跡
と
い
う
大
切
な
宝
物

を
大
事
に
し
て
い
く
意
識
が
印
象
的
だ
っ

た
。「
荘
園
領
主
」
と
い
う

一
口
三
万
円
の

水
田
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や
、
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る
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体
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な
ど
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と
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点
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ち
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ん
の
こ
と
、
交
流
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を
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み
出
す
糸
と
し
て
参
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に
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い
事
業
だ
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』
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。
実
際
に
農
家
民
泊
を
体

-
~

一一-

験
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
身

一
~

L
置

の
周
り
に
あ
る
も
の
す
べ
て

四
円
い
凶

を
資
源
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、

飾
ら
な
い
農
家
の
人
の
も
て
な
し
は
、

一

番
の
資
源
に
違
い
な
い
と
思
う
。

-
北
九
州
市

政
令
指
定
都
市
の
中
で
も

一
番
高
齢
化

率
が
高
い
が
、
そ
れ
で
も
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
に
す
る
た

め
、
福
祉
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
地
域
・
区
・
市
の
三

層
構
造
に
よ
る
事
業
展
開
は
、
小
学
校
区

単
位
に
地
域
住
民
の
参
加
し
た
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
地
域
の
課
題
を

地
域
で
考
え
解
決
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
福
祉
の
活
動
に
限
ら

ず
、
ほ
か
の
分
野
で
も
住
民
と
行
政
が
同

じ
土
俵
で
活
動
し
て
お
り
、
大
都
市
の
中

で
も
綿
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
素
晴
ら
し
い
手
法
だ
と
感
じ
た
。

特
に
、
黒
崎
地
区
の
藤
田
商
庖
街
で
は

官
民
協
働
に
よ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お

り
、
地
元
住
民
が
「
黒
崎
に
対
し
て
自
分

た
ち
は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
?
」
と

い
う
考
え
の
下
、
商
庖
街
の
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
が
集
い
「
ビ
ッ
グ
マ
マ
キ
ッ
チ
ン
」

・
・
・
圃
・
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ

.

.

.
 
揖
圃
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い

園
・
・
E
困

る

。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

・
圃
・
園
生
を
目
指
す
大
切
な
資
源
と

---Eし
て
、
住
民
が
自
己
責
任
の

匝
E
・
圃
圃
上
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
が

.

.

.

.
 今
後
の
黒
崎
再
生
の
カ
ギ
に

圃
・
・
・
・
・
な
る
と
思
う
。

最
後
に
、
今
回
の
現
地
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
自
治
体

職
員
に
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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平成15年度

地域おこし研修会

報

「
出
前
研
修
会
」
が
好
評

地
域
お
こ
し
研
修
会
、
別
名
「
出
前
研
修
会
」
。
そ
の
名
の
通
り
、
地
元
の
要

望
に
応
じ
講
師
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準
備
し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
が
助
成
し
て
、
研
修
会
を
出
前
す
る
制
度
で
あ
る
。
平
成
十
五

年
度
は
既
に
五
カ
所
で
実
施
(
二
月
末
現
在
)
し
、
好
評
を
得
て
い
る
。
こ
の

研
修
会
は
同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
「
イ
ベ
ン
ト
実
務
研
修
会
」
と
「
地
域
産

品
・
観
光
お
こ
し
研
修
会
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
の
指

導
に
よ
る
、
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
"
実
践
的
“
な
研
修
内
容
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
「
出
前
研
修
会
」
を
利
用
し
た
町
の
開
催
担
当
者
に
、
研
修
会
の
状

況
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
。

-
長
野
県
阿
間
町

生
き
が
い
と
安
心
の
町
に
向
け

特
産
品
の
開
発
を

阿
南
町
は
、
信
州
の
南
端
、
愛
知
県
に

接
し
、
静
岡
県
に
も
ほ
ど
近
い
人
口
六
千

人
の
県
境
の
町
で
あ
る
。

こ
の
地
は
古
く
よ
り
街
道
が
交
わ
り
、

交
易
に
よ
る
人
や
物
、
文
化
の
流
入
が
盛

ん
で
、
町
内
に
は
、
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
指
定
を
受
け
た
「
新
野
の
雪
祭
り」

「
新
野
の
盆
踊
り
」
、
国
選
択
無
形
民
俗
文

化
財
の
「
和
合
の
念
仏
踊
り
」
「
早
稲
田

人
形
芝
居
」
な
ど
、
数
多
く
の
貴
重
な
民

総
務
課
町
づ
く
り
推
進
室
長

津
田

智

俗
芸
能
が
今
日
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

今
日
、
当
町
に
お
け
る
大
き
な
課
題
は
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
、
過
疎
化
、
少
子
高

齢
化
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
環
境
の
中
で

地
域
を
活
性
化
し
、
町
民
が
生
き
が
い
と

安
心
を
感
じ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
で
あ
る
。
特
に
、
わ
が
町
の
風
土
に
マ

ッ
チ
し
た
特
産
品
の
開
発
・
振
興
が
極
め

て
重
要
な
テ
l
マ
で
あ
る
。

そ
こ
で
町
で
は
、
町
民
と
協
働
で
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る

一
環
と
し

て
、
公
募
に
よ
る

「
も
の
づ
く
り
研
究

会
」
を
設
置
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
既

存
の
特
産
品
の
振
興

や
新
た
な
特
産
品
の

開
発
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
、
審
議
、
研
究
を
行
い
、

特
産
品
づ
く
り
を
通
じ
た
町
の
活
性
化
施

策
を
町
長
に
提
言
す
る
組
織
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日
に
は
、
こ
の
研

究
会
発
足
前
の
事
前
研
修
と
し
て
、
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
た
「
地
域
お

こ
し
研
修
会
(
地
域
産
品
・
観
光
お
こ
し

コ
l
ス
)
」
を
開
催
、
当
日
は
委
員
と
し

て
応
募
し
た
町
民
や
町
役
場
職
員
二
十
二

人
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
遠
路
、
福
岡
県
か
ら
須

川
一
幸
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
講
演
、

産
品
ア
ド
バ
イ
ス

会
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
が
行
わ
れ
た

が
、
参
加
者

一
向、

熱
心
に
聴
講
し
活

発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
「
停
滞

気
味
の
既
存
特
産
品
(
シ
イ

タ
ケ
、
ア
マ
ゴ
、
山
菜
、
竹

の
子
な
ど
)
の
再
生
」
、
「
新

た
な
特
産
品
開
発
と
し
て
、

町
内
の
土
(
三
紀
層
)
を
商

品
化
」
、
「
地
域
の
素
材
(
山

菜
と
ア
マ
ゴ
)
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
産
品
開
発
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
が
、
生
産
に
携

わ
る
参
加
者
か
ら
は
現
実
的
な
問
題
点
や

提
案
が
、
ま
た
、
専
門
分
野
外
の
参
加
者

か
ら
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
が
続
出

し
、
白
熱
し
た
議
論
と
な
っ
た
。

参
加
者
の
中
か
ら
「
特
産
品
づ
く
り
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う

グループワーク (阿南町)

会j開催状況
園

課 題 講 師 受講者

「榛名ふるさと祭りjリニューアル
(株)タップクリ工一卜

18人
二瓶長記氏

特産品開発
(株)地域振興研究所

22人須)11 幸氏

これからのグリーンツーリズムの (株)リージヨナルブフン
22人展開について ニング前田豪氏

既存イベントの活性化
(株)タップクリ工ー卜

24人
二瓶長記氏

特産品開発と観光振興
(株)地域振興研究所

46人須川一幸氏
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地域おこし研修会
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「
出
前
研
修
会
」
が
好
評

地
域
お
こ
し
研
修
会
、
別
名
「
出
前
研
修
会
」
。
そ
の
名
の
通
り
、
地
元
の
要

望
に
応
じ
講
師
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準
備
し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
が
助
成
し
て
、
研
修
会
を
出
前
す
る
制
度
で
あ
る
。
平
成
十
五

年
度
は
既
に
五
カ
所
で
実
施
(
二
月
末
現
在
)
し
、
好
評
を
得
て
い
る
。
こ
の

研
修
会
は
同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
「
イ
ベ
ン
ト
実
務
研
修
会
」
と
「
地
域
産

品
・
観
光
お
こ
し
研
修
会
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
の
指

導
に
よ
る
、
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
"
実
践
的
“
な
研
修
内
容
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
「
出
前
研
修
会
」
を
利
用
し
た
町
の
開
催
担
当
者
に
、
研
修
会
の
状

況
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
。

-
長
野
県
阿
間
町

生
き
が
い
と
安
心
の
町
に
向
け

特
産
品
の
開
発
を

阿
南
町
は
、
信
州
の
南
端
、
愛
知
県
に

接
し
、
静
岡
県
に
も
ほ
ど
近
い
人
口
六
千

人
の
県
境
の
町
で
あ
る
。

こ
の
地
は
古
く
よ
り
街
道
が
交
わ
り
、

交
易
に
よ
る
人
や
物
、
文
化
の
流
入
が
盛

ん
で
、
町
内
に
は
、
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
指
定
を
受
け
た
「
新
野
の
雪
祭
り」

「
新
野
の
盆
踊
り
」
、
国
選
択
無
形
民
俗
文

化
財
の
「
和
合
の
念
仏
踊
り
」
「
早
稲
田

人
形
芝
居
」
な
ど
、
数
多
く
の
貴
重
な
民

総
務
課
町
づ
く
り
推
進
室
長

津
田

智

俗
芸
能
が
今
日
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

今
日
、
当
町
に
お
け
る
大
き
な
課
題
は
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
、
過
疎
化
、
少
子
高

齢
化
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
環
境
の
中
で

地
域
を
活
性
化
し
、
町
民
が
生
き
が
い
と

安
心
を
感
じ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
で
あ
る
。
特
に
、
わ
が
町
の
風
土
に
マ

ッ
チ
し
た
特
産
品
の
開
発
・
振
興
が
極
め

て
重
要
な
テ
l
マ
で
あ
る
。

そ
こ
で
町
で
は
、
町
民
と
協
働
で
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る

一
環
と
し

て
、
公
募
に
よ
る

「
も
の
づ
く
り
研
究

会
」
を
設
置
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
既

存
の
特
産
品
の
振
興

や
新
た
な
特
産
品
の

開
発
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
、
審
議
、
研
究
を
行
い
、

特
産
品
づ
く
り
を
通
じ
た
町
の
活
性
化
施

策
を
町
長
に
提
言
す
る
組
織
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日
に
は
、
こ
の
研

究
会
発
足
前
の
事
前
研
修
と
し
て
、
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
た
「
地
域
お

こ
し
研
修
会
(
地
域
産
品
・
観
光
お
こ
し

コ
l
ス
)
」
を
開
催
、
当
日
は
委
員
と
し

て
応
募
し
た
町
民
や
町
役
場
職
員
二
十
二

人
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
遠
路
、
福
岡
県
か
ら
須

川
一
幸
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
講
演
、

産
品
ア
ド
バ
イ
ス

会
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
が
行
わ
れ
た

が
、
参
加
者

一
向、

熱
心
に
聴
講
し
活

発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
「
停
滞

気
味
の
既
存
特
産
品
(
シ
イ

タ
ケ
、
ア
マ
ゴ
、
山
菜
、
竹

の
子
な
ど
)
の
再
生
」
、
「
新

た
な
特
産
品
開
発
と
し
て
、

町
内
の
土
(
三
紀
層
)
を
商

品
化
」
、
「
地
域
の
素
材
(
山

菜
と
ア
マ
ゴ
)
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
産
品
開
発
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
が
、
生
産
に
携

わ
る
参
加
者
か
ら
は
現
実
的
な
問
題
点
や

提
案
が
、
ま
た
、
専
門
分
野
外
の
参
加
者

か
ら
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
が
続
出

し
、
白
熱
し
た
議
論
と
な
っ
た
。

参
加
者
の
中
か
ら
「
特
産
品
づ
く
り
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う

グループワーク (阿南町)

会j開催状況
園

課 題 講 師 受講者

「榛名ふるさと祭りjリニューアル
(株)タップクリ工一卜

18人
二瓶長記氏

特産品開発
(株)地域振興研究所

22人須)11 幸氏

これからのグリーンツーリズムの (株)リージヨナルブフン
22人展開について ニング前田豪氏

既存イベントの活性化
(株)タップクリ工ー卜

24人
二瓶長記氏

特産品開発と観光振興
(株)地域振興研究所

46人須川一幸氏
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に
取
り
組
み
、
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
ら
よ

い
か
分
ら
ず
、
悩
ん
で
い
た
。
今
回
の
研

修
に
参
加
し
て
、
取
り
掛
か
り
の
手
法
を

見
つ
け
た
」
と
言

っ
た
意
見
も
聞
か
れ
、

大
変
意
義
あ
る
研
修
会
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。

現
在
、
当
研
修
会
参
加
者
か
ら
、
「
地

-
群
馬
県
榛
名
町

住
民
主
導
の
ふ
る
さ
と
祭
り
に

一ユ
l

アル

榛
名
町
は
群
馬
県
の
中
西
部
に
位
置
す

る
人
口
二
万
二
千
六
百
人
の
町
で
あ
る
。

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
、
中
で
も
果
樹
栽

培
や
畜
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
梅
は
東
日

本

一
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
る
。

今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
、
県
内
で
は
市

1

町
村
挙
げ
て

の
祭
り
づ
く

り
が
ブ
l
ム

. 平成15年度地域おこし研修会報告

と

な

り

、

グループワーク (機名町)

「
榛
名
ふ
る

さ
と
祭
り
」

が
始
ま
っ

た
。
当
初
は

多
く
の
住
民

が
参
加
す
る

域
の
農
産
物
を
使
い
、
田
舎
料
理
を
メ
イ

ン
と
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
設
」
を
目
指

す
小
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
農
業
生
産
者

と
の
連
携
、
メ
ニ
ュ
ー
の
選
定
、
建
設
プ

ラ
ン
づ
く
り
な
ど
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
行
政
も
側
面
的
な
支
援
策
を
検
討

中
で
あ
る
。

商
工
観
光
課
長

塚
本
博
夫

活
気
あ
る
催
し
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

内
容
は
町
内
に
七
基
あ
る
山
車
の
巡
行
を

は
じ
め
、
伝
統
芸
能
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

l
、
婦
人
会
の
舞
踊

な
ど
、
小
イ
ベ
ン
ト
の
寄
せ
集
め
に
す
ぎ

ず
、
し
か
も
核
と
な
る
も
の
が
な
い
祭
り

で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
す
べ
て
を
町
が
お

ぜ
ん
立
て
し
、
事
業
費
の
か
な
り
の
割
合

を
参
加
団
体
へ
の
補
助
金
が
占
め
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
住
民
主
導
の
「
お
ら

が
祭
り
」
に
は
程
遠
く
、
ま
た
マ
ン
ネ
リ

化
が
叫
ば
れ
て
い
た
。

平
成
十
五
年
は
第
二
十
回
と
い
う
節
目

で
も
あ
り
、
住
民
の
手
に
よ
る
祭
り
、
核

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
持
つ
祭
り
、
目
的
の

明
確
な
祭
り
に
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
し
よ
う
と

い
う
気
運
が
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
流
れ
を
変
え
る
に
は
、
町
の
外
か
ら
の

刺
激
も
必
要
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
「
地
域
お
こ
し
研
修

会
」
を
知
り
、
町
内
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
参
加
者
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
祭

り
検
討
委
員
」
は
、
広
報
紙
で
募
っ
た
ほ

か
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
会
員
な
ど
十
八
人

で
構
成
し
た
。

講
師
の
二
瓶
先
生

の
講
義
に
始
ま
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

よ
る
討
議
と
充
実
し

た
内
容
で
あ
っ
た
。

祭
り
の
核
に
何
を
位

置
付
け
る
か
に
つ
い

て
は
、
熱
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
、
伝
統
あ

る
山
車
の
巡
行
を
求

め
る
意
見
が
大
勢
を

占
め
た
。

1;Aj基金晶子由
明治 、2 目 、 • 1 • .)，' 
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平成15年度 I地域おこし研修

開催地 実施日時

群馬県榛名町 H 15.6.28 

長野県阿南町 H15.9.5 

愛媛県伯方町 H15.9.30 

福井県鯖江市 H15 . 1 1. 25~ 26 

長崎県平戸市 H16.2 . 14~ 15 

* 

ヲ骨

参
加
者
か
ら
は
「
祭
り
に
つ
い
て
の
住

民
の
考
え
を
ぶ
つ
け
合
う

機
会
が
設
け
ら
れ
て
本
当

に
良
か
っ
た
」
「
行
政
主

導
か
ら
脱
却
し
、
住
民
主

導
の
祭
り
と
す
る
た
め
の

よ
い
刺
激
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

研
修
会
の
開
催
が
住
民
に

よ
る
企
画
立
案
、
運
営
な

ど
の
体
制
づ
く
り
を
は
じ

め
と
し
た
リ
ニ
ュ

l
ア
ル

回

に
向
け
て
の
良
い
契
機
と

な
っ
た
。

* 

レ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
両
町
を
は
じ
め
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
テ

l
マ

に
基
づ
き
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
(
表
参
照
)

グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
を
中
心
と
し
た
研
修
内
容
は
、
参
加
者
自
ら
が
地
域
の

課
題
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
解
決
方
法
を
探
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
実
際
に
こ
の
「
地
域
お
こ
し
研
修
会
」
を
契
機
と
し
て
新
た
な
取
り

組
み
を
行
う
地
域
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

今
後
も
地
域
か
ら
の
要
望
に
対
し
研
修
会
を
「
出
前
」
す
る
予
定
で
あ
り
、

開
催
希
望
・
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
業
務
第

一
、
二
課
ま
で
お
寄
せ
い
た

だ
き
た
い
。
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。
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取
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。
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榛
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榛
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。
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月
、
第
十
回
目
を
迎
え
ま
す
。
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

全
国
各
地
か
ら
魅
力
い
っ
ぱ

い
の
旅
が
大
集
合
し
ま
す
。

全
国
の
地
方
公
共
団
体
、

旅
行
会
社
、
J
R
、
航
空
会

社
な
ど
、
多
く
の
観
光
関
連

団
体
・
企
業
が
会
場
に
出
展

し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
熱
い

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
会
場
で
は
、

最
近
の
「
鉄
道
の
旅
」
「
空
の
旅
」

「
ク
ル
マ
の
旅
」
や
、
旅
行
会
社

の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
ー
あ
ふ
れ
る
旅

行
プ

ラ
ン
の
案

内
、
大
満
足
の
旅

に
欠
か
せ
な
い
人

気
の
駅
弁
や
お
土

産
の
販
売
、
各
地

の
ホ
テ
ル
・
旅
館

や
温
泉
の
情
報
な

近年注目を浴びつつある「都市

と農山漁村との共生・対流事業j

の先進事例を掲載したハンドブッ

クを発行しました。同ハンドブッ

クでは、農山漁村留学などグリー

ン，':Jーリズム事例の特徴・地域別

バランスなどを考慮して、全259

事例を掲載しています。そのうち

特集編10事例・本編58事例では

事業の詳細を、資料編191事例で

は事業概要を紹介しています。

.価格2，000円 (税込み、送料別)

協 活用した

地蝿活性化ガイドブック

地域産品事業に携わる皆様に参

考としていただくため、地域産品

を活用して地域の活性化を図るた

めのガイドブックを製作 ・発行し

ました。同ガイドブックでは、単

なる個別産品の評価ではなく、 地

域産品の活用が地域の活性化に深

く力、力、わっていると思われる10

事例を全国から集め、紹介してい

ます。事業概要のほ力¥事業実施

に伴い苦労した点、今後の方向性

など、事業に携わる地域住民およ

び自治体担当

者の方々の生

の声を取り上

げています0

・価格500円

(税込み、送料別)

「
日
本
の
旅
」
の
プ
ロ
フ

ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
が
、
自
慢
の
旅

を
紹
介
致
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
各
地

の
伝
統
芸
能
・
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な

ど
を
披
露
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
は

現
地
さ
な
が
ら
の
感
動
に
包
ま

れ
ま
す
。

世
界
に
誇
る
、
日
本
の
旅
を
満

喫
す
る
三
日
間
、
「
旅
フ

ェ
ア
2

0
0
4」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

本書は同塾での講義や研修など

のエッセンスを集約し、今、地域が

抱える諸課題について「行政組織J
f住民参画Jr持続可能な地域づく
りJr農山漁村の自立jおよび[市

町村経営」の5点か

ら分析し、地域づく

りリーダーの行動

指針を提示するな

ど、地方分権時代

の 「地域づ くり」

「まちづくりjの有

用な内容となって

います。

.価格2，000円

(税込み、送料別)

ど

向 "岨調h>O-

~・・・・・・・・..... ‘-

Hーによる
まちづくり読本j

圃
ナ
ゴ
ヤ
ド
l
ム
で

圃
「
旅
フ
ェ
ア
2
0
0
4」
を
開
催

一
九
九
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
旅
フ
ェ
ア
」
は
二

O
O
四
年
四
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〔センター刊行物・ CD-ROM紹介コーナー
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お問い合わせ先情報サービス課 (03)5202-6135 

当センターが行っている「全園

地域リーダ一養成塾jの大森粥塾

長 (千葉大学教授)、 および4人の

主任講師 (卯月盛夫

早稲田大学教授、北

沢猛東京大学大学院

助教授、小田切徳美

同助教授、辻琢也政

策研究大学院大学教

授)が共同執筆した、

「自立と協働による

まちづくリ読本Jが、
(株)ぎょうせいから

刊行されました。
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に伴い苦労した点、今後の方向性
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び自治体担当

者の方々の生

の声を取り上

げています0

・価格500円

(税込み、送料別)

「
日
本
の
旅
」
の
プ
ロ
フ

ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
が
、
自
慢
の
旅

を
紹
介
致
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
各
地

の
伝
統
芸
能
・
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な

ど
を
披
露
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
は

現
地
さ
な
が
ら
の
感
動
に
包
ま

れ
ま
す
。

世
界
に
誇
る
、
日
本
の
旅
を
満

喫
す
る
三
日
間
、
「
旅
フ

ェ
ア
2

0
0
4」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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(税込み、送料別)

ど

向 "岨調h>O-

~・・・・・・・・..... ‘-

Hーによる
まちづくり読本j
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ヤ
ド
l
ム
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「
旅
フ
ェ
ア
2
0
0
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開
催

一
九
九
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
旅
フ
ェ
ア
」
は
二

O
O
四
年
四

BOOK"CD'ROiVi"G'UIO'E 
〔センター刊行物・ CD-ROM紹介コーナー

[地域活性化Jに有益な情報が満載。ご活用ください。

お問い合わせ先情報サービス課 (03)5202-6135 

当センターが行っている「全園

地域リーダ一養成塾jの大森粥塾

長 (千葉大学教授)、 および4人の
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:・会場=ナゴヤ ドーム

(愛知県名古屋市)

:・主催=旅フェア実行委員会

:.お問い合わせ先

旅フェア実行委員会事務局

( (社)日本観光協会内)

'.電話 (03)3276-2318 

:.旅フェア2004ホームページアドレス

http://www.tabifair.com 

まちづくり読本
道三鈴

附 臥 a思化セント
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岩
手
県

固
晶
園
田

手
県
の
南
の
玄
関
口
そ
し
て
盛

E
・
4
・

岡
、
仙
台
に
そ
れ
ぞ
れ
卯
キ
ロ

で
結
ば
れ
て
い
る

一
関
市
。

西
方
に
固
定
公
園
栗
駒
山

(須
川
岳
)

の
雄
姿
が
眺
望
で
き
、
栗
駒
山
か
ら
市

街
地
に
向
か
っ
て
流
れ
る
磐
井
川
の
上

流
に
は
、
渓
山
〈
ロ
美
の
名
勝

・
厳
美
渓
な

ど
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
南
は
宮

園
手
前
み
号

園

で
す
が
・
・
・

一
一関市

磐
井
川
• 
須
川
温
泉

厳
美
渓

城
県
、
北
は
藤
原
三
代
の
栄
華
を
誇

っ

た
古
都
平
泉
町
、
衣
川
村
、
西
は
奥
羽

山
脈
を
隔
て
て
秋
田
県
に
接
し
て
い
ま

す
。
ま
た
東
北
新
幹
線
と
東
北
本
線
、

大
船
渡
線
が
走
り
、
古
く
か
ら
交
通
の

要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

磐
井
川
と
並
ん
で
走
る
国
道
3
4
2

号
沿
い
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
る

温
泉
が
点
在
す
る
一
関
温
泉
郷
が
あ
り

ま
す
。
須
川
岳
の
麓
に
は
、

日
本
で
は

珍
し
い
強
酸
性
の
須
川
温
泉
、
そ
の
下

流
に
は
ブ
ナ
に
固
ま
れ
た
真
湯
温
泉
、

• 
栗
駒
山

さ
ら
に
下

っ
て
行
く
と
熱
め
な
湯
が
魅

力
な
矢
ぴ
つ
温
泉
、
渓
ハ
〈
口
美
を
誇
る
厳

美
渓
温
泉
、
市
街
地
に
一
番
近
い
宝
流

温
泉
と
個
性
豊
か
な
温
泉
が
勢
ぞ
ろ

い
。
四
季
折
々
に
表
情
を
変
え
る
自
然

と
と
も
に
、
旅
人
や
地
元
の
人
々
に
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

厳
美
渓
周
辺
に
は
、
一
関
の
歴
史
と

先
人
の
偉
業
を
顕
彰
す
る

一
関
市
博
物

館
や
新
鮮
な
農
産
物
と
郷
土
の
昧
が
楽

し
め
る
道
の
駅
「
厳
美
渓
」
、
ガ
ラ
ス

パ
ー
ク
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
く
、
家
族
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• 
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
エ
リ
ア
で
す
。

自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
ゆ

っ
た
り

遊
べ
る
ま
ち
一
関
ヘ
、
ぜ
ひ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

岩
手
県

固
晶
園
田

手
県
の
南
の
玄
関
口
そ
し
て
盛

E
・
4
・

岡
、
仙
台
に
そ
れ
ぞ
れ
卯
キ
ロ

で
結
ば
れ
て
い
る

一
関
市
。

西
方
に
固
定
公
園
栗
駒
山

(須
川
岳
)

の
雄
姿
が
眺
望
で
き
、
栗
駒
山
か
ら
市

街
地
に
向
か
っ
て
流
れ
る
磐
井
川
の
上

流
に
は
、
渓
山
〈
ロ
美
の
名
勝

・
厳
美
渓
な

ど
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
南
は
宮

園
手
前
み
号

園

で
す
が
・
・
・

一
一関市

磐
井
川
• 
須
川
温
泉

厳
美
渓

城
県
、
北
は
藤
原
三
代
の
栄
華
を
誇

っ

た
古
都
平
泉
町
、
衣
川
村
、
西
は
奥
羽

山
脈
を
隔
て
て
秋
田
県
に
接
し
て
い
ま

す
。
ま
た
東
北
新
幹
線
と
東
北
本
線
、

大
船
渡
線
が
走
り
、
古
く
か
ら
交
通
の

要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

磐
井
川
と
並
ん
で
走
る
国
道
3
4
2

号
沿
い
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
る

温
泉
が
点
在
す
る
一
関
温
泉
郷
が
あ
り

ま
す
。
須
川
岳
の
麓
に
は
、

日
本
で
は

珍
し
い
強
酸
性
の
須
川
温
泉
、
そ
の
下

流
に
は
ブ
ナ
に
固
ま
れ
た
真
湯
温
泉
、

• 
栗
駒
山

さ
ら
に
下

っ
て
行
く
と
熱
め
な
湯
が
魅

力
な
矢
ぴ
つ
温
泉
、
渓
ハ
〈
口
美
を
誇
る
厳

美
渓
温
泉
、
市
街
地
に
一
番
近
い
宝
流

温
泉
と
個
性
豊
か
な
温
泉
が
勢
ぞ
ろ

い
。
四
季
折
々
に
表
情
を
変
え
る
自
然

と
と
も
に
、
旅
人
や
地
元
の
人
々
に
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

厳
美
渓
周
辺
に
は
、
一
関
の
歴
史
と

先
人
の
偉
業
を
顕
彰
す
る

一
関
市
博
物

館
や
新
鮮
な
農
産
物
と
郷
土
の
昧
が
楽

し
め
る
道
の
駅
「
厳
美
渓
」
、
ガ
ラ
ス

パ
ー
ク
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
く
、
家
族

48 2004・4月号誌記減~

• 
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
エ
リ
ア
で
す
。

自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
ゆ

っ
た
り

遊
べ
る
ま
ち
一
関
ヘ
、
ぜ
ひ
お
い
で
く

だ
さ
い
。



女日本橋プラザピルイベントスペース

・2 月4日 ~5 日

伊勢熊野観光連絡協議会 (三重県 -和敏山県)

伊勢熊野観光連絡協議会観光展

・2 月 23 日 ~ 24日

仙南村 (秋田県)

秋田県仙南村観光と物産フェア (1) ・2月25日
下仁田町 ・南牧村・上野村 (群馬県)

湯ノ沢トンネル開通宣伝 (2)

CORNER EVENT 

女ふるさと情報プラザ

・2 月 2 日 ~6 日

高知県

龍馬が愛した土佐の酒展

・2 月 9 日 ~ 10 日

南会津商工会長協議会 (福島県)

心なごむ原風景ふるさと南会津展 (3)

・2 月 18日 ~20 日

岩船地域広域物産振興協会 (新潟県)

北越後 城下町村上の地酒

・2 月 25日 ~27日

君津市 (千葉県)

めちゃうま!酒どころ君津~生きた水と伝統の技~

:
a
i
--
【
編
集
後
記
】

今
月
号
は
恒
例
の
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
(
平
成
十

五
年
度
)
を
特
集
に
取
り
上
げ
た
。
各
都
道
府
県
の
推
薦
の

中
か
ら
四
部
門
二
十
九
団
体
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
、
表
彰
さ
れ
た
。
日
ご
ろ
の
地
道
な
努
力
と
活
動
が
実
を

結
ん
だ
も
の
と
三
ヲ
ん
る
。
ま
ず
は
祝
意
を
表
し
た
い
。

V
前
回
と
同
様
、
今
回
も
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
資
源

を
保
全

・
活
用
し
な
が
ら
、
自
慢
で
き
る
よ
う
な
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
尽
力
し
た
例
や
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
を
踏
ま

え
官
民

一
体
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き

た
ケ

1
ス
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
空
き
脂
舗
の
活
用
や
生
産

者
と
連
携
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
、
ご
み
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
、
そ
れ
に
急
速
な
国
際
化
に
伴
う
世
界
と
の
交
流
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
狙
い
を
置
い
た
地
域
情
報
化
な
ど
に

対
す
る
取
り
組
み
も
光
っ
た
。
各
団
体
と
も
、
大
臣
か
ら
の

表
彰
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
た
も
の
の
、
誌

面
に
は
書
き
表
せ
な
い
よ
う
な
苦
労
も
多
々
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

V
当
誌
の
編
集
委
員
と
し
て
誌
而
の
企
画
・

立
案
、
作
成
に

携
わ
っ
た
沼
田
麻
美
(
宮
城
県
)
、
千
葉
義
樹
(
仙
台
市
)
、

高
橋
光
晴
(
山
形
県
)
、
杉
中
寛
之
(
東
京
都
世
田
谷
区
)
、

高
柳
美
奈
子
(
石
川
県
)
、
清
水
雅
博
(
岐
阜
県
高
山
市
)
、

森
下
誠
司
(
兵
庫
県
姫
路
市
)
、
山
港
健
仁

(佐
賀
県
)
の

八
氏
が
、

三
月
末
で
帰
任
し
た
。
新
し
い
職
場
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
や
ま
な
い
。

【

5
月
号
予
告
】

特
集

H

川
を
活
か
し
た
ま
ち
、つ
く
り

(
沢
)
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進
展
を
踏
ま

え
官
民

一
体
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き

た
ケ

1
ス
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
空
き
脂
舗
の
活
用
や
生
産

者
と
連
携
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
、
ご
み
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
、
そ
れ
に
急
速
な
国
際
化
に
伴
う
世
界
と
の
交
流
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
狙
い
を
置
い
た
地
域
情
報
化
な
ど
に

対
す
る
取
り
組
み
も
光
っ
た
。
各
団
体
と
も
、
大
臣
か
ら
の

表
彰
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
た
も
の
の
、
誌

面
に
は
書
き
表
せ
な
い
よ
う
な
苦
労
も
多
々
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

V
当
誌
の
編
集
委
員
と
し
て
誌
而
の
企
画
・

立
案
、
作
成
に

携
わ
っ
た
沼
田
麻
美
(
宮
城
県
)
、
千
葉
義
樹
(
仙
台
市
)
、

高
橋
光
晴
(
山
形
県
)
、
杉
中
寛
之
(
東
京
都
世
田
谷
区
)
、

高
柳
美
奈
子
(
石
川
県
)
、
清
水
雅
博
(
岐
阜
県
高
山
市
)
、

森
下
誠
司
(
兵
庫
県
姫
路
市
)
、
山
港
健
仁

(佐
賀
県
)
の

八
氏
が
、

三
月
末
で
帰
任
し
た
。
新
し
い
職
場
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
や
ま
な
い
。

【

5
月
号
予
告
】

特
集

H

川
を
活
か
し
た
ま
ち
、つ
く
り

(
沢
)
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